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　運命の訪れに前ぶれはない。

　同じく事件の始まりも。

　礼れい儀ぎ正ただしくノックなどせずある日いきなり扉を吹き飛ばす勢いでやってくる。

　それは、九月最後の週の、月げつ曜よう日びの午後のこと。

　この日予想だにしない事件の始まりが、慎しんを目がけて飛びこんできた。




「元気ないじゃ～ん。どしたんだよ、羽は立だて〝英雄〟慎くん！」

　脳天気な声に、机に突っ伏す慎はぐったりと顔を上げた。

「……その、呼び名は、止や・め・ろ……つって何回いったらわかるんだよ洋ひろしっ」

　目の前に立つ浅あさ黄ぎ洋のにやけ笑いに、慎は不ふ機き嫌げんな声でいい返す。

　間もなく午後のＨＲの始まる時刻。

　窓から入る夏の名な残ごりの失うせた涼しい風に、教室内はすごしやすく心地ここちよかった。

　いい返す慎を洋は気にした風もない。からかう言葉がさらに降ってきた。

「いいじゃないの、おまえのアンカーで赤組優ゆう勝しようしたわけだしさ。それになによりあの勇気！　まだ噂うわさだぜ～、全校生徒せいぞろいの目の前で天あま音ねさん押し倒すなんて」

「う、うるさいうるさいちょっと黙だまっとけおまえ」

　顔を赤くし身を起こす慎しんに、洋ひろしが声をひそめて追い打ちをかける。

「どうせなら、さらなる英雄行為をここで暴ばく露ろしてみようぜ。ホラ、天音さんと教室で抱」

　ものすごい勢いで慎は洋の口をふさいだ。

　相手の首をホールドしその耳元で地を這はうようなどん底の声でささやく。

「……ブッ……ころす……」「むぐー！　うぐ、むぐぅうぅう！」

　口をふさがれ真まっ赤かになって暴あばれる洋を押さえつける慎の後ろから、冷静な声がした。

「そのままだと本当に死ぬぞ。桜おう菱とう中ちゆうのヒーロー一転犯罪者だな、羽は立だて」

　ふり返ると眼鏡めがねの田た上がみ宗そう司じがいた。その隙すきに洋は慎の腕をほどきわざとらしく咳せきこむ。

「うぁ、苦しかった～。ちょっとさ、この凶きよう暴ぼうな男どうにかしてくんない、宗司！」

「浅あさ黄ぎが先に挑発したんだろう。仕方ないな。ま、全校生徒の前で自分の幸せぶりを見せつけるやつにも同情の余地はないが」

「だからもう一週間も経たってるだろ、ほっとけよ！」

　叫ぶようにいい捨てて、慎は椅い子すに座り直す。

　そういえば、長期出張中の姉の真ま由ゆ子こからも、こんな電話がかかってきていた。

『ちょっと慎ちゃん！　聞いたわよ～浅黄くんのお母様から。体育祭で大だい活かつ躍やくだったんだって？　んもう、お姉ねえちゃん鼻高いわよ。もうすぐ帰るからゆっくり！　話聞かせてねん』

　────ッだあああああぁあぁぁあっ！

　慎は頭を抱えて机に突っ伏した。

　羞しゆう恥ちで死ねるならおそらく彼は、現時点でゆうに百万回は死ねただろう。

　そのとき慎の頭上に、新たな声が降ってきた。

「……慎」

　びく！　と慎は顔を上げる。その前にプリントの束が差し出された。

　プリントから差し出す手へ、差し出す手から相手の顔へ、慎の視し線せんが移動した。

「さっき廊下で、先生から預かった。ＨＲで日直、配っておいてって」

　ひとりの美しい少女が、すぐ目の前に立っていた。

　天音ユイナ。

　慎を〝門の王〈レクス〉〟として仕える〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟。

　窓から差しこむ午後の柔らかな光が、彼女の可か憐れんな面おもてと長い髪を輝かがやかせている。

　綺き麗れいな瞳ひとみで遠えん慮りよがちに見下ろす少女の頰ほおは、わずかに、赤い。

「そ、そっか！　そういやおれ日直だったっけ。忘れてたよあははは、ども、ありがとう」

　あわてて慎は立ち上がりプリントを受け取った。受け取り思わず視線をそらす。

　目が合わせられない。頰ほおが熱あつくなる。ユイナも言葉がない様よう子すで、うつむいている。

　この一週間、ずっとふたりともこんな調ちよう子しだった。顔を合わすたびに、いいようのない照れくささといたたまれなさで、なかなか言葉も上う手まくかわせない。

　ふと慎しんの脳内で、唐突にある光景が再生された。

〝……ぎゅって、しても……いい？〟

　それは、体育祭が終わったあとのこと。誰だれもいない教室で彼女は突然、そういった。

　慎は覚えている。まざまざとリアルに思い出すことができる。思わず頰が熱くなる。

　わななく足を踏み出して、少女がおずおずと自分の背中に腕を回したこと。

　しがみつく彼女の体のわずかなふるえ、髪からただよう花の香かおり、そして──────

　押しつけられ密着する、柔らかな弾力の厚みというかボリュームというかむにゅ、

「どうしたの羽は立だてくん、首筋まで真まっ赤かで」

「うおわぁあああああぁあぁあああああああっ!!!!」

　跳ね上がって慎はふり返る。前髪をヘアピンで止めた少女が、目を丸くしてそこにいた。

「あ、ああぁああ、さ、咲さき屋やか！　いやその、おどかすなよなあもう」

「驚おどろいたのはこっちなんだけど。羽立くんも天あま音ねさんも、無言でなに向き合ってるの？」

　クラスメートの咲屋香か奈な未みが、けげんな表情で慎を見つめて首をかしげた。

「い、いやいや、なんでもないですよ、なんでもっ！　それよりなんか用、咲屋」

　香奈未の背後でにやにや笑う洋ひろしと冷たい目め線せんを向ける宗そう司じをにらみつつ、慎は答えた。

「そうそう。あのね、みんなちょっと聞いて。ほらこれ！　〝オーシャンズワールド〟のフリーチケット！」

　声に視線を向ける四人へと、香奈未は両手に持ったチケットを突き出した。

　それは鮮あざやかな色彩の三枚の券だ。マリンブルー地に「オーシャンズワールド」の流れるようなデザインのロゴが印刷されている。洋が興きよう味み深ぶかげに身を乗り出した。

「へえ、これって来月一日の、グランド・オープンの招待チケット？」

「まさかぁ。あんな発売即日完売の券を入手できるようなコネはないでーす」

「だろうな。ネットオークションですごい高こう騰とうしてるらしいぞ」

　指摘する宗司に、香奈未はうなずいた。

「そう。これは残念ながら一般日のだけど、一枚でふたりまで無料なの。だから」

「おー、なになに、もしかして俺おれら誘ってくれるってこと？」

　洋がはずんだ声をあげる。香奈未は、ふふ、と含み笑いをして口元をチケットで隠した。

「うん。要よう子こちゃんはまだ来てない？　彼女も誘ってね、六人で。それに田た上がみくんも要子ちゃんも文化祭の委員でしょ？　出展するのに、なにか参考にならないかな」

「え、文化祭はメイドカフェじゃねーの？　俺、すっげ楽しみなんだけど」

「それはおまえをはめるための冗じよう談だんだ。そんなふざけた演だし物ものができるか」

　宗そう司じの冷静な答えに、「そ、宗司ひでえぇえ！」と洋ひろしが失望と抗こう議ぎの声をあげた。

　そんな彼をよそに、慎しんはチケットをまじまじと見つめてつぶやいた。

「へえ、まだ小学生の頃ころに行ったきりだよ。ずいぶん変わっただろうな」

「……オーシャンズワールドって、なに」

　つぶやきのさなかに小さな言葉がわりこんだ。慎はふり返る。

　ユイナが不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみでこちらを見上げていた。

「あ、そっか。ユイナは去年引っ越してきたばかりだよな」

　声をかけられ、慎は少し嬉うれしくなる。感じていたいたたまれなさが消えた気がした。

「桜おう菱とう市しの南の、海の近くにある大きい遊園地。ってか海を題材にしたテーマパークだよ。しばらく閉へい鎖さしてたんだけど、十月一日にリニューアル・オープンするんだって……」

　任せておけとばかりに、思わず得意げに慎が説明し始めたときだった。

「羽は立だて、慎……さんっ！」

　けたたましい音で教室のドアが開いて少女の声が飛びこんだ。

　生徒たちがそろってふり返る。洋も宗司も香か奈な未みも、そして慎と、ユイナも。

　視し線せんを集めて立っているのは、慎たちと同どう年ねん齢れいくらいの、ひとりの少女だ。

　ボブカットのほわほわの髪、あどけなさの残る顔立ちは驚おどろくほど可愛かわいらしい。

　すんなりした伸びやかな肢体を、緑みどりのリボンのブラウスとタータンチェックのスカートという、桜菱市では見かけない制服に包んでいる。足元は靴のままだ。

　彼女は大きな瞳をいっぱいに見開き、荒い息で肩を上下させつつ教室を見回した。

「羽立さん……あの、どこ？　どこですか？　この教室ですよね!?」

「あなた、どこの生徒？　土足厳げん禁きんですよ」「落ち着いてください。いったんここを」

　背後から担任の女性教師・長なが月つきと、眼鏡めがねの委員長・丹に々に儀ぎ乃のが現われた。

　だが少女はある一点を凝ぎよう視ししたまま答えない。

「……いた」

　彼女は肩に置かれた長月の手を乱らん暴ぼうにふり払うと走り出した。

　慎は反応しなかった。反応できなかった。あまりに彼女の出現がいきなりで突然であっという間の瞬まばたきの間のことで認にん識しき速度が全然これっぽっちも追いつかなくて────

　我われに返ったのは弾丸のごとく彼女が自分の胸に飛びこんできた瞬しゆん間かんだった。

「羽立さああぁああああああああんっ!!」

「どわあぁああああああぁああああっ!!」

　慎は彼女もろとも背後にひっくり返った。

　響ひびき渡る派は手でな転倒音、背中と後頭部をしたたか打って、慎の視界に星が散る。

　だが少女は全然おかまいなしに身を起こし、馬乗り姿勢で慎を見下ろす。見下ろす大きな瞳があっという間にうるんでいく。

　熱あつい涙の滴しずくが、慎しんの頰ほおにぽつりと、落ちた。

「ボク、百もも世せ乙おと芽め。よかった、キミがいてくれて……お願ねがい、お願いボクを助けて！」

　いきなり少女は泣き出した。慎の胸にしがみついて抱きついて、子どものように。

　混乱で状況が把握できない慎の頭上から、そのとき三つの声が降ってきた。

「羽は立だて君？　この子」「ねえ羽立くん、彼女」

　担任の長なが月つきがいぶかしげに慎をのぞきこんで。

　香か奈な未みがなぜか怒った顔で見下ろして。

　そして、

「…………慎」

　どうしてなのかユイナまで、あからさまに超絶不ふ機き嫌げんな表情で。

　そろって、いった。

「いったい、誰だれ」

　──それはいま、一番おれが、訊ききたい。

　後頭部の痛みをこらえ、胸の上の柔らかさに心しん臓ぞうを痛くしながら、慎は、思った。
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『ウェルカム・トゥ・オーシャンズワールド！』

　アナウンスと同時に、壮そう麗れいな城門を模したメインゲートが開いた。

　その向こうから、華やかな色彩があふれ出る。

　盛大な拍手と歓声が起こりフラッシュが閃ひらめきテレビカメラが回る。開門を待ち焦がれていた、グランド・オープンの招待チケットを持つ客が、一斉に進む。




　海に浮かぶ埋立地に建設されたワールド内は、五つのエリアに分かれている。

　レストランやショップ、ミニアトラクションが並ぶゲート前の『リゾートエリア』。

　派は手でなアトラクションが目玉の『オープンシーエリア』。

　南の島をイメージした、南国情緒あふれる『アーキペラゴエリア』。

　一年中、季節を問わず利用できるプール施設『シーコーストエリア』。

　そして、ワールドの中心、大きな人工の湖に浮かぶ〝サン・ミシェル島〟とそこに建つ壮大な城じよう砦さい〝ラ・メルベイユ〟のある『エンベイメントエリア』だ。

　外国の有名な映画会社と提携し、どのエリアにも、映画やアニメをモチーフにしたアトラクションやショーステージを設もうけている。

　訪れる人々を、この世にない目くるめく異世界、非日常の虚構の舞ぶ台たいへと誘いざなうように。

　ゲート前の、パステルカラーの家並みに囲まれた広場に、様々なキャラクターや舞台衣装のダンサーたち、ブルーの制服姿のスタッフが勢ぞろいして、入場する客を出迎える。

　進む入場客の中に慎しんはいた。人の波に押されて歩む彼の横には────

「うわぁ、あれ、あれ『マクシミリアンズ』のキャラのスイマー犬だ！　あ、こっちに『レジェンド・オブ・ジ・アビス』の艦かん長ちようがいるー。ねね、あれって『スペースラグーン３～帝国最後の七日間』のアンドロイド・オデッサだよね!?　すごーい！」

　ほわほわ髪のボブカットの可愛かわいい少女、百もも世せ乙おと芽めが、いた。

　彼女は出迎えるキャラクターやダンサーたちにいちいち歓声を上げてはしゃいでいる。

　当然ふたりとも私服だ。慎は肩にリュック、長なが袖そでパーカーとジーンズ。乙芽はホルターネックのタンクトップにＧジャン、デニムのミニスカート。裾すそから伸びる足が綺き麗れいで目立つ。

　慎は周囲を見回した。どこかにユイナたちがいるはずだった。

　だが混み合う人波の中に、彼女の明るい色の髪はちらとも見えない。

「羽は立だてさん、こっちこっち！　まずは『オープンシーエリア』にいこうー！」

「え、いやあの、遊びにきたわけじゃないってかその〝彼〟を捜すんじゃないのか!?」

　抗こう議ぎの声を周囲のざわめきにかき消され、なす術すべなく慎は腕をひっぱられていく。

　なぜ、こんなことに。なぜ、自分はいまここに。

　乙芽に連れられ人ごみを進む慎は、これまでの経けい緯いを思い返す────




　　　　　＊＊＊




　真っ白な室内は、沈ちん黙もくに満たされていた。

　ここは小さなビルのワンフロアはありそうなほど広い、どこかのマンションの一室だ。

　ダウンライトに照らされた壁かべにはグラフィックアートがかけられ、向かい側は遮光スクリーンを下ろした天てん井じようまで届く窓。家具はデザイン的なスタンドライトにオフホワイトのソファとテーブル。洗練されているが、映画のセットのようで生活感はまったくない。

　その場には、何名もの少年少女たちが集まっていた。

　ソファには制服姿で緊きん張ちよう気味の慎、真向かいに可愛い顔でふくれっ面つらのユイナが座る。

　ユイナの隣となりにいるのは丹に々に儀ぎ乃の要よう子こ、いや、眼鏡めがねをはずしていまはカナメだ。

　さらに慎の右隣には、突然現われた少女────百世乙芽が座っている。

　彼女はぎゅっと慎しんの腕を抱きしめ、放さないとばかりにしがみついていた。

　慎は、非常に気まずく居い心地ごこちが悪い。乙おと芽めが体を押しつけてくるのが、非常に気まずい。

　そして自分の向かいに座るユイナの険悪な空気が、もっともっといたたまれない。

「…………ンでー……」

　けだるそうなゆるい声が、沈ちん黙もくを破った。

　ソファから離はなれた場所に置かれたアームチェアに、ダークスーツの男が腰かけポケットに両手を入れて長い足を組み、端正な面おもてを興きよう味み深ぶかげに乙芽へ向けている。

　天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の団長、九く条じようだった。

「はじめまして、百もも世せ嬢じよう。俺おれが天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の団長、九条です」

「あ、はい。はじめまして、です。お名前だけは、知ってます」

　乙芽は目の前のうさんくさい男に警けい戒かい心しんもあらわに身を縮ちぢめて、答えた。

　九条の横に金髪の少年、ウィルが立っている。彼は厳きびしいまなざしで乙芽を見ていた。

「お待たせいたしました。いま、お茶をお出ししますわね」

　楽器を奏かなでるような美しい響ひびきの声がした。

　白いワンピースを着た少女、苑その茉まつ莉りが、奥からワゴンを押して現われる。彼女は緊きん張ちようの面持ちで座る乙芽の前にカップを置くと、優やさしくほほ笑えんだ。

「どうぞ、アロマティーですわ。お楽になさってね」

「……は、はい。あの、ありがとうございます」

　心地よい香かおりのお茶と優しい言葉に、乙芽がほっと肩を下ろす。

　そこへ、チェア付属のスツールに両足をだらりと乗せた、九条がいった。

「それではとりあえずのメンツもそろったことだし、早速本題に入ろうか。……百世嬢。なぜ突然、桜おう菱とう市しに現われたのかな。しかもひとりで。確たしか────君は『八はち高こう家け』のひとつ、二にの関せき家けの後継者の〝守しゆ護ご士し〟だったよね。君の〝王〟は、どうしたのかな？」

　びく、と乙芽は表情を硬くしてうつむいた。うつむき、しばし唇をつぐんで押おし黙だまる。

　それから、ふるえるしぼり出す声でやっと、ささやいた。

「……いなく、なっちゃったん、だ……」

「？　いなくなっちゃった？　それは、つまり君の」

「そうだよ。周しゆうちゃんが、ボクの〝門の王〈レクス〉〟が帰ってこないんだ！」

　悲鳴のように乙芽が叫んだ。驚おどろきがその場に走る。

「……始まりは、一昨日おとといの土ど曜よう日び」

　乙芽は小さな声で話し出した。慎の腕を抱く手の力が、強くなる。

「その日の昼ごろ、周ちゃんは用があるからってひとりで出かけていったの。だけど夜になっても帰ってこなかった。一晩ずっと待ってたけど、家に連絡もなくて携帯も不通で……」

　うつむく乙芽に、茉莉が案ずるような視し線せんを向けた。

「高こう家けの後継者が行方ゆくえ不ふ明めいとは、穏おだやかな話ではありませんわ。事件にでもあったのでは」

「でも、確たしか彼は羽は立だてやユイナと同い年だよね。なら、年端もいかない幼児の迷まい子ごとわけが違う。なんらかの意図があって、帰らないと決めてるのかもしれないよ」

　九く条じようの横からウィルが言葉をはさんだ。茉まつ莉りが一いつ瞬しゆん、九条に視し線せんを合わせる。彼はそれに目配せした。物腰の柔らかい茉莉に質問を任せるつもりだろう。

　茉莉はうなずき、包むような優やさしい口く調ちようで乙おと芽めに訊きいた。

「心当たりはありませんの。前日、おかしな様よう子すは見られませんでした？」

「わ……わかんない。周しゆうちゃんは学校の成せい績せきはいいけど、格別人より積せつ極きよく的てきでも度胸や性しよう根ねが据わってるわけでもないから、こんな風にひとりで出ていくなんて思いもしなかったよ」

　自分の王なのに身もふたもないいい方だなあ、と慎しんは横でこっそり思う。

「あまり戦せん闘とう向きの性格じゃなさそうだね。もし〝異い域いきの輩はい流りゆう〟と接触してたら……」

　重い声でウィルがいった。乙芽が唇を嚙かみ、またもやうなだれる。

「ではなぜ、昨日きのうの時点で境界標〈テルミヌス〉に連絡をお入れになりませんでしたの？　今け朝さになっていきなり、それもまったく面めん識しきのない羽立様を訪ねるなんて」

　うなだれる乙芽に、茉莉が穏やかに問いただす。

　乙芽は慎の腕を放し、かたわらの鞄かばんを開けて一通のＡ４サイズの封筒を取り出した。

「昨日の昼すぎ、携帯に周ちゃんから〝捜すな〟っていうメールが入ったんだ。だからボク……迷ってたけど、もう一日待とうと思って。そしたら今朝、宅配でこれがきたんだ」

　茉莉が封筒を受け取り、九条の前に持っていくと口を開けた。

　中から光こう沢たくコーティングされた立派なパンフレットとなにかのチケット、そして小さな封筒が現われる。茉莉はチケットとパンフレットを見て目を丸くした。

「これは〝オーシャンズワールド〟の……しかもグランド・オープン日のチケットですわ」

「手紙、見せて」

　九条が静かに口を開いた。茉莉は小さな封筒を開けて手紙を開き、九条に見せる。

「…………きたる十月一日、桜おう菱とう市しにあるテーマパーク、〝オーシャンズワールド〟のグランド・オープン日に貴女あなたをご招待いたします。貴女の王は一足早く〝オーシャンズワールド〟にて貴女を待つ予定。桜菱中学２年Ｂクラスに所属する〝門の王〈レクス〉〟、羽立慎とおふたりのみでのご来場をお待ちしています。それでは。　　　八や塚つか怜れい路じ」

　印字された手紙を読み上げる九条の言葉に突如、抑揚のない声こわ音ねが反応した。

「確かく認にん。いま、確かに〝八塚怜路〟の名を、出されましたね」

　みなが一斉に声にふり向く。カナメが黒い瞳ひとみに鋭するどい光を宿らせ九条を見ていた。

「解説。八塚怜路は、途絶した高家の後継者です。そして────わたくしの亡き母の裁定から逃げた、唯一の〝門の王〈レクス〉〟です」

　カナメの言葉のあとに、刹せつ那な、重い沈ちん黙もくが入りこむ。そこへ、九条が口を開く。

「そのとおり。責務を放棄して、自分の守しゆ護ご士しとともに行方ゆくえ不ふ明めい中ちゆうの男だ……ウィル、彼についての情報を境界標〈テルミヌス〉から呼び出してくれ。少年たちに説明するからさ」

　ウィルはうなずき、チェアのわきに置かれたデスク上のノートＰＣを広げ操そう作さした。

「……へえ、なかなか変わった経歴だね。どうする、僕が読み上げようか」

「いいえ、ウィル。あたくしが読みますわ」

　茉まつ莉りが答え、ウィルと入れ替わりにＰＣの前に立つ。

「長いので必要な箇所だけ抜粋してお話しますわね。あとでプリントアウトしてお渡しします。…………八や塚つか怜れい路じ。『八はち高こう家け』のひとつ、八塚家の元後継者…………」

　美しい少女の声に、慎しんとユイナは、緊きん張ちようした様よう子すで聞き入った。

「大学で機き械かい工学を専攻中、突如中退して渡米し現代芸術の道へ。絵画からグラフィックデザインを経へて現代彫刻の分野に進む。あらゆる形態の〝人形〟を使った作品を次々発表して、多くの個展を開いたそうですわ。その画像もいくつか保存してありますけれど……」

　ふと、茉莉の形のいい眉まゆがひそめられた。あまりいい表情ではない。

　────嫌けん悪お。そんな、物腰の柔らかい彼女には似つかわしくない感情がよぎる。

「……いいえ、失礼しましたわ。お見せする必要はありませんわね、つづけます……かなり扇情的でエキセントリックな作風らしいですわ。評判は高かったようですけれど」

「ほぼ全部、すごい酷評だよ。名高いのは悪名の方だったみたいだ」

　ウィルが横からのぞきこみ、口をはさんだ。

「ある展てん覧らん会かいに出品予定だった作品が、あまりの醜しゆう悪あくさに苦情が殺到。嘆たん願がん書しよまで提出されて、結果、展示されずに撤てつ去きよされた……とかさ」

「この時期を境に創作活動を停止し帰国。半年後〝門の王〈レクス〉〟として選えらばれたと公表、同時に当主襲しゆう名めいを放棄して失しつ踪そう。それが三年前のこと、彼が二十四歳のときですわ」

　茉莉の言葉に、慎はひざに置いた手に力をこめる。

　八塚怜路。詳しい人となりはわからないが、自分には世界の違う相手に思えた。

「……あの、じゃあその人を王に選んだ守護士は、どんな人なんですか」

　ふと思いつき遠えん慮りよがちに慎は問いかけた。茉莉が目め線せんをモニタに落とす。

「では、次はその方の説明をいたしますわね。名前はベアトリーチェ。失踪時の年ねん齢れいは十九歳……あら？　この方、写真が、ない……？」

　茉莉がいぶかしげな声を上げ、画面に見入った。

「幼い頃ころに〝異い域いき〟との戦いに巻きこまれ大きな怪け我がを負い、それがもとで守護士にはならず、〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟を裁定人を通して境界標〈テルミヌス〉に委託。療りよう養ようの日々を送っていたが、なぜか三年前怜路を王に選び、ともに失踪…………これは？」

「変だよ、それ。どうしてリングがないのに王を選べるんだ!?」

　ウィルが驚おどろきの声を上げ、九く条じようを見やった。みなも一斉に注目する。

　九く条じようは、感情のうかがえない瞳ひとみを天てん井じように向けて口を開いた。

「……おかしいよね。預けられたはずの〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟は、確たしかに保管場所にあるから。とはいえ間違いなくベアトリーチェは守しゆ護ご士しの血脈のひとり。自分の手にリングを取り戻せば、王を選えらぶことは可能だ」

　彼は遠くの光景を見る目つきで、話をつづける。

「彼らとは以前少しだけ面めん識しきがあった。怜れい路じは経歴のとおり、ちょっとばかり神経質で変わった人間だったよ。ベアトリーチェは……そうだな、一言でいうなら〝世捨て人〟かな」

〝世捨て人〟

　その言葉を発したときの九条の瞳に、慎しんはわずかに────同情にも似た色を見た。

「彼女は、八や塚つかの家に預けられる予定だった。その縁えんで怜路と交流があったらしい。怜路は結局、他ほかの守護士に王として選ばれることなく、渡米してしまったけれど」

「それは……なぜですか？　なぜ選ばれなかったんですか？　『高こう家け』の人間なのに」

　思わず問いかける慎に、九条は深い色の瞳を向けて、答えた。

「単純さ。怜路には──────〝門の王〈レクス〉〟たる資質が、なかった」

　慎は息を吞のんだ。胸に重い不安がのしかかる。

　詳しいいきさつはわからない。だが聞かされた言葉の端はし々ばしに、深刻さが見える。

　そのとき九条の言葉が響ひびいた。

「さて、この件はいまから、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉預かりにするよ。実はちょうど〝オーシャンズワールド〟がらみで、ちょっと不ふ審しんな噂うわさもあってね」

「噂…………って、いうと？」

　慎が口をはさんだ。香か奈な未みに誘われていたのを思い出したのだ。

「リニューアル工事中に、行方ゆくえ不ふ明めい者しやが続出してるらしい。下した請うけ会社の社員が消えた、朝夕の点呼で工事関係者の人数が違う、取材に行ったフリーライターが帰らない……とかさ」

「な……！　そ、それは……!?」

「警けい察さつには行方不明事件の記き録ろくもないし届け出もない。単なる噂だから信しん憑ぴよう性せいがあるわけじゃない。ただ、ね。誰だれかが消える……消えた形跡はあるのに、その消えた人間の記録はないって現象には、心当たりはあるだろう」

　九条は口元に含む笑えみを浮かべた。慎は、ひざに置いた手を握りしめる。その現象を彼は知っていた。今こ年としの七月。すべての発端の月。その現象の原因の、名は────

「この件で具体的な情報が〝境界標〈テルミヌス〉〟からもたらされたのは日にち曜よう日びの夜。二にの関せきの後継が失しつ踪そうしたのとほぼ同時期だ。八塚怜路という見すごせない名前も出てる。関連性は、ありそうだね……ってわけで少年、ユイナともども、正式にご協力を要よう請せいしますよ」

　淡々と九条がいった。口く調ちようは穏おだやかだが、その瞳には鋭するどい光が宿っている。

　彼の言葉にユイナがうつむく。慎の腕にしがみつく乙おと芽めから目をそらし、彼女はいった。

「……あたしは慎しんの守しゆ護ご士しだから。慎にしか、従わない」

　突然話をふられ、慎はどきりとしてユイナに視し線せんを合わせた。

　彼女は不ふ機き嫌げんな顔をして、慎と目を合わせようとしない。明らかに怒っている表情だ。

　依頼を拒否する理由は慎にはない。先日、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の活動へ協力すると答えたばかりだ。だから受けると即答してもいいはずだ。

　だが、ユイナのそんな様よう子すにためらいと困惑が胸の内に生まれる────

　不意に、ぎゅ、と乙おと芽めが慎の腕を引き寄せた。慎は、はっとそちらを見る。

　間近で少女が懇こん願がんのまなざしで自分を見上げていた。

　言葉はない。だがその大きなつぶらな瞳ひとみから、必死の思いが伝わってくる。

〝……お願ねがい、お願いボクを助けて……〟

　ふと、自分の頰ほおに当たった熱あつい滴しずくの感触がよみがえる。

　靴のまま教室まで走ってきた彼女。子どものように胸にすがって泣いていた彼女。

　それを思い出す慎の胸に、乙芽への同情の気持ちがこみあげた。

「……わかりました。受けます」

　慎は九く条じように向き直るとそう答えた。隣となりに座る乙芽が、ぱっと顔を輝かがやかせ腰を浮かせる。

「あ、ありがとう！　羽は立だてさん……！　嬉うれしいよう、よかったぁああっ！」

「え、わ、いやあのちょっと待ってってだわあああああ！」

　またしても乙芽に抱きつかれ慎はソファに押し倒された。それを見るユイナを包む空気がさらに険悪になる。

「拒否。協力はいたしません。わたくしは独自に行動をいたします」

　カナメの無感情な響ひびきの声が聞こえて、慎は乙芽の下から必死に顔を上げた。

「解説。裁定を逃れる〝王〈レクス〉〟を断罪する任務がありますので」

「うン、裁定人に助力を乞こうつもりはないよ。ここまで彼女を送ってきてくれて感かん謝しや」

「解説。百もも世せさんとは以前、裁定の際にお会いした経けい緯いがありますので。では、辞去」

　カナメは立ち上がり、精せい緻ちな動きで一礼すると遠くのドアへ歩んでいく。

「あ、待ってカナメさんっ！」

　乙芽があわてて呼び止めた。カナメはぴたりと制止し、ふり返る。

「えと、あのときすっごいお世話になりました。ヴィヴィさんもお元気ですか？」

「肯定。ですが、極力あなたは会わずに避けられた方がよろしいとわたくしは思考します」

　カナメは再び一礼すると、けげんそうな乙芽の視し線せんを背中に扉を開けて出ていった。

　戸惑う顔で立ち尽くす乙芽に、慎が身を起こして訊きく。

「あれ、カナメさんとヴィヴィさんと顔見知り？」

「うん。去年、裁定でお世話になったの。……でも、なんで会ったらいけないのかな？」

　小首をかしげつつ乙芽は、また慎の隣に腰を下ろす。

　カナメが退去したのを確かく認にんし、九く条じようが茉まつ莉りに開かせたパンフレットを見つつ口を開いた。

「〝オーシャンズワールド〟は広大だ。人手は多ければ多い方がいい。璃り堂どうのご当主と守しゆ護ご士しにも、協力を要よう請せいしてみよう。怜れい路じから送られたチケットは一枚で二名入場可だから、少年と百もも世せ嬢じようが使うことにして、ユイナには別途チケットをこちらで手配しよう。ケイや苑そのちゃんたちは別行動させるから、俺おれと一いつ緒しよに入場ってことで。いい？」

　九条が見上げていうのに、ユイナは一いつ瞬しゆんちらりと慎しんを見たが、すぐにうなずいた。

　慎は内心、なぜかちょーっとばかり面おも白しろくない気がする。と、そこへ九条が問いかけた。

「ところで、少年。以前報告のあったリング、ちゃんと持ってる？」

「え？　ああ、はい、ここに。でも、おれが持ってていいか、わかんないですけど」

　慎はチェーンを引っぱり出した。その先に下がりゆれるのは、三つのリング。

　ふたつはユイナから授けられた〝門の王〈レクス〉〟のリングだ。だがあとひとつは…………先日の体育祭のときの事件で手に入れた、リング。

　事件の報告とともに、このリングを慎は九条たちに渡そうとした。しかし、

「それは少年が持っていていいよ。上う手まく使えば、たぶん、少年の手助けになるはずだ。そのリングは単体だと意味はないが、〝門の王〈レクス〉〟がつければ、おそらく力の増幅──〝イメージの拡大〟が、可能らしいからね」

「〝イメージの拡大〟……ですか？」

「うン。少年の持つ称号〈タイトル〉は、光と影かげを操あやつる力だ。便利だけど直接的な攻こう撃げきにはなりにくい。なのにその力で危き機き的てき状況を上手く切り抜けてきたのは、称しよう賛さんに値するよ」

　思わぬ言葉に慎は、「ど、どうも」と戸惑いつつ頭を下げた。

「けれど今後、どこまでそれだけでいけるかわからない。これまでの報告を見ると、君が構こう築ちくしてきた主な現象は、〝光〟と〝影〟という言葉に関するごく一般的なイメージだ。ある種、とても狭い意味内にとどまっているといえる」

「……え……つまり、もっと広い定義とかイメージが、あると？」

「そう。たとえば物理学において〝光〟は、電でん磁じ波はというエネルギーの放射──電磁放射の一形態だ。君は〝光〟を可視光こう線せんのみにとらえている。けれど〝電磁放射〟まで定義を広げれば、人間の目で感知できない赤外線や紫外線、Ｘ線も〝光〟としてみなすことも可能だ。ンー、そうだな、一例としてレーザー光を挙げてみようか」

　へえ、と慎は目を見開いた。少し難むずかしそうな話ではあるが、興きよう味み深ぶかい。

「レーザー光は、赤外線から紫外線までの〝光〟を、ある特定の媒体を利用し、レーザー装置で増幅させて作られる、完全干渉性の光のことだ。可視光線と違い、プリズムを通しても七色に分かれない。つまり単色の単周波で、高い強度と優すぐれた指向性を持ってるんだ」

「……えと、もうちょっと具体的になんか例ってありますか？」

「そうだねー、使われる媒体と放出される波長により効果も様々だけど、ごく日常的に使われてるよ。電話などの通信媒体や、ＣＤなンかの再生、三次元像を再現できるホログラフィー、合金溶接のために五千度以上の熱ねつを生み出したり、ダイヤモンドに穴を開けたりもできる」

「そ、それはすごい、ですね」

　慎しんは無む意い識しきにリングをにぎりしめる。が、そんな慎を見て九く条じようはにやり、と笑った。

「ま、でもこういうのは、現象の構こう築ちく者しやである人間に多た岐きにわたる知ち識しきや考察も必要でね。あくまで本人のイメージの限界に拠よるンだよなー。少年はそれ、できそう？」

　慎は少し拍子抜けした。つまり自分にはそんなの無理、といわれたようなものだ。

「でも、その〝異い域いき〟のリングがあれば、君自身のイメージの限界を超えられるかもしれない。そうだな……〝光〟と〝影かげ〟についての現象を作り出すだけでなく」

　九条は──気づかれるか気づかれないかのほんのわずか──意味ありげな目め線せんを向けた。

「……全幻影領域……その名のとおりの現象も、引き起こせるかもね」

　慎は瞬まばたきした。言葉の意味をはかりかねる彼の耳に、九条の新たな話が届く。

「さて、では細かい指示はまた後日。調ちよう査さもあるしね。資金ものちほど渡すよ。オープン日の十月一日は約一週間後だ。準備は早めにしといてな。あと、招待客はカップルのみ。だからちゃんとデートっぽい格かつ好こうをしていくように。そうそう、水着も忘れずにな～」

「水着!?　水着って、」「なんで水着!?」

　慎とユイナが同時に声をあげる。

　にや、と九条はうさんくさい笑えみを端正な面おもてに浮かべると、いった。

「リニューアルした〝オーシャンズワールド〟には、『シーコーストエリア』って全天候型プール施設があるらしい。捜すなら、そこも捜さないといけないンじゃない、かな」
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「……っていっておきながら、団長、自分はデートらしいカッコはしないの。水着は」

　人ごみの中、九条と並んで歩くユイナが不ふ機き嫌げんな声でいった。

　彼女はレース使いのミニのキャミワンピに明るい色のカーディガン姿だ。

　淡いピンクのバッグを両手に持った可愛かわいらしく華やかな装いは、非常に人目を惹ひきつける。ふだんこんな格好をしないユイナに、クリスと茉まつ莉りのふたりがわざわざ見立てたのだ。

　だが、その横を歩く、細身で少し猫背気味な長身の男は、

「いやあ、俺おれの肉体美をさらすにはちょーっと舞ぶ台たいがねー不満だよね～」

　相も変わらぬダークスーツに赤いシャツと緑みどりのネクタイ。なぜかいかがわしいサングラスをかけて、怪しさ通常よりも三倍増だった。

　ユイナは無言でむくれ顔。むくれていても美少女はやっぱり美少女だが。

「そんなふくれっ面つらしないで。せっかく珍しく可愛い格好なンだし」

「……こんなカッコ、意味ない」

「なンで。少年に見せればきっとすごく喜ぶンじゃないかな」

「どうしてそこで慎しんが出てくるの。それに慎はあたしのことなんて、見ない」

　ぶっきらぼうに彼女はいって、そっぽを向いた。

　そんな様よう子すを見る九く条じようの口元に、かすかな苦笑がよぎる。

「あのふたり、どこへいくつもりかしら。なにか目当てでもあるっていうの？」

　背後からいぶかる声がした。ユイナはそっとふり返る。

　ひしめく人の間から、ふたつの紅あかいリボンが見えた。璃り堂どう千せん花かだ。

　清せい楚そな白のフレアスカートに上品なアンサンブルがいかにもお嬢じよう様さまだった。だが、

「どうやら慎の方が引きずられてるみてーだぜ。ほんと、アイツだっらしねえな」

　その隣となりを歩くオレンジレッドの髪のリュウトは、穴の開いたヴィンテージジーンズに、センスを疑うイカレた柄がらのＴシャツとジャケット。千花と不釣合いなことこの上ない。

　彼ら、千花とリュウトは九条の要よう請せいに応こたえ、協力を約束してくれたのだった。

　事前の打ち合わせで、慎と乙おと芽めだけで行動し、ユイナや千花、リュウトが遠くからそれを監かん視し、という手はずを決めている。

　──八や塚つか怜れい路じ。

〝門の王〈レクス〉〟の責務から逃げた王。裁定を受けずに逃亡した王。

　同じ王である二にの関せき周しゆうをおそらくだが拉ら致ちして、彼の身を盾に慎と乙芽を呼び寄せた人物。

　その怜路の接触を、妨げないように────

　ユイナは視し線せんを前方に戻した。リュウトの言葉が耳に痛い。

（別に、慎はだらしなくなんかない）

　とこっそり思う。だが人の波の間に、乙芽に腕を引っぱられてあたふた『オープンシーエリア』へ向かう慎の後ろ姿がちらりと見えた。抵抗もできない様子だ。

　やっぱり、だらしないかも。と少しユイナは腹立たしくなってしまう。

　あれから数回、打ち合わせをしたが、必ずその場で乙芽は慎にべったりくっついていた。王が行方ゆくえ不ふ明めいで心細い彼女は、慎を頼りにしてなついているのだろう。

　だがそんな光景を見るたび、言葉にできない痛みがユイナの胸をきしませる。

　──こんな想おもい、いやだ。

　目をそらし、ユイナはうつむいた。そのとき、

「じゃあユイナ。あとは打ち合わせどおり璃堂のご当主たちと一いつ緒しよに行ってくれ。こっちはこっちで別行動に移る。なにかあったらケイか苑そのちゃんの携帯に連絡を。いいね」

　ささやきをユイナが聞き取った瞬しゆん間かん、九条が身をひるがえす。

　周囲より頭ひとつ飛び出た長身が、あっという間に人ごみの彼方かなたへ消えていった。




　入場客の最後の列がゲートへ進む。

　その中に、またしてもある意味で目立つふたり組がいた。

　苛か烈れつな美び貌ぼうの真しん紅くの髪の美少女と、その横を歩く黒衣の少女だ。

　真紅の髪の美少女はヴィヴィ。ウエストのくびれからヒップにかけてのラインが美しいタイトなジーンズをはき、長い足を強きよう調ちようしている。

　黒衣の少女はカナメ。黒一色のワンピースを身につけ、無表情でヴィヴィと歩いている。

　そんな彼女たちに注目が集まる。好奇の視し線せんにうんざりしたかヴィヴィがつぶやいた。

「……うっとうしいわね。ウェレランでぶっ飛ばそうかしら……」

「推奨。ただしその瞬しゆん間かん、わたくしは全力で無関係な他人の態度を貫かん徹てついたします」

「うわあ、すっごく友だちがいのある発言をありがとう、だわ」

　カナメにいい返すヴィヴィが、ふと前方に視線を移した。その眉まゆが厳きびしく寄せられる。

「質問。どうされました、ヴィヴィ？」

「……一番会いたくないヤツを見つけただけ。２・５の自分の視力が憎いわ」

　カナメは前方を見つめる。頭ひとつ飛び出て目立つ、癖くせっ毛髪がかすかに見えた。

「確かく認にん。あれは九く条じようですね。では、決定。彼のあとを追いましょう」

「な……!?　どうしてよ。無意味だわ。ここにきた目的を先に果たすべきでしょ？」

「説明。天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉という実働組そ織しきの長ちようである彼が、無目的で行動するとは考えにくいと思われます。また八や塚つか怜れい路じと以前面めん識しきがあったとか。であれば推測。なんらかの接触もあるかもしれません。むやみに捜し回るより、少しでも効率がよいかと」

　ヴィヴィはじっとカナメを見つめる。それから不ふ機き嫌げんそうに肩をそびやかした。

「わかったわ。どのみちアタシはついてきただけだから、アナタの好きにすればいい」

「謝しや意い。同行を承しよう諾だくしていただいただけで充分です。このような場所にひとりでくるのは怪しまれますから。それに、断罪はわたくしだけの職しよく務むです」

　少女ふたりは意見を一致させると、即座に歩き出した。

　にぎやかなバンドの演奏や、キャラクターたちのパフォーマンスが繰くり広げられる広場をあとに、ざわめく人ごみの彼方かなたへ──────
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　なぜ自分はいまここに、いるのだろう。

　再度、慎しんは自問を繰り返した。

「……あの、実はおれ、こういう絶叫系ってすっげえ、苦手なんですけど……」

　ありえない体勢だった。

　九十度のレールを見上げる垂直姿勢で肩から降りた安全バーに固定され、慎は出発間際のジェットコースターに蒼そう白はくの顔で座っていた。

　横で乙おと芽めが瞳ひとみを輝かがやかせ、はしゃいでいるのが恐怖に固まる慎しんに聞こえる。

「やったあ、パンフ見たときから乗ってみたかったんだ！　あのね、この〝ブラストオフ！〟はね、時速百キロで角度九十度のレールを打ち上げられるんだってー！」

「……って、はぁあ!?　時速百キロぉおおおおっ？」

　──ありえない。そんな速度もありえない。

　慎と乙芽のふたりはいま、『オープンシーエリア』にいた。

　ここのアトラクションのひとつが〝ブラストオフ！〟。乙芽の解説どおり、高速度と急角度が売り物の絶叫コースターで、かなりのスリルが味わえる、らしい、が。

　慎はもう、緊きん張ちようで心しん臓ぞうが破裂寸前、こめかみの血管がふくらみ脈打ちさらに恐怖が増す。
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　その耳に、死刑執行を告げるがごとく発車のベルが、鳴なり響ひびく。

「あ、出発するよー！　やったやった、早く早く～」

　乙芽の声にも慎は答えられない。バーを握りしめる指まで白く、血の気がない。

　そのとき、がくん、とコースターがわずかに動き────といきなり！

「ごわぁぁあああああああああっ!!!!」

　すさまじい速度でコースターが打ち上げられた。壮絶な縦たてＧが体にかかる。

　全身が押しつぶされ顔が平べったくなる気がして次の瞬しゆん間かん、

「っだあぁああああぁあぁぁああああああ────────────っ!!!!!!」

　今度は真っ逆さまに急降下。

「きゃああああ、気持ちいい──！　きゃっほぉ───っ！」

　乙おと芽めの歓声が聞こえる。彼女は両手を離はなして高々と頭上に上げていた。

　信じられない。

　ジェットコースターを発明した人間は、未来永えい劫ごう百億万回呪のろわれろ、と慎しんは、思った。




『オープンシーエリア』のジュースバーのカウンターで、ユイナと千せん花か、リュウトは、トロピカルカラーのジュースを手に油断なく周囲を見つめていた。

　ここから、アトラクション〝ブラストオフ！〟の出口が見える。

　その出口からスタッフに見送られ、人々が降りてくる。慎と乙芽の姿もあった。

　心なしか慎の足取りがおかしい。まるで酔っ払ったようにふらついている。

　が、うきうきした足取りの乙芽が横合いから腕をからめて歩き出した。

「……なんか、普通に遊んでるみたいよ……」

　フルーツをあしらった真まっ赤かなルビーオレンジのジュースを手に、千花がつぶやいた。

「……アイツら、ちゃんと行方ゆくえ不ふ明めいの〝王〈レクス〉〟を捜してんだろうな……？」

　目も覚めるほど真まっ青さおなブルーミントジュースを手に、リュウトがあきれ声でいった。

「…………………………………………………………………………………………」

　おっそろしく険悪な無言が返った。千花とリュウトはそろってその方向を見る。

　ユイナだ。彼女は毒々しい真ピンクのストロベリージュースを手に黙だまりこくっている。

　慎と乙芽が腕をからめて歩き出したのを見ると、いきなりぐい！　と一気に真ピンクのドリンクをあおって飲み干して、ダン！　とカウンターを揺らす勢いでカップを置いて、

「いく」

「え!?　ってあのもう!?」

　唐突な宣言に千花とリュウトが同時に声をあげた、が、壮絶なひとにらみが返って黙る。

「そ、そうね。そうよねいかないとね」「あ、ああ。そ、そっだな追いかけねーとな」

　千花もリュウトも目の前の少女の剣けん幕まくに押され、あわてて立ち上がり歩き出した。




　ここはいったい、どこだろう。なんで自分はここに、いるのだろう。

「この〝グレイトサンデー〟はね～足がぶらぶらする宙ちゆう吊づり型のインバーテッドコースターなんだ。踏ん張りがきかないからスリル最高！　全長が千四百メートルの日本最大級、最大加重力は４・７Ｇ！　あ、これも最高時速百キロだって。すっごい、楽しみだね！」

　──許して。カンベンして。

　慎の偽らざる本音が漂白しきった面おもてに表れていた。

　ここは『オープンシーエリア』のメインアトラクション、〝グレイトサンデー〟だ。

　普通のジェットコースターとちがって〝グレイトサンデー〟は、レールが上にある。そのレールにぶら下がる形でコースターが走るのだ。

　安全バーに固定されて腰かける慎しんの足元に、床ゆかはない。不安定に宙に浮く両足をおそるおそる見下ろし、それから彼は頭上をあおいだ。

「……あ、あの、さ。繰くり返すけどおれ、ホント、こういうのすっごい苦」

「ほらほら見て見てあのコース！」

　ふるえる言葉をさえぎり乙おと芽めがはずんだ声こわ音ねで前方を指差した。

「すごいよね、縦たて宙返り二回、横宙返り一回、スピンもコブラロールもあるよ！」

　彼方かなたまで続くコースを見つめる慎の血の気がさらに、引いた。

　白いレールは乙芽のいうとおり、ひねり回転しうずを巻き他ほかのアトラクションがある建造物をひとめぐりし別の建造物に開いた穴を貫き青空まで駆け昇り駆け下りている。

　長い。長くて回転しまくりひねりまくり。まさに日本最大級の名にふさわしい。が、

　──正気かよ……コレ死ぬ。絶対コレ絶対絶対絶対死ぬおれ！

　慎が確かく信しんしたとき発車のベルが無情に鳴なり響ひびき──────瞬しゆん間かん、

「!!　ずっわあああああぁああぁあぁぁぁぁぁぁぁ………………っ！」

　人とは思えないおたけびを残し、慎は時速百キロの死し出での旅へと送り出されていった。




〝グレイトサンデー〟入退場ゲート近くの木陰のベンチに、ユイナたちは腰かけていた。

　彼らは黙だまって座ったままだ。一言も発しない。いや、発することができないのだ。

　千せん花かはそっと右みぎ隣どなりのリュウトに小声でささやいた。

「……ねえリュウト。あたくしの位置と変わりなさいよ」

「やだ。そこなんか呪のろわれそう」

　即行断るリュウトをにらみつけ、千花はおそるおそる左隣をうかがった。

　ユイナが、いる。その周囲に漂う暗黒のオーラが目に見える。気がする。

　彼女は背筋をぴんと伸ばし、無言で前方をにらんでいた。と、

「………………………………………………………………………………!?　!!」

　ガタン！　とベンチを鳴らし突然立ち上がる。千花とリュウトがびくりと身を固くした。

〝グレイトサンデー〟のゲートから、一斉に客が現われた。とあるふたりも、同じく。

　それは、慎と乙芽だ。慎は乙芽の肩へ寄りかかるように腕を回して歩いている。

「……なんか、急にあのふたり仲良くなってない？」

　千花がいぶかしげにつぶやいた。

　確たしかにはた目からは、仲のいい中学生カップルがいちゃついているようにしか見えない。

　ただ単に、慎はひとりで歩けないほどへたばっていただけなのだが。

　ユイナから漂う暗黒オーラの温度が、下がる。

　歩き去る慎しんたちをじっと視し線せんで追うと、彼女はどん底の低い声で、いった。

「…………いく」

　冷たく凍る声こわ音ねで告げて、彼女は歩き出した。ごく、とリュウトがのどを鳴らす。

「………………怖えぇ…………」

「ていうか、なんであたくしたちがこんなにビクビクしなきゃならないのよ!?」

　千せん花かの抗こう議ぎの言葉は誰だれにも届かない。

　前のめり姿勢で歩くユイナを追って、千花とリュウトも仕方なく足を踏み出した。




　いくつ目の地獄だろう。

　慎はもう、数えるのを止やめていた。

「これこれ、〝マリンジャングル〟！　暗黒の海中を豪速で駆け抜けるんだって～！　最高時速は八十キロだけど、視界が見えないからすっっっっっごい！　怖いらしいよ～」

　ここは『オープンシーエリア』の屋内型絶叫コースター、〝マリンジャングル〟。

　うきうきはしゃぐ乙おと芽めに疲れは見えない。逆にいっそう元気になったかに見える。

　だがその横に、安全バーに固定された〝疲労〟と〝憔しよう悴すい〟を具現化した物体が、あった。

　慎だった。

　周囲は暗い。その闇やみを照らすのは、壁かべに設置されたいくつもの発光ライト。ライトは慎の、血の気どころか生気まで一切失うせた顔を弱々しく照らしている。

　発車ベルのあと、コースターがゆっくり動き出した。

　期待に目を輝かがやかせる乙芽と、荷物のごとく脱力して運ばれる慎を乗せて。

　悲鳴をあげる体力も恐怖を感じる気力も全部、これっぽっちも残っていない。

　そう、慎は思っていた。思っていた、のに─────────突如、

　コースターが一気に加速した！

　真っ暗闇の中をコースターが走り抜ける。豪速でコーナーを水平近くまで傾き回り一気にのぼりひねってさらに回ったかと思うと加速が増して全身持っていかれそうなほどの速度で、

「ッッッ!!　ぐぼおわぁあぁおおおおぉおぉおおおおおおあぉお────!!!!!!」

　落下。

　吐けたなら内ない臓ぞうごと、いや魂すらも吐く勢いの絶叫を、慎は、吐いた。

　──死ぬ。絶対絶対、絶対死ぬ。ていうか死なせて欲しい、お願ねがい神様。

　という慎の心の底からの願いを聞き届けてくれる慈じ悲ひ深ぶかい神様は存在しなかったらしい。

　慎は最後の最後まで正常な意い識しきを保ったまま地獄を体たい験けんした。

　死ぬほど。イヤってほど。







　這はった方が早いぐらいの弱々しい足取りで、慎しんは〝マリンジャングル〟の出口から出た。

　手近なベンチにぐったり横たわる。そんな慎をのぞきこみ、乙おと芽めが不安げに声をかけた。

「……えと、だいじょうぶ？」

　死んでます、と慎は答えたかったが答える気力もすでにない。

　それを見て、乙芽がなぜか嬉うれしそうにいった。

「羽は立だてさんて周しゆうちゃんみたいだな。周ちゃんも絶叫系が全然ダメなの。乗せると泣くんだよ！　だからよく、無理やり乗せて泣かせたな～。だって周ちゃんが泣くと可愛かわいいんだもん」

　──ひでえ。

　慎はおののいた。そしてまだ見ぬ〝周ちゃん〟に、心の底から同情と親近感を抱いた。

「じゃあ次は『シーコーストエリア』ね。そこにも水着で乗れるウォータースライダーがあるよ。傾斜四十五度のコースを時速六十五キロで水面に突入！」

「げえぇえ！　もうヤだ！」

　思わず正直な心境を吐いた慎に、乙芽は「あはは！」と楽しそうに笑った。

　そのくったくのない笑え顔がおはとても可愛らしかった。

　あけっぴろげでストレート、無邪気で元気でマイペース。ちょっと強引すぎるが、とびきり可愛い容姿をのぞけば、ごくごく普通の女の子に見える。

〝異い域いきの輩はい流りゆう〟どもと戦う〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟にはとても思えない。

　と慎が考えていると、ふと思いついたように乙芽が口を開いた。

「ね、羽立さんって泳げる？」

「え？　ああ、まあそりゃ一応、普通ぐらいには」

「……ふぅん……そっか」

　あれ？　と慎は、弱った意い識しきの中で気づく。

　元気（イコール傍ぼう若じやく無ぶ人じん）を絵に描かいたような乙芽の声が、急に消沈したからだ。

　が、それも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに彼女は明るい表情でいった。

「すごいね！　周ちゃんは丸っきり泳げないんだ。乙芽が特訓してあげたのにな。足のつかないプールに連れてってあげて浮うき輪わ隠したり、百メートル往復百回させたりさ」

「いや、それ泳げないのってもしかしてその特訓のせいじゃないの!?」

　この少女、可愛い顔してとんでもない。らしいのに慎はやっと今いま頃ごろ気がつく。

「ところでさ、遊んで回ってるだけの気がするけど、いいの、〝彼〟を捜さな」

「……あ、ボク、タオル濡ぬらしてくるね。あとなにかドリンクも買ってくるよ！」

　乙芽は突然身をひるがえし、「待っててね！」といい捨てその場から駆け出した。

　まるで、〝周ちゃんを捜す〟という話題から────逃げるように。

　どうしたのだろう、と慎は考えるが、疲れ果て上う手まく思考がまとまらない。

「向こうからの接触、待ってるってことだよな……」

　つぶやいて、慎しんは横たわったまま辺あたりを見回した。

　ユイナたちはどこにいるのかと思ったのだ。だが、彼女らの姿は周囲には見当たらない。

　打ち合わせどおり、どこかで隠れて自分たちを監かん視ししているのだろうか。

　思いついて、慎はポケットの携帯を取り出し、メールを開く。

　天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉からのメールには、ふたつの画像が添てん付ぷされている。

　ひとつは、おっとりした優やさしそうな、少し気弱げな少年の写真。これが〝二にの関せき周しゆう〟。

　もうひとつは古い写真をスキャンしたらしく不ふ鮮せん明めいだが、神経質そうな青年の画像だ。この青年が、問題の〝八や塚つか怜れい路じ〟。だが彼の守しゆ護ご士し、〝ベアトリーチェ〟の写真はない。

　慎はそれを眺めつつ、事前に渡されたふたりについての資料を思い返した。

　いったい、彼らはなにを目的に動いているのだろう────

　気分の悪さが戻って慎は目を閉じた。その脳裏にユイナの言葉がよぎる。

〝……オーシャンズワールドって、なに？〟

　おずおずと、そう聞いてきた彼女の声と姿も。

　オーシャンズワールドは、わりと名の知れたテーマパークだ。いくら一年前に引っ越してきたばかりとはいえ、ユイナが知らなかったのは不ふ思し議ぎだった。

　もしかしたら彼女は、遊園地とかテーマパークに行ったことがないのかもしれない。

　体育祭のときも、こういうイベントはあまり経けい験けんがないといっていた。

　施設を点々としてきて、人づきあいも上じよう手ずではなさそうで、だから誰だれかと遊びにいくことや学校の行事を楽しむなんて、彼女はしてこなかったのかも、しれない。

　純粋に、ここへただ遊びにきていたらどうだっただろう。

　自分と一いつ緒しよに、楽しんでくれただろうか────

　はっと我われに返って、慎は頭をふった。深い嘆息が口から吐かれて空へと昇る。

　乙おと芽めの来訪から、ユイナとは距きよ離りができていた。意い固こ地じに自分を無視する彼女と、言葉を交わしづらくなっていたのだ。

「……なんでだろな……ちゃんと話せば、いいのかな……」

　なぜ、こんな風になってしまうのだろう。仲たがいしたいわけではないのに────

　情けない気持ちで十月の青空を見あげる慎の額ひたいに、ひやりと冷たい感触がした。

「お待たせ！　コーラだよ。氷多めにしてもらったんだ」

　元気な声に目をあげると、乙芽が自分をのぞきこんでいる。

　慎は身を起こし、ジュースのカップを受け取った。少し気分は回復している。

「……うん、ありがと。もらうよ」

「これ飲んで休んでから、プール行こうよ。もう絶叫マシンには乗せないからさ。ね？」

　にこ、と乙芽は笑った。その笑えみの明るさに引きこまれ、慎もつい唇がほころぶ。

「そうだな。泳ぐのは好きだし、いいよ。……で、ほ、ほんとに乗せない……よな？」

「うん！　たぶんね」

「いや、たぶんて！　たぶんてそれ！」

　つっこみ返して慎しんは、乙おと芽めと一いつ緒しよに笑い出した。さきほどため息が昇った空に、今度は笑い声が昇っていく。

　────本当に、ただ単にこんな風に、ユイナと遊びにこれたならいいと、思った。




　慎たちが歩き出すのを見届けて、千せん花かとリュウトもカフェの席から立ち上がった。

「ッつーか、今度はどこに行くつもりだよ。ちょっとはじっとしてて欲しいぜ」

「仕方ないわ。向こうの出方がわからないんだもの。行くわよ」

　リュウトにそういって歩きかけた千花は、ふと背後をふり返った。

「ユイナさん？　どうしたの。見失うわよ」

「え、あ…………うん」

　ユイナが我われに返ったようにうなずく。心なしか表情が優すぐれない。

　千花が不ふ審しんげに眉まゆを寄せ、少しばかり案ずるような声こわ音ねでいった。

「気分でも悪いの？　休んでていいわよ。行き先わかったら携帯で連絡するし」

「いい。なんでもない。いく」

　ユイナは唇を嚙かみ、急に早足になって千花とリュウトの横を通りすぎる。

　通りすぎるその横顔は、明らかに青ざめていた。

「……オイ、だいじょうぶなのかよ、アイツ」

　リュウトがその背を見つめ、ぽつりといった。

「いいのよ。本人がなんでもないっていうんだから……本当に馬ば鹿かよね、相変わらず」

　千花はため息にも似た口く調ちようでそういうと、歩き出した。リュウトもそのあとに続く。

　彼らの行き先は──────『シーコーストエリア』。
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　ちょうど慎が、絶叫マシンで血を吐く絶叫をしていた時刻。

　緑みどり豊かな『アーキペラゴエリア』をひとりぶらつく長身の男が、いた。

　周囲を木々で囲まれた広大な『アーキペラゴエリア』は、海水を引いて造った大きな池と、橋でつながれたいくつもの人工の島とで構成されている。

〝多島海〈アーキペラゴ〉〟の名のとおりのエリアだ。

　ここにもアトラクションはあるが、島々を渡る鉄橋を走る機き関かん車しやなど、のんびりしたものが大半だった。ワールド内をめぐる遊ゆう覧らん船せんの発着場も、このエリアにある。

　慎しんの過酷な現状とはまさに、正反対。

　そんな、南国風のデザインのレストランやカフェ、軽食スタンドの立ち並ぶ島のひとつの小道を、長身の男──九く条じようがゆったりとした足取りで歩いていた。

　両手をダークスーツのポケットにつっこみ、怪しいグラサンをかけてひょうひょうと歩く彼の姿に、道行く人々やパフォーマーたちが注目する。

　──その後方で、

「…………いったい、なにやってるの。アイツ」

「不明。単なる散策以外のなにものにも見えません」

「そうよね。ほンっとーに、〝ぶらぶら〟してるだけよね……」

　ショップの建物の陰に隠れ、ヴィヴィとカナメが観かん察さつしていた。

　ふたりが見守る中、九条の行く手の広場で、不意に軽快な音楽が起こった。一団のバンドとストリートパフォーマーが現われて、曲に乗ってダンスショーを始めたのだ。

　有名な冒険アニメ映画『キャプテンラビット』がテーマらしい。

　ウサギ頭の着ぐるみが、コミカルなダンスを始める。手下の海賊に扮ふんしたパフォーマーたちや、ヒロインらしいセクシーなバニーガールのパフォーマーも登場して踊り始めた。

「すごい、可愛かわいいー！」「あ、あれレディ・バーニーだよ」「キング・ジョーもいる！」

　あちこちから観客がショーを見物に集まってきた。かなりの人だかりだ。

　その中に、九条もいた。彼の長身は遠目からでもはっきりそれとわかる。

　曲きよく調ちようが変わりスピーディになる。サメの頭をした敵かたき役やく、キング・ジョーが配下を従え登場、乱らん闘とう状態のダンスになった。観客たちは身を乗り出してショーに見入っている。

　やがてキング・ジョーがウサギたちに追われて退場、明るい曲に変わり、楽しいダンスになった。パフォーマーたちが集まった観客たちをダンスに誘う。

「…………って、ええ!?」

　ヴィヴィが驚おどろきの声をあげた。カナメも建物の陰からわずかに踏み出す。

　九条がウサギに誘われて、人ごみから現われたのだ。

　陽気な曲に合わせ、誘われた観客がパフォーマーとともに、おずおずと踊り出す。

　もちろん九条もだ。彼は笑えみを浮かべ、余裕の表情でウサギたち相手に踊っている。

　他ほかの客たちがぎこちない動きなのに、九条のステップは軽快だ。なんだかとても楽しそう。

　その様に、観客たちが拍手喝かつ采さいを送っている。場が華やいだ。

「……本当にナニやってンの……アイツ……」

　ヴィヴィがあきれ声でつぶやいた。そこへカナメがクールに一言、

「断定。ダンスです」

「見ればわかるわよ見ればっ。外的現象じゃなくてアイツの内面心理が知りたいのっ」

　むくれ声で答えてヴィヴィはまた視し線せんを戻した。

　やがて曲が終わり拍手が鳴なり響ひびく中、パフォーマーたちが観かん客きやくへ一礼する。

　そのときレディ・バーニー役のパフォーマーが九く条じように近寄った。彼の耳元でバニーガールはなにかささやくと、その頰ほおにキスをして、他ほかのダンサーたちと退場していった。

　九条も肩をすくめてにやりと笑い返し背を向け歩き出す。

「な……！　なにやってるのよアイツ！　なにバカなことしてンの!?」

　思わずヴィヴィが怒った声をあげた。そこへカナメが非常に冷静に一言、

「感想。とても嬉うれしそうでした」

「だからそんな冷静につっこまないのっ……もう、追うわよ！」

　観客が散る中、広場を離はなれていく九条をヴィヴィたちは早足で追った。

　彼はあとをつけるふたりの少女など知らぬ顔で歩き続ける。

　前方で、マリンブルーのつなぎのローラーブレードをはいたふたりの清掃スタッフが、ブラシと携帯用ダストボックスを持ち道端のゴミを集めて回っていた。

　華か麗れいな滑りと鮮あざやかな手つきはパフォーマンスにも見えて、行き交う人々がふり返る。

　彼らは九条の前でブレードを止め、その足元をブラシではいてまた滑り出す。

　清掃スタッフたちはヴィヴィとカナメの方へ向かってくる。横を通りすぎる瞬しゆん間かん、片方のスタッフが目ま深ぶかにかぶった帽子の奥から視し線せんをちらりと寄こした。

「………………！」

　真しん紅くの髪の少女と黒衣の少女はそろってふり返る。

　そのときにはもう、ふたりのスタッフは彼方かなたへ遠ざかっていた。

「……報告。あれは、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉の才さい木きです」

「一いつ緒しよにいたのはクリスだったわ。そう、スタッフ側からも調ちよう査さしてるってことね」

　油断ないまなざしをヴィヴィは前方へ戻す。

　長身のダークスーツは、いまの接触に反応を示さない。あえてそうしているのだろう。

「隠れてつけるのは馬ば鹿かみたいね。才木たちがこっちの存在を知ってるンだから」

「同意。九条もとうに確かく認にん済みでしょう」

　ふたりは物陰から出て、堂々と歩き始めた。ただし、距きよ離りは置いて。

　やがて、エリアでも一番大きな島の南端へとやってきた。

「…………あれは」

　ヴィヴィとカナメは立ち止まった。

　ふたりの前方に『遊ゆう覧らん船せん・ブリニーエア号乗降口』と書かれたアーチが見える。〝整せい備び中ちゆう〟のサインボードが置かれていたが、九条はかまわず進んでいく。

　水辺に張り出した桟さん橋ばしに、蒸気船を模した優ゆう美びな造型の遊覧船が停泊している。桟橋に下ろされたタラップを九条が上り、甲かん板ぱんに乗りこんだ瞬間、駆動音が鳴り響いた。

「まずい、船が出るわよ」「了解。走ります」

　声をかわしてふたりは走り出した。

　アーチをくぐり桟さん橋ばしをひた走る彼女たちの目の前で、蒸気船は桟橋を離はなれていく。

「飛べる!?」「肯定」

　言葉と同時にふたりは桟橋を疾しつ走そう、強く足元の板を蹴けり跳ちよう躍やくする。

　華か麗れいに宙を飛び離れた距きよ離りを一跳びで越え、ダン！　と激はげしく甲かん板ぱんに降り立った。

「……無事、間に合ったじゃないか。乗り遅れるかとひやひやだったけどな」

　甲板後方に据えられたベンチから、九く条じようのゆるい声がかけられた。

「心しん底そこ性格悪いわね。わかってるなら出港ぐらい待たせたらどう」

　冷ややかなヴィヴィの言葉に、ダークスーツの男は肩をすくめる。

「それは失礼。いや、ふたりならきっと飛び乗ってくるだろうな～ってな」

「そこまで予想するならなおのこと待たせなさいよ。第一その趣しゆ味み悪いサングラス、なに。どう見てもうさンくさすぎる。変質者以外の何者でもないわね」

「いやぁ、久々にお日様の下に出たからさ。そこまで似合うってほめてもらえて光栄」

「……さすが変態ね。感心するわよ、変質者って言葉がほめ言葉に受け取れるなンて」

　減らず口の応酬に、カナメが割って入った。

「介入。および制止。ヴィヴィ、楽しそうなところ申しわけありませんが」

「ちょっと待ってよ！　誰だれが楽しそうなのどこをどう見たら楽しそうなのよ！」

「指摘。あからさまに声がそして態度が。自覚を促します、ヴィヴィ。ところで」

　真まっ赤かになるヴィヴィから、カナメは今度は九条に視線を移した。

「確かく認にん。九条、他ほかに乗客のないこの船を選えらんで乗った意味はありますか」

「あとをつけてきたからには、薄うす々うす察しているよな。場を指定していただいたのさ」

　はっと、思い当たったようにヴィヴィが目を見開いた。

「まさか、さっきのウサギ……」

　九条は薄い笑えみを口元によぎらせ、前方へあごをしゃくった。

「…………そのとおり。ほら、おいでになったようだよ。お待ちかねの相手が」

　少女ふたりは同時にふり返り、緊きん張ちようをみなぎらせた。

　視線の彼方かなた、甲板の向こう、キャビンにつながる扉が開いた。

　開いた扉からキャビンの内部がのぞく。光を拒むかのように、真の暗くら闇やみだ。

　その闇から────ひとつの人ひと影かげが、現われた。

　アマランス色のスーツを身につけた、瘦やせぎすの眼鏡めがねの男性だ。

　ワンレングスの髪を垂らしたその風ふう貌ぼうは眼鏡とスーツの装いと相まって、いかにもアーティスト風だ。こけた頰ほおと神経質そうな薄い唇が、ひどく酷こく薄はくな印象を与える。

　その薄い唇が、開く。笑みを含んだざらつく低い声が生まれる。この、男の名は、

「久方ぶりですね。九条」

　──────八や塚つか怜れい路じ。

「本当に貴方あなたは変わらない。いや、うろんないかがわしさがいっそう、増したようです」

　冷たい口く調ちようで怜路は告げた。だが九く条じようの口元の皮肉げな薄うすい笑えみは変わらない。

「どーも。そっちもテーマパークの遊ゆう覧らん船せんを貸切でご指定とは、なかなか豪ごう儀ぎだよ」

「造作もありません。この〝オーシャンズワールド〟の所有者は、実は……僕ですから」

　そういうと、怜路はヴィヴィとカナメへ視し線せんを移した。

「こちらのお嬢じようさん方は、お招きした覚えはありませんね。しかし、かまいません。このブリニーエア号は広い。それに……〝彼女〟を披ひ露ろうする相手が多いのは、僕にも喜びです」

　不可解な彼の話に、ヴィヴィもカナメも緊きん張ちようの度合いを強くする。

　怜路は後方をふり返り、呼びかけた。この上なく優やさしい声こわ音ねで。

「おいで…………こちらへ」

「……はい、マスター」

　かすかな美しい響ひびきの声が聞こえた。

　同時に男の背後、キャビンの暗くら闇やみに、またしても誰だれかの姿が現われた。

　その刹せつ那な、真しん紅くの瞳ひとみと、感情のないはずの黒い瞳が、大きく見開かれる。

　人ひと影かげは怜路のかたわらに歩み寄る。それは──────

　純白のドレスを着た、十六、七歳ほどの、輝かがやくように美しい金髪の美少女。

　少女の歩みに合わせ、オーガンジーのホワイトドレスのスカートが、真っ白なむき出しの素肌の肩に流れて落ちる黄金の髪が、優ゆう雅がにゆれる。

　怜路が手を差し伸べる。レースの手袋をはめたほっそりとした手が、それに重ねられる。

「紹介いたします。彼女は〝アダリー〟。僕の花嫁であり……そして」

　九条たちを見つめ、怜路は笑みを浮かべた。

　それは、秘蔵のコレクションを誇示する所有者が見せる、驕きよう慢まんな笑みだった。

「僕の理想、永遠の聖女を具現化した────〝影〈フィギュア〉〟です」

　言葉に、少女はわずかに伏せていた瞳を開いた。

　海の色を思わせる、夢見るように美しい碧あおい瞳が現われた。




　生おい茂しげる緑みどりの木こ立だちの間を、静かに水を蹴け立たてて船は進む。

〝オーシャンズワールド〟。この世に作られたこの世ならざる世界を巡る遊覧が始まる。

　緊迫をはらむ五人の客を、乗せて。
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〝オーシャンズワールド〟には、ふたつのメインストリートがある。

　ひとつは『エンドレスブルー・アベニュー』。

　最南端のメインゲートから、中央の〝サン・ミシェル島〟までを結んだこの大通りに沿って、緑みどりのパーム・ツリーと青と白に統一された瀟しよう洒しやな建物とが並んでいる。

〝オーシャンズワールド〟名物のパレードは、この通りを進むのだ。

　そしてもうひとつは『グレイテストブルー・アベニュー』。

『エンドレスブルー』と〝サン・ミシェル島〟を挟んで反対側、ワールド中央から敷しき地ちの最北端までを結ぶ。パーム・ツリーがつづくのは同じだが、『エンドレスブルー』よりわずかに幅は狭く、その分並ぶショップは数多く混み合い、異国の街角のような雰囲気だ。

　この『グレイテストブルー』の先に、巨大な温室にも似た建造物がある。

　それが、『シーコーストエリア』。

　真っ白な構造フレームと強化ガラスを組み合わせた、いわゆる〝ハイテク建けん築ちく〟のこの建造物は、全天候型の広大なプール施設だ。

　リニューアルで新たに建設された、オーシャンズワールド最大の特色である。




「うわぁ、気持ちよさそー！」

　水着に着替えた乙おと芽めが、プールサイドではしゃいだ歓声をあげた。

　ゲートをくぐった先は、青い水面が一面に広がるプールエリアだ。

　施設内は常に二十八度に設定されている。高いガラス張りの天てん井じようからもいっぱいに明るい陽光が降りそそぎ、肌寒さを感じる十月の外気とはうってかわって真夏の陽気だ。

　内部にはヤシの木が植えられ、豊かな緑みどりとプールの青い水面とが相まって非常に気持ちのいい空間になっている。

　アトラクションのウォータースライダーは全部で三つ。コースター型だけでなく、浮うき輪わで滑るチューブ型もある。エリア中央には、ショー用の巨大な帆船とステージ。

　まさにオーシャンズワールド最大の特色というにふさわしいエリアだった。

　すでに中は大勢の客でにぎわっていた。色とりどりの華やかな水着を着た人々が、浮き輪やビーチボール、サーフマットを持って、青いプールで遊んでいるのが見える。

　水着姿の慎しんも、思わず感嘆の声をあげた。

「うわぁー……すげ……広いなあ！」

「ね、ね、早く泳ぎにいこうよ。ビーチボール持ってきたもんね！」

「え、いやあの！　そ、そんなに密着されても……！」

　乙芽に腕を抱えられ水着の体が触れて、慎はあわてふためいた。

　彼女は『タンキニ』と呼ばれる、タンクトップとビキニを組み合わせた水着を着ている。

　上は赤いストライプのホルターネック型タンクトップ、下はカーキ色の短パン。泳ぐときは短パンを脱いでビキニになるらしい。

　その格かつ好こうは元気で可愛かわいく、乙芽にとても似合っている。

　──な、なんか服のときより、やっぱ露ろ出しゆつが、高……すぎ。

　と当たり前のことを思ってしまうほど、慎はろうばいしていた。

　ふたりとも水着だから、歩くたびに素肌が触れる。意い識しきしないようにすればするほど触れる部分に敏感になってしまって、慎は恥ずかしさのあまりいたたまれない。

　目をそらしかけ、慎はふと乙芽の胸元に目め線せんが合った。

　銀のチェーンに下がったリングが見える。

　それは────まぎれもなく守しゆ護ご士しの〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟だ。

　やはり彼女も守護士なのだ。慎は思わず、自分の首から下げたチェーンに手を触れる。

「じゃ、まずは大プールからだ～！」「わ！　わかったわかった、待って！」

　元気な声をあげる乙おと芽めに腕を引っぱられ、慎しんは危うくこけそうになりながら歩き出した。




　ヤシの木陰から、水着姿のリュウトが仏ぶつ頂ちよう面づらで、慎たちをにらんでいた。

「ッつーか、ホンット普通に遊んでやがんなアイツら。クッソー……」

　オレも泳ぎてー、とリュウトはぶつぶつ文句をつぶやく。

「ちょっとくらい、いいかもな……どうせなーんにも起こりゃしねーみたいだし」

「ダメに決まってるでしょ、馬ば鹿か犬いぬ」「うわぁ！」

　ふり向くと、いつの間にか千せん花かがいた。思わずリュウトは驚おどろきで息を吞のむ。

　彼女も水着に着替えていた。セパレートの水着で、下は裾すその広がるフレアのミニスカート。胸元には大きなリボン。可か憐れんなデザインに美少女ぶりがいっそう引き立っている。

　リュウトは言葉もなく、ぼうぜんと千花を見つめた。

　自分を凝ぎよう視しする彼に、千花がいぶかしげに眉まゆを寄せる。

「なにをじろじろ見てるのよ。そんなにあたくしの水着が珍しいの？」

「え、って、いや……その、」

　思わずカッとリュウトは赤くなり、憤いきどおった声を張り上げ叫んだ。

「べ、別になんでもねーよ！　いいデザイン選えらんだよなって思っただけだ。それならリボンで目立たねえからな、胸のぺったん、」

　瞬しゆん間かん、渾こん身しんの〝ぐーパンチ〟がリュウトの顔面にめりこんだ。

　たまらずリュウトは背後にぶっ飛び、盛大な水しぶきを上げてプールに頭から、落ちる。

『危険です！　危険ですので跳びこみは止やめてください、跳びこみは止めてください……』

　プールサイドに響ひびき渡る監かん視し員いんの絶叫アナウンスを無視して、千花は歩き出す。

　その歩く千花の背後から、心配そうな声がささやいた。

「……いいの。なんか、沈んだままあがってこないけど」

「いいわよ、泳ぎたかったみたいだし。それかいっぺん死んでみるといいわ、あの馬鹿犬」

　千花はちらりと横に並ぶ声の主に視し線せんを合わせた。そして少し目を丸くする。

　隣となりにいたのは肩かけの青いバッグを持った、水着姿のユイナだ。

　着ているのは、少女らしい控えめな小花柄が可愛かわいいビキニ。

　といっても均きん整せいも見事なプロポーションは全然控えめではなくて、特に胸の谷間が見事すぎるほど見事。ビキニから、うっかりするとこぼれそう。

　そんな彼女にあちこちから男女問わず視線が集まる。客どころかショップの店員、道行くスタッフも、あっけにとられてぼうぜんとふり返っていた。

　千花もユイナの胸に目がいって、ちょっとばかりむっとした表情になる。

「ふぅん。悪くないじゃない。胸が目立ちすぎかもだけど」

　皮肉っぽくいう千花に、ユイナがうつむいた。羞しゆう恥ちからか頰ほおが真まっ赤かだ。

「……だから、スクール水着でよかった。クリスと茉まつ莉りが選えらんでくれたけど」

「もう、馬ば鹿かね！　あのね、こんなところでスクール水着なんて逆に目立つのよ」

　世話が焼ける、とあきれ声でつぶやく千せん花かにユイナが訊きいた。

「……ところで、慎しんたちは」

「大プールへ行ったわ。ほんっと、ただ単に遊んでるだけみたい。なにしてるのかしら」

　その返事に、ユイナが唇を嚙かんで目め線せんをそむける。千花がそれを見み咎とがめて、いった。

「追うわよ。なに情けない顔してるの？　さっき外で見せてた剣けん幕まくはどうしたのよ」

「わかってる。ちゃんと……行く」

　ユイナはこぶしを強くにぎると、足を踏み出した。

　千花はなにかいいかけたが、結局無言でユイナと一いつ緒しよに歩いていく。そのあとに、

「………………ぶはぁ！　クッソ、千花のヤツ！」

　深い水の底からリュウトが浮かび上がり、大きく息を吐いた。

　プールの縁ふちにつかまり、彼は遠ざかるふたりの少女を眺めやる。

「このまま知らねーフリして泳いでよっかな……ってどうせそうしたらアイツ、すっげえ怒るんだろーな、どこいってたのよ馬鹿犬とかって……ッたく……」

　彼は悪態をつくと、ざばぁ！　と一気に水からあがる。プールサイドで犬のようにぶんぶんと頭をふって滴したたる水を吹き飛ばし、ずぶ濡ぬれで走り出した。

　────その背後、さらにもうひとつの影かげが彼らを追って、動き出す。
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　時刻は間もなく昼。

　十月の日にち曜よう日び、うららかな陽ひ射ざしに照らされる『アーキペラゴエリア』では、カフェやレストランのテラス、木陰のテーブルで昼食をとる人々が目につくようになった。

　ゆったりとした時間の流れるこの空間に、ある意味またもや目立つふたりがいた。

　レストランのテラスのテーブルのひとつで、退屈気味にひじをつく半ズボンとブレザーの金髪の少年と、真っ白なフリルワンピースを身につけ日傘を差して腰かける少女だ。

「ウィル、少し遊んできてもよくてよ。『キャプテンラビット』のジャングル探検はどう」

　少女、茉莉が、かたわらの少年にほほ笑えんだ。

「フン、遊びにきたわけじゃないぞ、茉莉。それに僕はあまり、ガキっぽいアトラクションは好きじゃない。特に『キャプテンラビット』なんて、幼児対象のアニメじゃないか」

　と、まだ見た目も十歳かそこらの少年、ウィルが不ふ機き嫌げんに答えた。

　白い日傘の下で、茉莉はまたくすりとほほ笑んだ。

「あらでも、深夜放送の『フロッグマンファミリー』を熱ねつ心しんに見ていたでしょう？　翌朝目が真まっ赤かでしたくせに。あれも深海がテーマだから、ショーがあるはずよ」

「え、ほ、ほんと!?」

　ウィルは思わず腰を浮かしかけた。が、すぐにむっとなって座り直す。

「だから遊びにきたわけじゃないっていってるだろ。茉まつ莉りはすぐ僕を子どもあつかいする」

　すねるウィルを茉莉は楽しそうに見つめる。

　そんな彼らに、ひとりの清掃スタッフがローラーブレードで滑りながら近づいてきた。

　陽ひ射ざしが暖かいせいか、つなぎの制服の上を脱いで袖そでをウエストで結び、上半身は黒のタンクトップ。目ま深ぶかにかぶった帽子で顔は見えないが、むき出しの綺き麗れいな肩は少女のものだ。

　彼女はテーブル周りをブラシではきつつ、茉莉にささやいた。

「……主要な場所の〝扉〈ヤーヌア〉〟に、発動用の語句を標しるしました」

「お疲れさま、クリス」

　そ知らぬふりで茉莉が小さな声で返す。さらなるささやきが返る。

「ですが本当に大まかな箇所だけです。上位スタッフしか入れない区域も多かったので」

「充分よ。調ちよう査さに一週間もなかったのですもの。潜せん入にゆうできただけ奇跡だわ」

　そのとき茉莉のひざのポーチから携帯電話のメロディが流れる。それを機きに、清掃スタッフに扮ふんしたクリスは一枚のパンフレットを置いてその場を離はなれていった。

「はい、苑そのですわ……才さい木きさん」

　応じる茉莉の隣となりで、ウィルがパンフレットを広げる。

『団長とヴィヴィさん、カナメさんが三人だけで遊ゆう覧らん船せんに乗船しました』

　受話器から聞こえる深みのある声に、茉莉が綺麗な眉まゆをひそめる。

『いま追いかけていますが、あちらは水上。陸上からでは回り道の上、通常の遊覧航路とは異なるコースをたどっているようです』

　慶けい介すけの声の背後に、通りすぎるざわめきや風の音がかすかに聞こえた。

　どうやら彼はローラーブレードで走りながら、遊覧船を追っているらしい。

「デッキかどこかの扉に、語句は標せました？」

『……すみません。遊覧船はずっと整せい備び中ちゆうでしたので』

「いいえ、だいじょうぶですわ。九く条じようさまがいる限り、最悪の事態にはならないと思いますし。では、なにかありましたらご連絡を。こちらもすぐ動けるよう待機します」

　茉莉が電話を切ると、すっとウィルが横からパンフレットを滑らせて寄こした。

「才木とクリスが語句を標してくれた扉の位置だよ」

　いくつもの赤いマークが書かれたパンフレットを茉莉がのぞきこむ。

「素す晴ばらしいですわ。各エリアに細かに設定していただいてますわね」

「でもさ、ここは八や塚つかの手の内の領域だ。どこまで有効かな」

「そうね。おふたりの手配が無にならないよう、あたくしも尽力しなくては」

　そういって、茉まつ莉りはふと遠くの空を見やる。

「……団長が心配？」

　ウィルが、少し不ふ機き嫌げんな声で訊きいた。茉莉が目を丸くしふり返る。

「いいえ、全然。なぜそんなことを訊くの。あたくしが案じているように見えた？」

「そうじゃない。ただ……そこまであいつを信頼できるんだなって思ったんだ」

「ウィルは、九く条じようさまを信頼していないのかしら」

　茉莉がほほ笑えみながら、ずばりと訊いた。思わずウィルは言葉を失ってうつむく。

「……僕が信頼してないんじゃない。向こうが僕らを信用してないんじゃないかってさ」

　ふてくされ、すねたような声が少年の唇からもれた。

「団長は、絶対に本音をいわないよね。それって僕らを取るに足らない子どもだと見なしてる証拠なんじゃないのかな。確たしかに団長は大人おとなで、僕らはまだ十代だけどさ」

「部下に背を見せて進む将、部下を向いて叱しつ咤た鼓こ舞ぶする将、部下とともに歩む将……上に立つ人には色々なタイプがいるというだけよ。それに」

　そういって、茉莉は目を伏せた。美しい声に、寂さびしげで哀かなしい響ひびきが混じる。

「あの方は、はかり知れない重荷を負っている気がするの。軽けい薄はくな態度に紛らせ決して本音をいわず、頼る誰だれをも受け入れながら、その奥に踏みこませない。それは信頼していないのでなく、その重荷を自分以外の誰にも負わせたくないと……思っているのかもしれないわ」

「だからともに動く仲間も自分の守しゆ護ご士しすらも遠ざけて孤独でいるってわけ？　そいつらの気持ちも考えないで？　だったら単なる鈍感野郎かすごい臆おく病びよう者ものだよ！」

　カッと憤いきどおった声でウィルは叫び立ち上がった。周囲の客が驚おどろいてふり返る。

　いい放って後悔したか、少年は頰ほおを赤らめ腰を下ろしうつむいた。

　しばし案ずるまなざしの茉莉を無視して黙だまっていたが、やがて彼は口を開いた。

「……僕は、早く大人になりたいよ。茉莉にそんな哀しい顔をさせないように」

「ウィル、そんな」

「茉莉は、団長の気持ちをわからなくても信じてる。それって大人の証拠だよね。そんな茉莉に比べて、僕は……あまりに子どもだって思えるよ」

　金髪の少年は茉莉を見上げた。そのまなざしに、必死な思いが見える。

「僕は茉莉を守りたい。でも僕は、なにもかも足りない気がするんだ。背も知ち識しきも考えも……力も。茉莉はどんどん先に行ってしまうのに。だから、少しでも早く大人になりたいよ」

「まあ、ウィル。子どもの時期の大切さを知らないのね」

　言葉をさえぎるように、茉莉はウィルに顔を寄せた。自分の額ひたいをその額にそっとつける。

「あたくしはどこにも行かないわ。ちゃんとここで待っているわ。だから焦らないで。ただ確かく実じつに、ここまで歩んできてくれればいいの。それだけでいいのよ……ウィル」

「…………茉莉」

　少年は答えなかった。ただ唇を嚙かみ、目め線せんをテーブルに落とした。

　ヤシの木をざわめかせる風が、うつむく子どもの金の髪をかき乱し、通りすぎていく。

　その風の音に、携帯の着信メロディが乗った。茉まつ莉りが携帯を取り上げる。

「……はい、才さい木きさん。苑そのです……え!?」

　応答する茉莉の声がわずかに緊きん迫ぱくする。はっとウィルが顔を上げ、腰を浮かせた。

『いまクリスと合流しました。船は、オーシャンズワールドの中央、サン・ミシェル島を貫く水路のトンネルへ入っていきます』

「サン・ミシェル島ですわね。ええ、あたくしたちもなるべく早く参りますわ」

　茉莉は急いで携帯を切ると、広げたパンフレットに指先を滑らせた。

「才木はなんだって、茉莉!?」

「ええ、船はサン・ミシェル島の内部を目指しているそうよ」

「……ここか。ラ・メルベイユ城のあるサン・ミシェル島」

　クリスが置いていったパンフのサン・ミシェル島の箇所には赤いマークがない。ということはなんらかの障害があってこの地点には設置できなかったということだ。

「完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉を使用して、その場で現象〈フェノメノン〉を構こう築ちくしなければならなくなりそうね……頼りにしているわ、ウィル」

「もちろんだよ、我わが王。あなたを守るために、僕は存在するんだ」

[image: ]

「ありがとう、ウィル。では手近な〝扉〈ヤーヌア〉〟から中央近くへ向かいましょう」

　誇らしげに答えるウィルにほほ笑えみかけ、茉まつ莉りは立ち上がる。

　彼らは連れ立ってテラスを離はなれていく。

　茉莉は日傘を差し優ゆう雅がな歩みで。ウィルはその前を先せん導どうし守るように。
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　青いプールの水面に浮かび、慎しんは陽光ふりそそぐ高い天てん井じようをあおいだ。

　陽ひ射ざしの明るさと位置から間もなく正午だとわかる。かなり、遊んでしまったようだ。

「そろそろ休きゆう憩けいしよっか！　もうお昼みたいだし」

　乙おと芽めが水から上がりながら、慎に声をかけた。

　うなずいて慎は銀ぎん色いろの手すりをつかみ、はしごを上ってプールから出る。

「ねね、いっぱい遊んだね～。大プールでしょ、流れるプールでしょ、波のプールも行ったし、あとは、うーん、ウォータースライダーかな？」

「は!?　待った、乗せないっていったじゃないか！」

「コースター型じゃなくて、浮うき輪わに乗って滑るチューブ型ならいいでしょ？」

「う、うーん、それなら、どうだろう……速度出ない分、まだマシ、かな」

「わぁい、決まり！　じゃあご飯食べてからスライダー行こうね。約束！」

「うう、滑ってる最中、食べたばっかの昼メシ吐くかもよ。おれ」

「あはは、なにそれー！」

　半ば本気、半ばおどけて慎がいうと、乙芽は明るく声をあげて笑った。

　笑いながら彼女は濡ぬれた髪を指先でかき上げる。その拍子に滴しずくが少女の白い頰ほおに流れた。

　みずみずしい素肌の二の腕やふとももにも滴が流れ、陽の光にキラリと光る。

　なんとなく、慎は目のやり場に困った。

　濡れた水着の布地がはりついて、彼女の体の線せんがよりあらわになった気がするから。

　乙芽は可愛かわいいけれど、格別スタイルがいいとか色気があるとかそんなタイプではない。

　…………なのに、なぜか匂におい立つような雰囲気がある。

　隙すきというか危うさというか、そばにいる者の目を惹ひきつける空気────そんな、なにかが。

　あわてて慎は目をそらした。見つめすぎると危険な気がしたからだ。

　そんな様よう子すに首をかしげつつ、不意に乙芽が訊きいてきた。

「そうだ。羽は立だてさんて、なにか部活入ってる？」

「あ、うん。えっと陸上部」

「…………ふぅん」

　慎の答えに一いつ瞬しゆん、乙芽は遠い目線になったが、すぐにまた口を開いた。

「そっか。周しゆうちゃんは書道部なんだよ。運動全然だから」

「へー。そういや彼は学校の成せい績せきがいいんだっけ」

「……うん。あ、羽は立だてさんは学校の成績は？　得意な教科ってある？」

「うう！　もっとも訊きかれたくない質問がいま！」

「あはは！　もしかして勉強苦手？」

「苦手ってか得意じゃないだけ。つーか嫌いっていうか極力やりたくないっていうか」

「それ苦手っていうんだよー！　羽立さんって面おも白しろいね」

　乙おと芽めはこらえきれないように笑った。楽しそうな様よう子すに、慎しんも笑いがこみ上げる。

　ふと、ユイナの姿が脳裏によぎる。くったくのない乙芽とは正反対の彼女のことが。

　──彼女は、ユイナは本当に反応が読めない。

　ぶっきらぼうでそっけない。口数も少ない。

　あまり笑わないしすぐ不ふ機き嫌げんになる。仲よくなったかと思ったら急に遠ざかる。

　……なのに、ときおり見せる笑えみが、自分の心に焼きついて離はなれない。

　心から嬉うれしそうな、優やさしい輝かがやくような彼女のほほ笑みが。

　慎は自分がわからなくなる。乙芽といてこんなに笑って楽しいのに、なぜユイナのことばかり考えるのだろう。なぜだろう。なぜ、いったいどうしてなのだろう────

　そのときだった。いきなり思いがけない質問が乙芽から、きた。

「…………じゃあ、さ。その、つき合ってる子とか……好きな子とか、いる？」

「へ!?　な、ななな!?」

　跳び上がるようにして慎は乙芽へ向き直った。

「いやその、ええと、いや特にその……いない、と思う、気がする、けど」

「ふぅん……そうなんだ。だったら」

　乙芽は、少し恥ずかしそうにうつむく。そして──────

　さらなる予想外の質問を慎に、投げつけた。

「……ボクのことは？　ボクのこと…………ちょっとでも、好き？」




　ヤシの木の間に見え隠れする慎と乙芽を追って、ユイナたちは歩いていた。

　そこここに生はえるヤシの木が邪じや魔まで、彼らの姿はよく見えない。あとを追う千せん花かとリュウトが、不満たらたらで文句をつぶやいた。

「まったく、あちこちふらふら落ち着かないわね。今度はどこへ行くつもり？」

「……腹減ったよなー……もうヤメよーぜ。どーせなんにもねーよねえって絶対」

　その文句が聞こえたのか、慎たちの歩みが、ひときわ生い茂る木陰で止まった。

　三人も手近な場所に身をひそめて観かん察さつする。と、そのとき、

「な……!?　な、なにやってんだよアイツら!?」

　思わずリュウトが驚おどろきの声で身を引きかける。

　千せん花かが綺き麗れいなまなじりをきゅっと吊つり上げ、強い怒りをはらむ口く調ちようでいった。

「……いい度胸よね。こっちが見てるってわかっててやってるのかしら」

　その背後でユイナが息を吞のみ、たじろいだように一歩、下がった。




「………………はあ!?　え!?　え、ああ、あの、なんだって!?」

　それはあまりにも予想外の質問だった。

　あまりにも予想外すぎて、慎しんは思考停止状態になりかかる。

　そのとき慎は気づいた。いつしか自分たちが、生おい茂しげるヤシの木陰にいることに。

　人目も人通りもない静かな場所に、自分たち、たったふたりきりなことに──────

　混乱してろうばいしてしどろもどろになって慎は引き気味に答えた。

「す、好きもなにもあの、君とは一週間前に会ったばっかりだしよく知らないし」

「会ったばかりでも、相手のことなにも知らなくても、好きには、なれると思うよ」

　乙おと芽めが一歩、慎を見上げて近づいた。その手のひらが慎の胸に当てられる。

「周しゆうちゃんが、教えてくれたんだ。誰だれかと近づいたり肌を触れ合ったり……すると、それだけで親近感とか、好意がわくんだって。だから……その、」

　近づく少女の体が、その胸が、慎の素肌に触れた。

　水に濡ぬれて薄うすい布地が張りついて、柔らかな感触がリアルにわかる体が。

　慎は凍りついた。我われ知らずあとずさろうとして、背中がヤシの木にドン、と当たる。

　──ま、まずい！　これ、まずい！　ちょっとまず……い……！

「抱きしめて、キス、したら……そしたら乙芽のこと、好きになるかも……しれないよ」

　乙芽の両腕が伸ばされ、慎の首に回される。

　彼女は爪つま先さき立だちになり、回した腕で慎の頭を引き寄せる。

　吸い寄せられて密着する濡れた少女の素肌の柔らかさに、慎はぞくりとなった。

　動悸が激はげしく強くなる。耳の奥でガンガンと鼓動の響きがこだまするほどに。

　背伸びする乙芽の顔が、触れる寸前まで近づく。

　もうどうしていいかわからない。慎の思考も体も固まり凍りついて硬直した。

　乙芽がささやく。うるむ瞳ひとみで慎を見上げ、かすれた甘い声で、ねだるように。

「キス……して……？」

　そういって少女は目を閉じると、可か憐れんな唇を、慎の、唇に、

　────う、うわぁっ！

　思わず慎は目をつぶった。




　木こ立だちの陰でいきなりユイナが身をひるがえした。つまる声が、背中越しに聞こえる。

「……見たくない」

　彼女はあとも見ずに走り出した。千せん花かとリュウトが一いつ瞬しゆん、あっけにとられる。

「な……！　んもう！　ほんっと馬ば鹿かよ、どうしようもない馬鹿さかげんね！」

　千花は憤ふん然ぜんと吐き捨てると、リュウトにきつい声で命じた。

「いい、リュウト。いまからあたくし、彼女つれ戻して修しゆ羅ら場ばに乱入するから。許されないはずの気持ちに他人が踏みこむなんて、おせっかいどころか不ま味ずい結果になりかねないけど、でも彼女には借りがあるの。だからおまえは彼の方をなんとかしてちょうだい」

「はぁ？　彼って慎しんのことか？　ッて、オレにアイツをどうしろってんだよ!?」

「それぐらい自分で考えてよね！　じゃあ任せたわよ」

　千花は乱らん暴ぼうに命じると困惑するリュウトを残し、ユイナを追って走っていった。




　──ダメだ！

　とっさに慎は目をつぶったまま顔をそむけた。

「あ、あの、百もも世せさん、あのちょっと待って！」「……やっぱり、ダメ……」

　必死な慎の声と、弱々しい乙おと芽めの声が、同時に重なった。

　は、と目を見開く。乙芽が自分の首に腕を回したまま、うつむいていた。

　するり、とその両腕が、ゆっくりと離はなれて、落ちる。

「やっぱり、ボク、周しゆうちゃんでないと、ダメ……だ。周ちゃん、でなきゃ……」

　消え入りそうな、胸の痛むような切ない声が、慎の鼓膜をふるわせた。

「……えへへ、ボク……変なこと、しちゃった、ね……ごめんね！」

　明るい声でそういうと、乙芽は慎を見上げ、にっこりと笑った。

　そんな彼女を見て、慎は思わず声を失った。

　乙芽は笑っている。明るく、元気いっぱいに笑っている。笑っているのに──────

　突如少女はきびすを返し、慎を置いてヤシの木の向こうへ駆け出した。

　慎はしばしぼうぜんとする。背後の木にもたれ、大きく息を、ついた。

　どっと疲れが押し寄せる。ずるずると体が滑り落ち、彼はぺたりと床ゆかに座りこんだ。

　頭上に茂しげるヤシの葉を見上げる。陽ひの光が緑みどりの葉に透けて、目に痛いほど綺き麗れいだった。

「そっか……そういうこと、だったんだなあ……」

　魂を抜かれたような声でぼんやりとつぶやいたとき、乱暴な口く調ちようの言葉が聞こえた。

「オイ、いま飛び出してったのなんだよ。散々遊び呆ほうけといてケンカか？」

「は!?　って……ああ、なんだ、リュウトか……」

　オレンジレッドの髪の少年が、木立の間から現われて慎のもとへ歩み寄ってきた。




　ユイナはプールサイドを早足で歩いていた。

　行き交う人々をかき分けヤシの木こ立だちを通り抜け、歯を食いしばりこみ上げる感情ときしむ胸の痛みをこらえ、ただ必死に歩いていた。

　どこに行けばいいのかはわからない。遠ざかりたい。少しでも遠くに離はなれたい。

　あれ以上あの場にいたら、きっと自分は、泣いて、しまう──

　いきなり誰だれかに手首をつかまれた。ぐいと強引にふり向かされる。

「待ちなさいよ！　ったくもう、勝手にどこに行くつもり！」

「……放せ」

　千せん花かの声にぶっきらぼうに答えると、ユイナは腕をふりほどこうとする。

　だが千花は放さない。さらにきつく手首をにぎり、強い口く調ちようでいい返した。

「わかってるわよ、よけいなおせっかいって。でもね、そうやってずっと逃げるつもり？」

　ユイナは答えない。厳きびしい言葉が重ねてその耳に聞こえた。

「絶対この先、同じことはなんどだって起こるわよ。その度に逃げ出すの？　耐えられない、見たくないって。逃げたって起こってることはなくならないのよ。それ、わかる？」

「……わかってる」

　うつむき目をそらし、ふるえる声でユイナはいった。

「自分の気持ちが、間違ってるって。がまん、しなくちゃいけないって」

「そうじゃないわよ、ちゃんと聞きなさいよね！　あたくしはね、心の底から信じなさいっていってるの。あなたが選えらんだあなただけの〝門の王〈レクス〉〟を！」

　千花は自分の胸に手を当てて強くいい放った。

「彼は身のほど知らずにも、生まれながらの王たるこのあたくしに説教かましたのよ。守しゆ護ご士しの想おもいに応こたえろって。それだけが王の資質だって。その彼が、あなたをないがしろにしたり悲しませたりするようなことを本気ですると思ってるの？」

「……千花、さん……」

「信じて、ちゃんと心を強く持ちなさいよ。あなただってあたくしに説教したでしょ。一いつ緒しよに戦おうっていうのは、相手を信頼してる証拠だって。それだけエラそうなこといっておいて、みっともなく逃げ出すなんてゆるさないんだからね！」

　千花はユイナをにらみつけた。ユイナも、千花の瞳ひとみを真っ向から挑むように見つめた。

　やがて、しばらくしてから────やっとユイナが、かすかな笑えみを口元によぎらせた。

「……千花さんって、本当、面めん倒どう見みいい」

「まあ認めるわよ。仕方ないじゃない、あの馬ば鹿か犬いぬの世話を誰がしてきたと思ってるの？」

　ふん、と腰に両手を当てて千花は肩をそびやかした。

「それはそれとして、とりあえず文句いいにいくわよ、あのふたりに」

「え!?　でもいま、信じろって」

「だって、どう見たっておかしいでしょ、特に百もも世せさんの行動が。ただ遊んでるだけで、いなくなった王を捜しているように見えないし、接触を待つ気もなさそうで。不ふ審しんすぎるわ」

　その言葉に、ユイナもこれまでの彼らの行動を思い返す。確たしかに、変だと感じた。

「とりあえず行動を中断させて、真意を訊きいてみるわよ。じゃあ」

　といって千せん花かがふり返った瞬しゆん間かん、

「きゃあ！」「……あっ、ごめん！」

　跳びこむように誰だれかがぶつかってきた。驚おどろくユイナと千花がその相手を見ると、

「……あれー、天あま音ねさんと……えっと璃り堂どうさん？　だよね……」

　それは、乙おと芽めだった。彼女は照れくさそうに、ふたりにほほ笑えんでいる。

「な、なにしてるのよあなた！　羽は立だて君と一いつ緒しよにいたんじゃないの」

「あ、えへへ。そうだよね。そうなんだよねー。へへ」

　はにかむ笑え顔がおで、乙芽はちょっと肩をすくめた。問いつめる千花の口く調ちようが強くなる。

「ちょうどいいわ。いまから訊きにいこうと思ってたのよ。朝からずっとなにを遊び回ってるの？　自分の王を捜すってのはどうなったのよ。全然そんなそぶりも見せないで！」

「うん、そうだよ。そう、周しゆうちゃん捜さないと、どこにいるん……だろ…………」

　声が止まった。乙芽のほほ笑む顔が、いきなり色を失う。

　突然。

　なんの前触れもなく突然、不意に唐突にいきなり突如──────

　まるで蛇じや口ぐちをひねったみたいな大粒の涙が乙芽の大きな瞳ひとみからあふれ出た。

　ユイナも千花もあっけにとられ、ぽかんと口を開ける。

　ぼうぜんとするふたりの前で、乙芽はぼたぼたと止めどもなく涙を流してつぶやいた。

「…………周ちゃん……に、会い、たい……周ちゃん、周ちゃん、周、ちゃん……!!」

　不意に、わっと乙芽は泣き出した。

　ユイナに抱きつき幼い子どものようにしゃくり上げ彼女はわんわんと泣きじゃくる。

　自分の胸に顔を埋め肩をふるわせ号ごう泣きゆうする乙芽に、ユイナは戸惑うしかできない。

「……あ、あの、百もも世せ……さん？」「ああもう、世話の焼ける！」

　そこへ千花があきれ返ったとばかりにいい放った。

「とりあえずいったん休きゆう憩けいするわよ。こんな人目のあるところで大泣きされたらかなわないもの。ってあたくしなにしてるのかしら。引率の保ほ護ご者しやじゃないのよ？」

「……千花さん、面めん倒どう見み、よすぎ」

「うるさいわね、さっきそうさせた本人のくせに。ほら、さっさと歩いてよ！」

　笑いを含んだユイナの言葉に千花は嚙かみつくようにいい返して背を向ける。

　ユイナはバッグからタオルを取り出し、乙芽の涙をふくと、いった。

「行こう」

　泣きながらやっとうなずく乙芽の背に腕を回して、ユイナは千花のあとに歩き出す。

　────どうしてだろう。なぜか、乙おと芽めの気持ちが痛いほど、わかる気がした。




　プールサイドのベンチに、慎しんとリュウトが並んで腰かけていた。

　時刻はすでに正午真っただ中、目の前の青いプールに人ひと影かげは少なくなっている。

　天てん井じようから落ちる陽光にきらきらと輝かがやく水面を見つめ、慎はリュウトに話していた。

「……ってわけ。あの子はずっとさ、〝周しゆうちゃん〟のこと考えて、おれと比べてたんだよ」

「なんだそれ、身代わりにされてただけじゃねえか。少しは怒ったって悪くねえだろ」

「まあ、ね。でもさ……あいこだよ。おれも別なこと、ずっと────考えてたから」

　別なこと、の意味を慎は明めい確かくにいわなかった。だがリュウトはなんとなく察したらしい。

「フン……わっかんねえな。あの百もも世せって守しゆ護ご士しも、王と守護士の間でタブーがあることぐらい知ってんだろ。それをわかった上で自分の王のこと想おもってるくせに、なんでオマエを身代わりにするってできるんだよ？」

「それはおれにもわかんないけど……じゃあ、おまえはどうなんだよ。リュウト」

「どうってなにがどうなんだ」

「その、ええと、璃り堂どうさんとそういうのって、少しでも考えられないのか？」

　問われてリュウトは、不ふ機き嫌げんそうに鼻にしわを寄せた。

「オレはぐだぐだ悩むのがキライなんだ。そういう気持ち……よくわかんねーしな。オレにとってアイツはただ単純に、戦う理由で守る世界だ。それ以外のなんでもねえよ」

　リュウトは組んだ足にひじを乗せ頰ほおづえをつき、遠くを見やった。

「それにアイツだって……守護士のオレなんかとそんなの考えねーだろ。人一倍責任感強いし、高こう家けの〝門の王〈レクス〉〟の責務を全まつとうするのが第一だって思ってるだろうし。だからオレは、そんなアイツと一いつ緒しよに戦えりゃそれでいい」

「……つくづくおまえらしい答えだよなあ。きっぱりいえて、うらやましいよ」

「感心してないでオマエもうちょっとしっかりしろよ。自分の守護士泣かすなっつの」

「な!?　なんで？　なんでユイナが……どういうことだよ、泣かすって！」

　慎が立ち上がって問い返したそのとき、不意にリュウトがかすかに体をこわばらせた。

　揺れる水面を見つめる目つきが鋭するどくなる。彼はささやくようにつぶやいた。

「なんだッてんだ、さっきからずっと……胸クソわりーな……」

「？　なに、なんだよ、いったい、」

「黙だまってろ。なんでもない顔で座ってやがれ」

　びしりと命じられ、慎はあわてて座り直す。

　リュウトはそのまま不機嫌にプールをにらみつづけ────

　いきなり床ゆかを激はげしく蹴けって駆け出した。

　慎が驚おどろく間もなく彼は手近な木こ立だちの陰に飛びこんだ。瞬しゆん間かん、ふたつの叫びが上がる。

「うわあっ！」「テッメエ、うぜえんだよ！　ヘタくそな隠れ方しやがって！」

　あわてて慎しんが走り寄ると、リュウトがひとりの少年を後ろ手に床に押さえつけていた。

　慎は身をかがめ、リュウトに拘束された少年の顔を確かく認にんする。

「あ……！　もしかしてこいつ……!?」

　驚おどろきの声に、リュウトも自分が押さえる少年をのぞきこんだ。

「!?　ッてオマエ……!?　なんだよ、なんでここに？」

　苦しげにゆがむ、わずかに長い髪に縁ふち取どられた優やさしげなその顔は────まさしく自分たちが捜している真っ最中の〝門の王〈レクス〉〟、二にの関せき周しゆう本人のものだった。




　　　　　　　４




　緑みどり深ふかい木こ立だちを抜けて、たゆたう深い水路を遊ゆう覧らん船せん『ブリニーエア号』は優ゆう雅がに進む。

　進行方向にワールド中央部の人工の島、〝サン・ミシェル島〟が見えてくる。壮そう麗れいな城じよう砦さい〝ラ・メルベイユ〟の姿も、間近にせまる。

　船は真まっ直すぐ、その島にうがたれた深く巨大なトンネルへと入っていく。




　甲かん板ぱんは静まり返っていた。いま怜れい路じが発した言葉に衝しよう撃げきを受けたように。

　真っ先に沈ちん黙もくを破ったのは、真しん紅くの少女、ヴィヴィだった。

「…………彼女が、〝影〈フィギュア〉〟……まさか!?」

「明白な事実を、僕は口にするつもりはありませんよ。お嬢じようさん」

　薄うすい唇が笑えみの形を作る。怜路は、真横に立つ少女に優しい視し線せんを向けた。

〝アダリー〟は静かにたたずんでいる。見ほれるほど他ほかに比類ないほどの美しさだ。

　透ける白い肌も、長い繊せん細さいなまつげも、優美な丸みの曲線を描く肩に流れ落ちる黄金の滝のごとき金髪も、凪ないだ海の色のけぶるまなざしも、細ほそ腰ごしの可か憐れんな肢体も──すべて。

　なにもかも完かん璧ぺきだった。すべてが天上の輝かがやきだった。

　どんな瑕か疵しひとつどんな非の打ちどころひとつ、その美には、なかった。

「どうです。完璧な造形でしょう。彼女こそ真の聖処女。俗なる肉には決してたどりつけぬ高みにある、聖なるアートなのです」

　誇らしげに怜路はいった。口元に陶酔の笑みを浮かべて。

　だがヴィヴィが、炎を宿す瞳ひとみで彼をにらみつけて吐き捨てた。

「……アナタにとっては崇すう高こうなお芸術かもしれないけれど、他人からすれば単なる変態趣しゆ味みよ。そんなくだらない個人的な欲望を満たすために、〝あれ〟と取り引きしたの」

「ご理解いただけないようですね。貴女あなたが忌いまわしげに〝あれ〟と呼ぶ存在は、僕を〝神域〟へ導みちびいてくれる上位者であり神しん霊れい……〝芸術の女神〈ムーサ〉〟と同義なのです」

「あの〝災さい厄やく〟にも等しい存在を神……？　正気なの？　……そう、正気じゃないから〝あれ〟に与くみするなんて馬ば鹿かげたことができるわけね」

　真しん紅くの少女の語気が冷える。怒りが収まったのではない、侮ぶ蔑べつを含んだ壮絶な怒気だ。

　怜れい路じは神経質そうな面おもてにかすかに苛いら立だちをこめ、彼女を真っ向から見すえた。

「ここに、著しい認にん識しきの相違がありますね。真の芸術は神の〝依より代しろ〟です。神なる領域に属する至高の芸術を理解できない人間は、哀れです……。貴女あなたに理解されずとも、いや誰だれに理解されずとも、僕は一向にかまいません……」

　怜路は眼鏡めがねの奥のまなざしを光らせた。冷たい、残忍な光だった。

「この僕の崇すう高こうさを理解しない〝世界〟など、僕には、必要ありませんから」

　凍る静寂の中、不意に怜路は、無言で座る九く条じようの方へ視し線せんを移した。

「九条。貴方あなたなら、ご理解いただけますか？　貴方も方法は異なれど、かつて自分の願がん望ぼうを具現化したはずです──〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟を、駆使して」

　その言葉に、ヴィヴィとカナメが目を見開き、驚おどろきの視線を九条に移す。

　だがサングラスに感情を隠す九条は、肩をすくめて答えた。

「悪いけど、俺おれもオマエさんの趣しゆ味みに共感はできないよ。排はい泄せつ行為もない、体液も流れてなさそうな〝聖女〟はなぁ。寝室でつまらンだろ、あえぎ声ひとつあげなさそうで」

「相変わらず品のないたとえがお好きですね、貴方は……僕の〝アダリー〟を、貴方の汚らわしい肉欲のレベルで判断しないでいただきたい」

　苛立ちが頂点に達したとばかりに怜路は顔を険しくした。だが九条は淡々と言葉を返す。

「俺たち言語を使う人間は、言語によって現実を区分し認識している。言語ってのは〝差異〟の体系、個々人がとらえる〝世界〟は、使用する言語と好む文法によって変わってくるンだ。よーするに、オマエと俺の認識が異なるのは道理で、仕方ない。誰かにとっての芸術は、誰かにとってのジャンクにもなりうる。ただ────それだけだ」

「……貴方も、侮蔑の言葉でもって僕のアートを定義するのですか。真の理解を拒みただ上うわ辺べだけで断じる、この……凡ぼん愚ぐどもめが、」

「────マスター」

　銀の鈴ふる声とともに、怜路の腕にたおやかな手がそっと、置かれた。

　はっと怜路は体を固くした。一いつ瞬しゆん頭をふると、彼は身を引き大きく息をする。

「ああ、いや……ありがとう、〝アダリー〟。そうだ、僕は忘れてはならない。わざわざ彼をここに呼んだのは、確かく認にんしたかったことがあるのだから」

　こめかみをかすかにひくつかせながらも、怜路は必死に平静さを取り戻した。

「〝神技者〈オールマイティ〉〟……いや、〝永劫回帰〈ブロークン・レコード〉〟。十四年前にあった戦いのまったく別の側面を、僕はあるルートより知りえました……しかし、貴方の口から直接訊ききたいのですよ、ぜひ」

　怜れい路じの眼光が針のごとく刃やいばのごとく鋭するどくなる。

「あの戦いの結果、王と守しゆ護ご士しが守る〝現世〟はどうなったのでしょう。我われらの領域〈リージョン〉はどうなったのでしょう。いま我らが立つこの〝領域〟は、本当に、」

　頭上に差す、穏おだやかで暖かい陽ひ射ざしの中を、船は変わらず静かに水路を進む。

　進路に巨大なトンネルが見えてきた。黒々とした深い穴は島の内部へ通じている。

　九く条じようを見る怜路の双そう眸ぼうは、そのうがたれた空洞に等しい深遠な昏くらさをたたえていた。

「……未いまだ〝正しく〟存在しているのでしょうか」

　そびえる島の影かげが、船の甲かん板ぱんとそこに立つ者たちの上に、落ちる。

　落ちる影に陰が生まれ、空気が冷える。その冷える空気に九条の声が響ひびいた。

「なぜそれを訊きく？　俺おれはさっき説明した。世界においては個々人の認にん識しきの差異が前提だと。俺が〝真実〟を話しても、それは俺側の認識にすぎない。……オマエはただ、自分が望む答えを欲しがっているだけなンじゃないかな」

　九条の声に感情はうかがえない。無感情なその言葉に、怜路はさらに面おもてを険しくした。

「詭き弁べんですね。貴方あなたこそ、〝真実〟……貴方があの戦いのあと、〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟を駆使してなにを行ったのかを、隠したいだけです。哀れだと思いませんか？　〝神〟を気取る者の掌てのひらで踊らされ弄もてあそばれる人々を。もっとも僕は本当に同情しているわけではない、見えるものだけしか見ない愚者など、世界ごと滅べばいいんです……」

　意味ありげな言葉を怜路はつぶやいて、黒い怒りのこもる昏い笑えみを浮かべた。

「それに、僕の他ほかにもうひとり、自力で疑問にたどりついた人間がいるのですよ、九条」

「……それは、つまり二にの関せきの後継者のことか」

「ええ。現時点で存在する〝門の王〈レクス〉〟のうち、その可能性があるのは璃り堂どうの当主かと考えていましたが────どうやら彼女は自分の責務にあまりに忠実すぎるようです」

「彼はどこに囚とらわれている。守護士が必死に捜しているハズだけど」

「自由ですよ。彼は自身の意志で僕に近づいてきたのです。僕はそれを受け入れただけ……さて結局、貴方は僕の問いに答えをくださらないわけだ。期待はしていませんでしたが。貴方は決して、誰だれにも、本心を明かさない人間ですから」

　完全に自分のペースを取り戻したか、彼の声に態度に表情に傲ごう慢まんな余裕が見えてくる。

「貴方のくだらない無む駄だ口ぐちはもう結構…………〝神〟を気取る者の手から真実を取り戻す術すべを僕は得た。僕は僕の目的へと進ませていただきますよ」

　トンネルがさらに迫る。陽の光がさえぎられ、周囲は暗く、さらに空気が冷えていく。

　キャビンの入り口の闇やみの中、怜路は両手を大きく広げ、誇るように告げた。

「この〝オーシャンズワールド〟は僕の作品です。遊園地、テーマパーク、それらは日常に固定された〝非日常〟。本来〝非日常〟とは、神なる領域を指し示す概念でした。その概念はいまや俗に堕しています。凡ぼん愚ぐなる俗人どもによってね……」

　船はゆっくりと、深い穴に満ちる闇やみへ侵入する。徐々に速度が落ちて、いく。

「手軽で安直な〝非日常〟など日常にすぎない。俗人が軽々しくたどりつけない神域としての概念を、取り戻すべきです。そう〝非日常〟とは────」

　怜れい路じの声が、ぽっかりと口を開けた空洞の昏くらい空間へ響ひびき渡る。

「……もっと、身の毛もよだつような……常人には耐えられぬ〝場〟の……はず、です」

　轟ごう音おんが響いた。水路の扉が行く手も背後も閉じた。

　鼻先すらも見えない暗闇の静けさの中、駆動音を響かせゆっくりと船は進行する。

　かすかに聞こえるその駆動音を、怜路の闇に等しい昏い呼び声がかき消した。

「始めなさい、〝ベアトリーチェ〟。僕のアートを披ひ露ろうする…………展てん覧らん会かい、を」

　その声に重なる、さらに重さをともなう昏い声。

「…………ハい、マスター…………」

　耳障りなかすれくぐもった、男女の判別つかぬ声が、高き頭上から、生じた。

　──────不意に、

　虚こ空くうからなにかが舞まい降りる。

　マントを大きく広げる気け配はい、甲かん板ぱんに激はげしく着地する音がつづいてそして、

「…………ワタシは、〝ベアトリーチェ〟。門の王──称号・夢想機械〈レヴァ・フュテール〉の守しゆ護ご士し……傀儡士〈パペッティア〉……」

　怜路が呼んだ得え体たいの知れぬ者の声が、闇に響いた。

　と同時に、暗闇に気配が増える。音も増える。闇に支配された周囲から音が降る。

　回る歯車の音と悲鳴にも似たきしむ金属音と甲板に突き刺さる鉄の音狂える奇怪な叫声──怪鳥か人か獣けものかそれらのいずれでもないか──が聞く者の耳じ朶だを不吉にふるわせる。

　笑いだ。人ではない人の理解を超えたモノどもの、狂乱の哄こう笑しようだ。

「…………コレが、開始ノ合図…………盛大な、パレードの、ファンファーレ……」

　発せられたその言葉の語尾が消える瞬しゆん間かん、激しく船体が傾いた。

　足元が加速する。すさまじい速度で船体が進む。察したヴィヴィが叫んだ。

「!!　ぶつかる!?」

　闇をひた走る船の前にそそり立つ、さらに黒々とした闇。

　遊ゆう覧らん船せん『ブリニーエア号』がトンネルの壁かべへと豪ごう速そくで突進する────
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　ガラス張りの天てん井じようから、真夏と見まがう真昼の光が落ちる。

　波打つ青い水面に陽ひの光は弾はじけきらめき、茂るヤシの緑みどりの葉にも輝かがやきが跳ね返る。

『シーコーストエリア』の内部は、明るく穏おだやかな空気に満たされていた。

　平へい穏おんそのものだった。異変の片へん鱗りん、不穏な気け配はいのかけらもこのエリアには、なかった。

　──────現時点では、まだ。




　葉陰の間から降る光の下、三人の少年の影かげが床ゆかに生まれる。

　ヤシの木陰で慎しんは、リュウトに押さえつけられたパーカーの少年を凝ぎよう視ししていた。

　わずかに長い髪がかぶさるその顔には、おっとりとした育ちの良さそうな雰囲気がある。

　この少年が二にの関せき周しゆう。乙おと芽めの〝門の王〈レクス〉〟。

　およそ戦いに向きそうにない、優やさしく気弱な性格に見えた。

「……コイツが、二関周？　八や塚つかってヤツにつかまってたんじゃねえのか？」

　リュウトが身を起こし離はなれると、周は弱々しく首をふった。

　と、いきなり彼は立ち上がって必死の形ぎよう相そうで走り出し、

「アホか」

　逃げるその背をリュウトの腕が思いきり突き飛ばした。

「う、うわぁああああっ！」

　たまらずバランスを崩し再び周は床に倒れてしたたか顔を打った。その体をリュウトが今度は素足で踏みつける。慎はあわてて止めに入った。

「お──おい、リュウト。それちょっとひどいぞ。可哀かわいそうだろ」

「逃げるコイツが悪いんだよ。ッてか、逃げる必要がなんであるんだ」

「とにかく、百もも世せさんたちを呼んでこようか」「ま、待って！」

　慎とリュウトの言葉に必死の声こわ音ねがかぶさった。

「待ってください。まず、ぼくの話を聞いてください！」「話？」

　慎とリュウトは顔を見合わせる。が、とりあえず聞こうと無言でうなずいた。

　リュウトが「逃げるなよ」といいつつ足をどけると、周は大きく息をついて身を起こす。

　慎が伸ばす手を、「あ、ありがとう」といいながらにぎって彼は立ち上がった。

「すいません……ちょっと、乙おと芽めには……まだあの、正直、会いたく……なくて」

「なんでだよ、オマエの守しゆ護ご士しだろ。いや、オマエいったいなに考えてんだ。黙だまって家を出ていくし、つかまってるわけでもなさそうなのに帰らないし、オレたちのあとを隠れてこそこそつけたり、自分の守護士に会いたくないつったり」

「待てよ、リュウト。まずはちゃんと彼の話を聞こう」

　リュウトの鋭するどい詰問をとりなす慎しんの言葉に、周しゆうは気弱げにうつむいた。

「不ふ審しんに思われるのも、仕方ないです。でも……羽は立だて慎君。君と話がしたくて、君が乙おと芽めとここに来てからずっとタイミングをうかがってました……」

「へ？　おれと？　あの、いったいおれとなにを話したいっていうんだ」

「なぜぼくが乙芽から離はなれたのか。なにを目的として、動いているのか……を。ぼくは」

　慎の問いに周は優やさしげな面おもてを上げると、決意を秘めたまなざしを向けた。

「ぼくは、〝門の王〈レクス〉〟と〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟を、負わされた責務──〝異い域いき〟の侵攻から〝現世〟を守る使命──から解放したいと、考えているんです」

　その言葉を理解した瞬しゆん間かん、慎とリュウトの動きが止まった。

　ふたりはまたもや顔を見合わせ、それからそろって身を乗り出した。

「な……んだって？　そんなことできるのか？　だって王と守護士がいなかったら」

「って、どういう意味だそれ。なんでそんなわけわかんねーこと考えるんだよ！」

　慎のいぶかしげな声と、リュウトの荒い語気が重なった。

「それは……それは、その、その……理由は、」

　周がうつむいた。なぜかその顔は赤い。くぐもる声がその口から、もれた。

　は？　と慎とリュウトは眉まゆを寄せる。

「オイ、いまなんつった？　全然聞こえねーぜ」

「悪い、もっぺんいってくれないかな」

　慎とリュウトの言葉に、周はさらにさらにうつむいた。可哀かわいそうなほど顔が、赤い。

　彼は肩を大きく上下させ息を吐いた。そして思いきったように、告げた。

「それは、乙芽から────ぼくを〝好き〟だといわれたから……です」




『シーコーストエリア』のステージ前は、多くの客でにぎわっていた。

　まもなく始まるショーを、集まった人々は待ち受けている。今日きようのショーは公開中の映画、中世海軍と海賊との戦いがテーマの〝クリムゾン・バッカニア〟。

〝クリムゾン・バッカニア〟は、美しき男装の女海賊・メアリーと若き海軍司令官・スチュアートとの、胸むね躍おどる恋と冒険と戦いの物語だ。

　ステージのバックには巨大な帆船。メインマストは天てん井じようまで届き、見上げる高さだ。

　ショーはこの帆船とステージを存分に使って行われるらしい。

　時間が近づくにつれ人の数も増え、ざわめきも高くなる。

　そのざわめきの中、水着姿の三人の少女──ユイナ、千せん花か、そして乙おと芽めの三人は、周囲の客を避けるように、観かん葉よう植物の陰に置かれた丸テーブルに座っていた。

「……少しは落ち着いたかしら」

　薄うす手でのカーディガンを羽は織おり、偉そうに足を組み腕も組んだ千花がいった。

　それを聞く乙芽は無言だ。肩をバスタオルで包み、真まっ赤かな目をしてうつむいている。

　ユイナは、自分の横に座る乙芽をじっと見つめた。

　慎しんに────あんな風にせまった彼女。あの光景を思い出すと、胸が痛い。

　だが、先ほどのあの大粒の涙には、きっとなにか理由があるはずだとユイナは思う。

　そのときあきれたように肩をすくめ、千花が乙芽にいった。

「教えてくれる。あなたの無目的な行動の意味を。自分の王を捜してるんでしょ。もしかしたら危険な目にあってるのかもしれないのよ。いったい、なぜなの？」

　千花の詰問に、乙芽は唇を嚙かんだ。椅い子すの端をつかむ両手がふるえる。

　寒さか嘆きか少女の唇は青ざめている。その青ざめた唇から言葉が落ちた。

　涙が、落ちるように。

「……周しゆうちゃんに、会いたい。けどでも、会いたくない……会うの、怖いん……だ」

　意外な答えだった。ユイナと千花がともに目をみはる。

　乙芽は目をつぶった。こみ上げる自分の思いを懸けん命めいにこらえるように。

「だって、周ちゃんがいなくなったのは、ボクのせいかも……しれないから」

「……どういうこと。それは、なぜ」

　なだめる声こわ音ねで、ユイナが問いかけた。

　問われて乙芽は目を閉じたまま、深く深くうつむく。痛々しい沈ちん黙もくに彼女は沈む。

「さっき泣いてた。会いたいって。それが、あなたの本当の気持ちだって、わかる」

　ユイナの言葉に、うつむく乙芽がわずかに目め線せんを上げた。

「……どうして、わかるの？」

「同じ守しゆ護ご士しだから」

　ユイナは、深い思いをこめてつぶやいた。

「守護士は、〝王〟が唯一だから。選えらんだ王が、自分が守る世界で、自分が戦う理由で、自分が……存在するたったひとつの、絶対の意味だから。守護士は、王にすべてをささげている。だから全身で全ぜん霊れいで〝王〟を慕い求める気持ちは……止められない」

　乙芽はユイナを見つめた。赤くはらしたうるむ瞳ひとみで、じっと。

　それから、彼女は息をついた。切なく苦しげな、小さなため息を。

「あのね、ボク…………ボク、ね、周ちゃんにね……」

　乙芽の唇から、ためらいがちに言葉が滑り落ちた。

「周ちゃんに……〝好き〟って告白、しちゃったんだ……」

　今度こそ思いがけない答えだった。ユイナも千せん花かも凍りついて乙おと芽めを見つめる。

　最初に千花が反応した。彼女はきつい言葉を乙芽に向けた。

「なっ……どういうことよそれは！　あなただって『高こう家け』預かりの守しゆ護ご士しなら、当然知ってるでしょ！　王と守護士は、」

「知ってる。周しゆうちゃんの家に預けられたときから、ちゃんとわかってる。だからがまんしてた。ううん、自分の気持ち、見ないようにしてた。でも……だめ、だったんだ」

　乙芽は顔を上げ、必死の声でいい返した。

「だって〝王〟に選えらぶ前から、ずっと、ずっと好きだったから……」




「一いつ緒しよに育ってきたんです。世界に……たったふたりだけしか、いないみたいにして」

　ヤシの木こ立だちの陰で、周はうつむき、そういった。

　時刻は正午すぎ。木立の向こうのプールに人ひと影かげはまばらだ。みな昼食の休きゆう憩けいに入ったのだろう。ひどく静かで、ゆったりと流れるＢＧＭだけがやけに大きく聞こえた。

　慎しんとリュウトは黙だまっていた。彼の話がどこにいくのか、わからなかったのだ。

「乙芽がぼくの家にきたのは、お互い六歳のときでした。ぼくの両親は〝境界標〈テルミヌス〉〟の運営に忙殺されていて、彼女とはふたりきりで家族同然に……いや、家族とか兄妹とかそういう関係よりずっと親密に、ふたりでいるのが当たり前って状態で育ちました」

　慎はふと、リュウトを横目で見た。彼は厳きびしいまなざしで周を見つめている。

　リュウトと千花の関係とはまた、周たちの関係はちがうように慎は感じた。

「ぼくは気が弱くて……元気で明るくて、物もの怖おじしない乙芽に引っぱってもらってました。いつもかばってもらって助けてもらって……もちろんふり回されもしましたけど」

「ああ、その光景、すごく容易に想像できるよ。きっと大変だったよな」

　思わず慎は午前中の行動を思い出し、心の底からの実感をこめてつぶやいた。が、

「？　いや、慣なれると結構……楽しいですよ？」

「楽しい？　ジェットコースター地獄巡りに溺でき死し寸前水泳特訓とかが!?　それって絶対」

　Ｍ気質、

　と失礼なことをいいかけて慎はあやうくこらえた。

　周は気づかず、少し照れくさげに言葉をつないだ。

「ぼくは、すぐひとりで考えこむ性質なんです。だけど乙芽がいたから、彼女が強引にでも連れ出してくれたから、自分の目に見える以外の光景──〝世界〟があるって知りました」

　口元に優やさしい笑えみを浮かべ、周はそういった。

「だから一生、そんな風にすごしていくような気がしてました。彼女とふたりで、彼女に手を引いてもらって……けれど両親を〝異い域いき〟の侵攻で失って、本当に彼女とふたりきりになって、そして彼女に〝王〟に選ばれて裁定を経へてから、これじゃいけないと思ったんです。彼女がぼくを信頼して選えらんだなら、しっかりしなきゃって……そしたら、一ヶ月前のある日」

　言葉に一いつ瞬しゆん、間が空いた。ためらうように彼は少し遠くを見て、それからいった。

「その…………乙おと芽めから、〝好きだ〟って、いわれたんです……」




　ステージ前のざわめきが高くなる。ショーの開演まであとわずかだ。

　そんな中、三人の少女たちは身を寄せてまだ話しつづけていた。

「好きっていうだけならいいって思ったの。だって〝結婚〟しなかったらいいんだし」

「……でも、本当にそれだけでずっとすむの」

　ユイナが不安と不ふ審しんを声にこめて訊きいた。

「自覚したら……気持ちが、止まらなくなったり、しないの」

「ボクのママがそうだったから。おじさん──周しゆうちゃんのお父さんのこと、すごく好きだった。おじさんはママのこと守しゆ護ご士しとしてしか見てなかったけど、それでも」

　ユイナを見つめ、乙芽は答えた。だが、ふっと彼女は視し線せんをそらした。

「ママは、ボクが周ちゃんの家にいくために別れるとき、いってた。〝ママが選んだ王は、とても素す晴ばらしい人だった。その人の子どもも、きっと素晴らしい人よ〟って……けど、ボクはママと離はなれたくなかった。ママは前の戦いで負ったひどい怪け我がで体が弱ってて、いつ死んでもおかしくなかったから。実際、ボクがそばを離れてから、すぐに……」

　乙芽は唇を嚙かんだ。苦しげな声が、テーブルに落ちる。

「ママと離れたくなくて、ずっと泣いてた。周ちゃんの家についても、ずっと。誰だれからも見捨てられた気がした。世界でたったひとりになった気がした。おじさんやおばさんの声に返事もできなかった……そしたら周ちゃんが、おじさんの後ろから顔を出したんだ。ちょっとびっくりした顔で、でも泣いてるボクに手を差し出して、〝おいでよ。遊ぼう〟って……」

　少女は休きゆう憩けい室しつの天てん井じようを見上げた。遠い日々を懐なつかしむまなざしで。

「周ちゃんはすごく優やさしかった。泣いてるボクの手を引いて家の中を案内してくれて、本を読んでくれて、ご飯一いつ緒しよに食べてくれた。夜も、ボクが離れたくないって泣いたら一緒に寝てくれたの。ボクが新しい生活に慣なれるまで、ずっとそばにいて面めん倒どうを見てくれたんだよ」

　いきなり千せん花かが椅い子すを跳ね上げ身を乗り出した。

「……まさか、そんなことで〝好き〟になったの!?　そんな、そんななんでもない〝優しさ〟で彼を選んで、なおかつ自分の想おもいまで預けるようになったの!?」

「そうだよ」

　乙芽は挑むように真まっ直すぐに千花を見上げた。

「嬉うれしかったんだ、とても。そのときのボクに必要だったのはその〝優しさ〟だったんだ。誰かが自分のこと気にかけて、そばにいてくれるっていうその安心が。知らない人にはわかってもらえないよね。そんななんでもない〝優しさ〟なんて、誰にでもあるって。けど、必要なときになによりも欲しい〝優やさしさ〟をボクにくれた人は、周しゆうちゃんだけだったよ」

　乙おと芽めははっきりといい返した。深い想おもいを秘めた声で懸けん命めいに。

　だが────急に乙芽は目め線せんをそらし、うつむいた。

「……〝好き〟になっちゃいけないって、わかってた。周ちゃんを守るために自分の想いは抑えなくちゃって。けどその気持ちは、ボクが目をそらしてる間にも、どんどん大きくなってったんだ。裁定が終わって家に帰って、そのときから自分の気持ちに気がつき始めて……」

「百もも世せさん……」

「気がついたらもう、止まらなくなってた。破裂しそうに、いまにもあふれそうになってた。だから口に出せば、少しは気がすむかと思ったんだ。コップにたまった水をこぼすみたいにさ、好きって伝えたらきっとすっきりするかもって。だけど……えへへ」

　不意に乙芽は、無理やりに声のトーンを高くした。

「けど、いっても全然、変わらなかったんだよー。ううん、逆に……もっともっと、もっと気持ちが大きくなっちゃった。好きっていったから、期待しちゃったんだよ。ボクの想いに応こたえてくれるかもって。もっとダメなことに……周ちゃんが、よそよそしくなった。一いつ緒しよに暮らしてるのに話もしないし、顔を合わせるのも避けられちゃって」

　少女はにっこり、ほほ笑えんだ。精一杯に明るく、顔中いっぱいで笑っていた。

　だがそれは────内から哀かなしみが透けて見える、あまりに痛々しい表情だった。

「周ちゃんがいなくなって、〝捜すな〟ってメールがきて、そのときやっとボクのせいで、ボクがいけなかったんだってわかったんだよ。……遅すぎだね！」

「そんな、乙芽さん……」

　ユイナは思わず名を呼んだ。それに反応せず、ほほ笑む乙芽は話しつづける。

「ボク、どうしたらいいかわからなくなった。混乱して、頭の中ぐちゃぐちゃになった。苦しまぎれに、他ほかの人好きになればいいのかなって思いついたの。そうしたら周ちゃんのことあきらめられるかなって。周ちゃんに少しでも似てる人を好きになれればいいかなって……」

「だから羽は立だて君にせまったの!?　馬ば鹿かじゃないの。そんなことしてなんになるのよ。そんなに簡かん単たんに気持ちが切り替えられるなら、そもそも告白なんてしてないでしょ!?」

　千せん花かが憤いきどおる言葉を向けた。まるで子どもを叱しかりつけるような、そんな声こわ音ねだった。

　乙芽は首をすくめて、照れくさげにほほ笑みを返した。

「うん。すごくバカだって思う。だってやっぱりダメだったもん。全部比べちゃうんだ、ここが周ちゃんと似てる。ここは周ちゃんとちがう。周ちゃんだったらこうかな、周ちゃんならこんなとき、どんな風にいうかなって……それに、もっとずるいことも考えてたんだよ」

「ずるいって……そんな、それはいったい、」

「羽立さんと仲よくしてるとこ見せたら、周ちゃんが気にしてくれるかもって。もしも少しでもボクのこと思ってくれてたら、怒るか焦るかして、姿を見せてくれないかなって……けど、周しゆうちゃんはボクの前に出てきてくれなかった。やっぱり、ボクのことなんか……さ」

　乙おと芽めは笑った。明るく元気よくほほ笑えんでみせた。だが、笑う少女の瞳ひとみから────

「ホント、バカだよね、自分勝手の考えナシで、誰だれの気持ちも自分の本当の気持ちも、考えてなくて……どうして自分の気持ち抑えられなかったのかな？　こんな風に周ちゃんが離はなれちゃうってわかってたら、どんなに苦しくていまにもパンクしそうでもがまんしたのに……」

　ぱたり、と涙がこぼれた。

「どうしたらいいんだろ、どうすればいいんだろ……ここまできたけど、きっと周ちゃんはボクに会いたくないよ。ボクも、周ちゃんに会えないよ。会うの怖いよ。でも、でも」

　ぱたぱたと、その涙は水着の少女のむき出しのふとももに落ちていく。

　あとからあとからあふれてこぼれる涙の落ちる音が、いつまでもいつまでもつづく。

　雨のように。大地を叩たたく雨の滴しずくのように。その音は、つづく。

　そして最後に彼女は、想おもいの底からしぼり出す苦しい声で、いった。

「でも……それでも周ちゃんに……会いたいよ…………」

　それは、聞く者の胸を締しめつける、ふるえる切ない響ひびきだった。

　少女は泣く。しゃくり上げ肩をわななかせ、歯を食いしばり声を殺して。

　手の甲であふれる涙をぬぐい、ぬぐいきれずにまたあふれさせて。

「……そういう気持ち、わかる」
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　ユイナはうつむき、ぽつりといった。その声に、目を真まっ赤かにした乙おと芽めが顔を上げる。

「そんな、〝なんでもなさ〟が……必要だってこと。ありふれて見えて、どこにでもありそうに見えて、でも、決して簡かん単たんに手に入るものじゃないってこと。それに惹ひかれる気持ち。それを慕う気持ち。そんなつのる想おもいが……自分じゃ、抑えられないことも」

　不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみをぎゅっと閉じ、ユイナはささやいた。

「後悔して、悩んで、胸が痛くなって。姿を見るだけで嬉うれしいのに言葉も上う手まくかわせなくて……哀かなしくなって。近づくだけでドキドキして、そばにいるだけで幸せになって、ずっとずっとそうしていたいのに……でもこんな気持ち、持ったらダメだって……思って」

　自分の手を、ユイナは水着の胸に置く。置いて、強く押さえつける。その奥にあるあふれそうな想いを押し止めるように。

「どうしたらいいか、わからなくなる。言葉で、表わせなくなる。がまんしないといけないのに、感情が、あふれる。抑えられなく……なる。だから」

「……天あま音ねさん……」

「百もも世せさんの気持ち、すごく、わかる」

　その場に沈ちん黙もくが満ちる。無言の内に、互いに通じるなにか──共感が生まれたのを、ユイナと乙芽は知ったようだった。しかし、

「理解はできるかもしれないけど、肯定なんてできないわ」

　千せん花かのよく通るきつい声が沈黙を破った。

「〝現世〟を守るために〝門の王〈レクス〉〟も〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟も存在するのよ。でも王と守しゆ護ご士しの間にそんな想いがあったら、その想いが深くなったら、結果的に自分たちが守るはずの〝現世〟を破は壊かいする原因の一端になりかねないのよ？　そんな、」

　彼女は声に憤いきどおりをにじませ、叫ぶように強くいった。

「〝現世〟と個人的な感情とを引ひき換かえるような真ま似ね、あたくしは許せないわ」

「じゃあ、同じ立場だったら千花さんは耐えられるの」

　ユイナが千花をにらみ、真まっ直すぐに問いかけた。

　千花は一いつ瞬しゆん息を吞のみ、目を見開く。が、すぐに彼女はきっぱりといい放った。

「できるわよ。あたくしは！　無理やりにでも耐えるわ。そんな状況考えられないけど！」

　激げきする言葉にユイナは一瞬ひるんだ顔になる。千花はさらに強い言葉を吐き捨てた。

「あたくしは恋愛なんてしない。相手が誰だれであってもよ。父みたいに死の際までかなわない相手を想いつづけるなんて絶対に嫌いや。あたくしが大事なのは王としての責務だけよ！」

　刹せつ那な、ユイナと千花は強い視し線せんで互いを見交わした。

　張りつめる空気に、乙芽がうろたえつつ腰を浮かす。そのとき、

「……でも、あなたたちはそうじゃないのよね」

　語気を弱め、千花がいった。驚おどろくユイナと乙芽に千花は肩をそびやかす。

「しゃくだけど、この間の件でわかったもの。自分にできても人にはできないことがあるって。だからあなたたちに感情を抑えろとか、強要はしないわ。できるわけないし。許せないけど認めるわよ、そういう気持ちが生まれるってのは……仕方ないって」

　傲ごう慢まんな口く調ちようで千せん花かは告げて、それから乙おと芽めに向き直った。

「本腰入れてあなたの王を捜すわよ。ここで泣いて悔やんでたって、状況が変わるわけじゃないんだもの。自分の本当の気持ちはもうわかったんでしょ」

「……それは、そう……だけど」

「〝けど〟は不要！　〝好き〟ってあなたは思いきって伝えたのよ。状況を変えるために。だったらそれを受け止めきれずに逃げる相手の方が悪いんだから。追いかけてふんづかまえて顔つき合わせて文句のひとつか平手打ちのひとつでも食らわしてあげたらいいのよ！」

　千花のきっぱりとした語気に押されるように、ためらいがちに乙芽はうなずいた。

　その様よう子すに、ユイナは口元に笑えみをよぎらせた。

「千花って、やっぱり……面めん倒どう見みよくて、いい人だ」

「なっ……！」

　素直なほめ言葉に千花は急に真まっ赤かになった。

「ち、ちがうわよ、なにを聞いてたのよ。許してないっていってるでしょ！」

「うん。わかったわかった」

「なによそのぞんざいな相あい槌づちっ。無む駄だ口ぐちなんて叩たたいてるヒマなんかないんだから、ほら、ふたりともさっさと立ちなさいよ！」

　必死の口調で取りつくろうように千花はそういうと、立ち上がる。

　苦笑するユイナも荷物を持って、そして涙をふいた乙芽も同じく腰を浮かしかける。

　そのときだった。緑みどりの葉陰の向こうのステージから─────────




　プールサイドにはまだ、人の姿はない。

　まもなく始まるショーを前に、誰だれもがステージに集まっているのだろう。

　ステージから遠く離はなれた木陰で、少年たちはいまだ真剣なまなざしで向かい合っていた。

「……ぼくは彼女の告白で、初めて自分の気持ちと向き合ったんです。家族とか幼なじみとか、そんな言葉でごまかしていた自分の気持ちに」

　体のわきでこぶしをにぎりしめ、周しゆうはいった。

「王と守しゆ護ご士しの間の〝婚こん姻いん〟はタブーだけれど、〝恋愛〟まで禁じられてるわけじゃない。だから、ぼくは自分の想おもいを抑えられるか、自信が、なくなりました。それにぼくらは、たったふたりきりで暮らしています。なおのこと、その……歯止めとか……あの」

　急に周は真っ赤になって口を閉ざした。

　一いつ瞬しゆん、慎しんは周の言葉の意味をはかりかねる。歯止めとはなんだろう、と思ったとき、リュウトがいかにもいたたまれない、という風につぶやいた。

「コイツ大人おとなしいツラしやがってとんでもねーこといわなかったか？　いまオレはすげえカユイぜ、全身が。恥ずかしくて」

「へ？　って……まさかその……げ!?　あの、そ、そういうことなのか？」

「ええ!?　いや、あ、あの、すす、す、すいませんっ……！」

　リュウトと慎しんの言葉に、目に見えて周しゆうはさらにうろたえた。

「で、ですけど、守しゆ護ご士しは王に絶対服従ですよね。王が望むなら、どんなことだって強いることが……できます。想おもう相手がいて、相手は自分に忠実で、しかも一いつ緒しよに暮らしてて、そしたらそのすごい理性で抑えつけないと、それこそどれだけだって好きにできてしま」

「オッマエ最低だな。命令〈オーダー〉で守護士を自分の欲求に従わせようってか？」

　その言葉にぐっさり胸をえぐられて、反射的に慎は謝あやまってしまった。

「う、うわあ、すいませんすいませんごめんなさいっ！　おれ最低です！」

「ってなんでそっちが謝るんだよ……そうか、真の最低ヤローはテメェだったのか！　ッつーかまさかヤッたのかヤッちまったのかよ、最後まで!?」

「ささ、最後まで!?　いや、いやあのしてないしてません！　そこまでは！」

「じゃあいったいどこまでだ！　距きよ離りじゃねーぞ進行状況だ！」

「あ、あの羽は立だて君。ぼくいますごく君に共感してます。君ならぼくの気持ちを」

「いやそこで共感とか握手とか求められても困るじゃなくて殴るな殴るなリュウト！」

　必死にいいつくろう慎にリュウトがやっと離はなれる。それを見て、周はまた口を開いた。

「で、でもその、〝好き〟だからこそ、絶対に守護士を自分の思いどおりにしてはいけないと思いませんか。相手の想いを悪用するような真ま似ねは絶対に駄だ目めだと。けれど、それを意い識しきすればするほどに、ぼくは乙おと芽めと顔を合わせづらくなってしまいました……」

　周は肩を落とし、息をついた。

「彼女と気まずくなるのは、辛つらかったです。同じ屋根の下に住むから、よけいに。彼女が一いつ生しよう懸けん命めい、前と変わらず接しようとする度に、ぼくは上う手まく返せなくて……だから、この関係と状況を打破するにはどうしたらいいのか……ずっと、考えつづけてきたんです」

　優やさしげな面おもてに真しん摯しな苦悩を浮かべ、周はいった。

「それで、ぼくなりに〝婚姻〟の定義を調しらべました。〝恋愛〟は許されていても〝婚姻〟の持つ意味の範はん囲いがわからなければ、知らない内に禁きん忌きを侵してしまいかねないですから」

「〝婚姻〟の定義……っていったらその、役所に届けを出すとかじゃないのか？」

「現代日本ではそうですよね。でも〝門の王〈レクス〉〟の重要な行動には必ず概念がともないます。だからそういう局所的なケースにあてはめていいのかどうかと……思って」

　彼は腕組みをし指をあごにあて、考え深げにつぶやいた。

「〝婚姻〟は人間社会の重要な成因のひとつです。単婚〈モノガミー〉が多数ですが複婚〈ポリガミー〉も存在しますし、死者を配偶者とする冥めい婚こん、同性同士の婚姻も、文化人類学的には異常ではありません。広い定義としてとらえれば〝婚姻〟には多くの形態があります」

　真ま面じ目めなんだなあ、と慎しんは半ば感心半ばあきれる。学校の成せい績せきはいいらしいから、戦いより考察の方が好きなのだろう。もっともこの場合、方向性がズレている気がするが。

　そんな彼の話に、慎はふと、あることを思い出した。

「そういえば……以前九く条じようさんから聞いたとき、〝子ども〟がどうとかいってたような」

「ええ、そのとおりです」

　慎の言葉に、力強い声で周しゆうがいった。

「〝婚姻〟とは、子孫に命を受うけ継つぐ儀ぎ式しき。つまり〝門の王〈レクス〉〟の〝死〟をも意味します。王の死は、重要な現象に直結する。そう、守るべき〝境界〟の破は壊かいに。ですが──羽は立だて君。君も知っているでしょう。十四年前に、その事例があったのを。そう、君の守しゆ護ご士しの……誕たん生じようです」

　は、と慎は息を吞のむ。ユイナの顔が脳裏をよぎった。

「彼女の誕生後、激はげしい戦いがあったそうですよね。多くの王や守護士が死に、いくつもの〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟が失われ、多数の存在が消滅したと。だが、ぼくらの〝現世〟は破壊されなかった。いまだここに存在しています。なぜでしょう？　ダメージは大きいとはいえ、本当に王と守護士の〝婚姻〟は、〝現世〟の破壊につながるのでしょうか……」

　周は、じっと慎を見つめる。ある種の確かく信しんを秘めたまなざしで。

「ぼくは調しらべる内に、八や塚つか怜れい路じに行きあたりました。彼は王に選えらばれておきながら裁定を拒み、高こう家けとその責務から離り脱だつしています。その理由は？　彼の守護士はどうなったのか？　やがてぼくは境界標〈テルミヌス〉の記き録ろくの中から、見つけました──彼が残した、言葉を」

「それは？　彼が残した言葉って？」

　慎は重くなる彼の口く調ちように、話が核心に近づいていることに気がついた。

「……彼は、自分の守護士〝ベアトリーチェ〟との婚姻を宣言し、同時に……〝現世〟には欺ぎ瞞まんがあると指摘、その欺瞞を破壊すると……残しています」

　周の重く低い声で語られた内容に、慎とリュウトは刹せつ那な、息を吞む。

「欺瞞……って？」

「なんなんだそれは。〝現世〟にある欺瞞っていうのは!?」

「そこまではわかりません…………まだ、いまのところは。ところが、」

　周は考え深げなまなざしで首をふると、意味深な返事を返した。

「調査をつづけていたある日、ぼくのＰＣにメールが届いたんです。その差出人は」

「……もしかしてそれ、八塚怜路……なのか？」

　慎が口をはさんだ。周はそれに力強くうなずく。

「ええ。彼はぼくと会いたいと。会って話をしたいと…………いってきました」

　リュウトが、不ふ審しんげに問いただした。

「なにか危険だって思わなかったのかよ。不ふ穏おんないい分残してずっと失しつ踪そうしてたヤツがだぜ？　自分の情報を探られ始めたとたん、探ってる人間に接触してくるだなんて」

「……それは思いました。でも王と守しゆ護ご士しの関係について、新しい見解を得られるかもと思って。それで一週間前、彼に指定されて、ここ〝オーシャンズワールド〟にひそかに入場しました。そこで、王と守護士を責務から解放する手段を探すために、協力を請こわれたんです」

「じゃ、じゃあ、八や塚つかって人につかまってるわけじゃなかったのか？」

「いいえ。ぼくは自分の意志で、彼のもとにとどまっているんです」

　慎しんの問いにそう答えると、周しゆうは真しん摯しな口く調ちようで逆に訊きき返した。

「羽は立だて君。いまのぼくの話をどう思われましたか。君は〝高こう家け〟の出ではない。責務を負うことを前提とせず育った、なにも知らない普通の人です。守護士である天あま音ねさんを、どう思いますか。自分と彼女を……戦いと責務から、解放したいと……考えませんか？」

　真っ向から問われ、慎は絶句する。

「それは……それ、は……」

　視し線せんをさ迷わせうつむいて、慎はユイナとのこれまでのできごとに思いを巡らせた。

　彼女の〝王〟であること、彼女とともに戦うこと────それに迷いは一切、ない。

　それは自分が考えて出した、確たしかな自分の意志であり決意だからだ。

　しかし周の問いは、その決意とはまったく異なる方向からのものだ。

〝戦い〟が大前提だと考えていた。しかし、そうでない道を選えらべる可能性がある……。

「オレは気に食わねーな」

　不意にリュウトが、恐ろしく不ふ機き嫌げんな声で吐き捨てた。

　はっと、慎と周はオレンジレッドの髪の少年に視線を合わせる。

「そんなの〝異い域いき〟のヤツらをぶっ倒せばすむ話だろ。ありもしない方法を探すよりずっと確かく実じつだぜ。オマエは戦いたくないだけなんじゃねえのか？　ハ、臆おく病びよう者もののいい分らしいな」

　リュウトに刃やいばのような言葉を向けられて、周は懸けん命めいにいい返した。

「そういわれても────仕方ないですね。ぼくは、戦わなくていいなら戦う必要はないと思ってます。じゃあ、君が守る王が戦いで傷ついても、君はそういいきれますか？」

「んなことにならねえように守護士が守るんだよ。自分の命も体もはってな！」

「でもぼくは、乙おと芽めが傷つくことには耐えられない……。君は、自分が傷つくことを恐れないだろうけれど、君の王は、君が傷つこうが倒れようが、平気なんですか？」

「千せん花かはそんなやわなヤツじゃねえ！　おまえと一いつ緒しよにするな！」

　恐ろしい剣けん幕まくで怒りもあらわにリュウトが叫んだ。

　一いつ瞬しゆんひるんだか、びく、と周は肩をふるわせる。だがすぐに穏おだやかな声で問い返した。

「では、〝王〟や〝守護士〟という関係でなく、命を賭かけた戦いが必ひつ須すの責務の上でもなく、ただごく普通の人間として、彼女と向き合いたいと……そう、思わないんですか」

　今度はリュウトが黙だまった。刹せつ那な、彼は唇を嚙かむ。

「………………全然、思わねえよ」

　無理やりしぼり出すような声こわ音ねで、リュウトは、いった。

「オレたちをつなぐのは、〝現世〟を守るっていう責務だけだ。それがなかったら……アイツとの接点なんて、アイツと向き合う理由なんて、なにひとつ────ねえんだ」

　その言葉に、慎しんは目を見開いた。胸を衝つかれた気がした。

　ユイナが〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟でなければ、彼女が〝門の王〈レクス〉〟として自分を選えらばなければ…………関係どころか、出会いすらなかったはずだ。

　胸の素肌に当たる、チェーンに下げたリングの感触を唐突に意い識しきする。

　そんな慎に周しゆうが向き直り、問いかけた。

「羽は立だて君。君はどうですか。君の守しゆ護ご士しが戦いで傷ついても、平気ですか。彼女が傷つかず、重荷を負わないでもすむ道があればいいと思いませんか。もし少しでもそう思う気持ちがあるなら、ぼくに、八や塚つかさんに力を貸していただけないですか……？」

　問われて、慎は無意識にリングをにぎりしめた。

　確たしかに、ユイナが傷つくのは見たくない。彼女が自分を守って戦い怪け我がをするのを見るのは、耐えられない。戦わずにすむなら、本当にそうできるなら、それもいいと思う。

　けれど────

　慎はぼうぜんと首をふって、周に答えた。

「……悪い。突然訊きかれても、わからない……そっちのいうことも理解できるし共感もする。けどリュウトのいい分もわかるし、その、だから……すぐには判断、できない」

「んだそれは。ちょっとでも〝自分の意志〟ってのはねーのかよ？」

　横合いからリュウトが厳きびしくまぜっ返した。むっとして慎はいい返す。

「う、うるさいな。どうせおれはおまえみたいにはっきりした考えないし、すぐにすっぱり決断できないよ。あれこれうだうだ迷って悩んで考えて、そんでやっと決めるしかできないんだ。でも、そっちの方がおれには、心の底から納得できる気が……するし」

「んっとにオマエ、優ゆう柔じゆう不ふ断だんヤロウだな。永遠に長生きしそうだぜ」

　あきれ返るリュウトに「勝手なこというよなあ」と慎はつぶやいた。

　しかしその答えに、周は目め線せんを力なく床ゆかに落とした。

「……そうですね。君の考えはもっともです。ですが、ぼくは………………え!?」

　不意に、周の動きが凍った。彼は慎たちの後方を見上げ、微動だにしない。

　その体がふるえ始める。わななく唇からひびわれた声が、生じる。

「そんな……そんな、そんな……！　なぜここに！」

　驚きよう愕がくと恐怖の声が、慎とリュウトを同時に、ふり向かせた。

　ふり向くヤシの葉の間を透かして、彼方かなたに帆船の三本マストが見える。

　その一番高いメインマストに──────




　勇壮なテーマ曲が流れ、同時に花火が上がった。

　いよいよショーの開演だ。ステージ前にひしめく人々が、盛大な拍手と歓声を送る。

　だが、華やかな曲と歓声とは対照的に、ステージと観かん葉よう植物に隔てられたカフェの席で、ユイナは体をこわばらせていた。

「……おかしい…………？」

　ただならぬユイナの声に千せん花かが視し線せんを合わせる。

「どうしたの？　なにがいったい、」

「……ボクも感じる……なんか、変な……変な、」

　乙おと芽めもタオルをかけた肩を両手で抱いて立ち尽くす。彼女もふるえていた。青ざめた表情は、濡ぬれて冷えたからだけでは、ない。

　ユイナは視線を動かす。静かに、そっと、異様な気け配はいを探るように。

　彼女が動かす視線の先、それは観葉植物の向こう────巨大な帆船と、天てん井じよう高く突き刺さるようにそびえるメインマストだ。







　彼らは見た。背後を見上げて。彼方をあおいで。

　慎しんとリュウトは、ユイナと千花と乙芽は、それを見た。

　構造フレームに支えられたガラス張りの天井まで届くメインマストに立つ、なにか。

　四体。かなり大きい。遠目では細部はわからない、青白い色の奇怪な、人の形。

　きし、

　きしぎしぎしきしきしきききききき、キ、……キィイイイイイイイイッ！！！！

　音が降る。見上げる観客たちの頭上に、神経を逆なでする人でない不気味な笑いが。

　その笑いと同時、メインマストの天てつ辺ぺんにマントを巻きつけた細い体が立ち上がる。

　人物は片手を広げた。マントの裏地の赤黒い血色がひるがえる。

　──突如、陽ひが陰る。

　まばゆかった陽の光が、ガラスを通して見えた青空が、灰はい色いろに変わる。

　真夏の気温のはずのエリアの空気がひやりと、下がる。

　誰だれもが見上げる視界の中、マストに立つ人物は大きくマントをひるがえし指し示した。

『……行ケ、ワタシの戦具…………〝夢遊機形〈オートマトン〉〟』

　その宣告と同時、音を立ててマストより異い形ぎようが落下した─────────







　広大な〝オーシャンズワールド〟に、穏おだやかな十月の陽光が降りそそぐ。

　見上げる空は高く突き抜けるほどにどこまでも青い。

　間もなくワールド中央を貫くメインストリート『エンドレスブルー』にて、盛大なパレード・ショー、〝ラズル・ダズル・キャバルケイド〟が始まる時刻だ。

　人々はパレードが行われる大通りの周囲へ、笑いさざめきながら集まりつつあった。

　だが、さざなみのごとく、あるささやきが広がっていく。

　意味はない、はっきりとしない、ただ得え体たいの知れない〝不安〟のざわめきが。

　目に見えない違和感、形にならぬ不ふ穏おんな気け配はい、それに動かされるように。

　──そう、異変はすでに、始まっていた。

〝サン・ミシェル島〟の内部、暗くら闇やみのトンネルから──────




　真っ白な日傘の下から、茉まつ莉りは頭上をふりあおいだ。

　なにか落ち着かない、ざわめく心地ここちがしていたのだ。

　穏やかな陽光が満ちる青空には、薄うすく流れる雲がかかっている。彼女の胸の内と対照的に、気持ちのいい空だった。

　ワールド中央の『エンベイメントエリア』の一画に彼女は立っていた。

　入り江をイメージした岩と建造物が並ぶこのエリアからは、水路に囲まれそびえる〝サン・ミシェル島〟が建物の間から間近に見える。

　茉莉のかたわらに立つウィルが、かすかに眉まゆをひそめてつぶやいた。

「……茉莉。どうも、嫌いやな感じがするぞ。すごく、気分がよくない……なんだろう」

「ええ、あたくしも少しだけ感じるわ。おかしい……この感じは……なに？」

　少女の涼やかな声こわ音ねに不安の重さが混じる。見上げるウィルのまなざしに険しさが宿る。

　と、彼らの耳に遠くから近づく誰だれかの声が届いた。

「……苑そのさん！」

　ふり返るふたりの視界に、ローラーブレードで滑走する慶けい介すけとクリスが入った。彼らは茉莉たちの前でブレーキをかけて止まる。慶介が、彼らしくない焦りの声でいった。

「大変です。団長の乗った船ごと、水路の扉が閉まりました」

「なんですって!?」

　茉莉とウィルが息を吞のむ。クリスが慶介の一歩背後からつづけた。

「陸上からでは水路のトンネルに近づけません。スタッフ専用の通路が〝サン・ミシェル島〟の内部より通じているはずですけれど……その場所がどこかは」

「閉じこめられたと、いうことですわね。隔かく離りされたのかもしれませんわ」

　沈うつな表情で茉莉は両手を組み合わせ、ぎゅっとにぎりしめる。

　そのときだった。突如、それは起こった。

　彼らが立つ後方、ふり返る先にそびえる〝サン・ミシェル島〟。その場所から突然に、




　すべてをゆるがす轟ごう音おんが──────!!




「わぁああっ！」「きゃあぁあ！」

　茉まつ莉りとウィルがよろける。慶けい介すけとクリスが足を踏みしめこらえる。

　大地がゆらぐ。大気がふるえる。ワールド一帯に恐ろしい衝しよう撃げき音おんが轟とどろき渡る。

　それが始まりだった。それが高らかに告げられたファンファーレだった。

〝オーシャンズワールド〟を舞ぶ台たいに、狂乱と混迷と惑乱の祭りの始まる、合図だった。
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　暗い、影かげわだかまる一室に男は立っていた。

　室内を照らすのは、ひとつの壁かべに並ぶいくつものモニタの弱い光。

　モニタの下方には機き器き類るいの並ぶ卓上の操そう作さ盤ばん。その前の座席に誰だれかが座っている。

　高い背もたれに人物の姿は隠れて見えない。操作盤の機器類を操作する、包帯を巻いた細い手と腕が見えるだけだ。男か女か、それすら定かではない。

　座席の後ろからモニタをにらむ男の横顔を、弱い明かりが照らす。青白くおぼろな光がいっそう、その横顔の陰いん鬱うつさを強きよう調ちようしていた。

　男は神経質に両手をにぎりこすり合わせる。にぎる右手の親指にひとつのリングが光る。

「もうすぐだ……見ていろ、衆しゆう愚ぐどもめが……突き落としてやるぞ、おまえたちの大好きな楽しい楽しい〝非日常〟へ…………」

　口元をゆがませ、彼はつぶやいた。にぎりこすり合う両手の動きが早くなる。

　彼は緊きん張ちようか肩をいからせ前かがみになり、落ち着かなげにうろうろと室内を歩き出す。爪つめを嚙かみこぶしをにぎり大きくひとつ息を吐くと、彼は部屋の奥をふり返った。

「ああ、〝アダリー〟！　来てくれ、僕のもとへ！」

「はい、マスター……」

　奥の暗がりから、銀の鈴ふる声がした。

　モニタの弱い明かりの近くへ、純白のドレスの裾すそを波打たせ、女性が歩んでくる。

　揺れる豪ごう奢しやな金の髪が縁ふち取どる面おもては、神こう々ごうしいまでに慈じ愛あい深ぶかく美しい。

　男は彼女が近づくのが待ちきれぬように両手を広げ、身を乗り出してかき抱いた。

　しばし彼は女性を抱きしめる。ふるえる腕でしがみつくように。

「〝アダリー〟、〝アダリー〟！　教えてくれ。だいじょうぶだろうか？　本当に僕は、僕の望む領域にたどりつけるだろうか？」

「はい……もちろんですわ、マスター。全能の私の主あるじ……」

　女性は優やさしく男の背に両手を回す。愛いとおしみ慈いつくしみ、守りいたわるように、

「きっと。きっと必ず。ええ、必ず上う手まくいきますわ……〝現世〟へ終しゆう焉えんをもたらし、そのあとに、あなたの望むあなたと私を唯一の存在とする世界へ、間違いなく……」

「いってくれ、〝アダリー〟……僕が望む言葉を。ああ、お願ねがいだ！」

　男の血を吐くような懇こん願がんに女性はほほ笑えみ、彼の耳元で甘くささやいた。

「素す晴ばらしいあなた。あなたこそすべての頂点。あなたの才能のみが唯一絶対の真実。その才能を理解し得ない哀れな者どもが住む〝領域〟など、存在の必要もありません……」

「本当に？　本当にそう思うかい？　心の底からそういってくれるかい、〝アダリー〟？」

「はい、マスター……私はあなたの物。あなたが望みうる言葉、あなたが欲する愛、あなたが願ねがう理想がこの身にあります。ええ、あなたの願いは必ず叶かないます。なぜなら」

　男の肩に波打つ黄金の髪を預け、女性はうっとりとけぶる海の色の瞳ひとみを閉じた。

「〝あれ〟は、私たちに約してくれたではありませんか……完かん璧ぺきなる〝理想世界〟を……」

「……ハ、ハハ、ハ……そう、そうだね、そうだ、そうだよそのとおりだよ！　ハハハ！」

　頰ほおをひきつらせ男は笑った。満足そうな、しかしどこかに不安を内包する笑いだった。

　彼は女性を抱きかかえたまま、背後をふり返る。八角形の眼鏡めがねのフレームにモニタの光が跳ね返る。光るレンズにモニタの映像が映りこむ。

　食い入るようにモニタを見つめ身を乗り出し、男は操そう作さ盤ばんの前に座る誰だれかに叫んだ。

「さあ、さあ、さあ！　ベアトリーチェ、始めろ、始めるんだ、いまこそ！　いまこそ僕の演出した狂乱のショーを、この〝ワールド〟に満ちる衆しゆう愚ぐどもに見せつけろ！」

　彼は命じて笑った。高らかに笑った。ひきつる耳障りな高笑が暗がりに響ひびき渡った。




　暗い室内の、明かり届かぬ隅のわだかまる陰の中から、なにかが男を見つめる。

　昏くらい輝かがやきの双そう眸ぼうで、笑う男をじっと見つめている。

　────灰はい色いろの髪が覆おおいかぶさる壮絶な美び貌ぼうが、紅あかい血ち塗ぬれた唇でゆっくりと、笑った。
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　現実を正しく認にん識しきできた者は、数少なかった。




　見上げるメインマストから────四体の〝それ〟は激はげしい衝しよう撃げき音おんとともに落下した。

　ステージに降り立ち身をもたげ起き上がるそれは、




　────〝人形〈マネキン〉〟。




　醜みにくくふくらんだ体と球体関節の手足、血管の浮き出た青白い肌の、奇怪な異い形ぎよう。

　見上げる高さの四体のそれは、四つん這ばいでステージ上に身を起こす。

　人形には頭部が────いや、首が、ない。

　両肩にめりこむように顔面が埋まっているだけだ。

　それは長い髪に縁ふち取どられた、精せい緻ちに作られた凍る美び貌ぼうの少女の顔。

　人に近い姿をしていながらあきらかに人とちがう、おぞましく奇怪な怖おぞ気け立だつ造型だ。

　ステージ前にいる誰だれもが声がない。人々は目を開き口を開けて凍り固まり硬直し────

「い、いやゃぁああああああぁああああ──────────────っ！」

　つんざく女性の悲鳴が響ひびいた。その絶叫が人々の動きを溶かし火をつけた。

　客たちはきびすを返し逃げ出した。互いを突き飛ばし踏みつけ我われ先さきに必死の形ぎよう相そうで。

　逃げる彼らをおぞましい造型のマネキンは無表情に見下ろし────突如、

　跳んだ。

　巨体に合わぬ野や獣じゆうのごとき敏びん捷しようさでそれは人々に襲おそいかかる。

　瞬まばたきの間に四体はエリア内に散開、すべてを蹂じゆう躙りんし始めた。

　手近な数名を青白い手がつかみ、空中に跳ね上げる。

　逃げ惑う人々に跳びかかり押し倒して踏みつける。

　ショップやカフェに乱入し人々ごとテーブルを跳ね上げ叩たたきつけて破は壊かいする。

　ヤシの木々をなぎ倒し床に倒れた人たちの上に乗り逃げる人々を追いつめる。

　たちまちエリア内は逃げ惑う人々の絶望の絶叫に包まれた。




「な……なに!?　いったいなにが!?」

　マスト上に得え体たいの知れぬなにかを見た──と慎しんが認にん識しきした瞬しゆん間かん、それらは消えた。

　同時に空気をふるわす衝しよう撃げき音おん、一拍あとにステージ方角からつんざく悲鳴が上がる。

　蒼そう白はくの周しゆうが叫びながら真っ先に木陰から飛び出した。

「止やめて、止めてくれ、〝ベアトリーチェ〟！」

　────〝ベアトリーチェ〟!?

　周の言葉に慎とリュウトは顔を見合わせた。急いでふたりは開けた場所に走り出て、

「あ……あ、あ……」

　その瞬間、慎が声にならぬ声を上げ、一歩あとずさる。

　視界に入るなにもかもが壮絶な有様だった。なぎ倒されたヤシの木々、破は壊かいされたレストラン、エリアのあちこちに人々が倒れている。

　うめき声と泣き声、惑乱の悲鳴……あらゆる言葉をなさない叫びが辺あたりに満ちていた。

　そのとき、ばしゃり、と大きな重い水音が聞こえた。は、と慎とリュウトは視し線せんを移す。

　視線が移るプールの中にいたのは────

「……な……んだってんだ……〝異い域いき〟のヤツらかよ!?」

　リュウトの声を聞く慎は、〝それ〟と、目が合った。

　四つん這ばい姿勢で水中からこちらを見る、美少女の顔を肩にめりこませた、異い形ぎようと。

　ガラス玉の瞳ひとみが動く。空虚な、感情も魂もない造型が、慎を見つめる───────

　不意にそれが跳ちよう躍やくした。大きな影かげが信じられぬ速度で飛びかかる。

「うわぁ！」「慎！」

　とっさにリュウトが慎を突き飛ばす。床ゆかに倒れる慎の真上をそれが通過する。

　ダン！　と彼方かなたで着地する音、さらにそこから床を蹴けって走る音がつづいた。

「ックソ、だったらこっちも行くぜ────神み渡わたし!!」

　リュウトが叫んで走り出す。彼の両手足に光の風が渦巻き宿る。

　瞬まばたきの間にベルトを重ねたような武骨なナックルバスターとブーツの戦具が出現、リュウトは戦具に包まれたこぶしをにぎり人形に向かって跳ぶと、突進する異形の顔面に激はげしく蹴りを食らわせた。

　一瞬、人形の動きが止まる。そこへ、強烈にこぶしがめりこんだ。たまらず異い骸がいの体が後ろにわずかに下がる。リュウトは床に降り立ち、前方をにらんで吐き捨てた。

「〝頭〟がねえってのはやりづらいな。手っ取り早く攻こう撃げきぶつける箇所がなくてよ！」

　人形はぞっとする無表情で少年を見下ろすと、いきなり身をかがめ高くジャンプした。

「あぁっ!?」

　リュウトの間近に異形は落下、彼を片手で激しく払い弾はじく。

　オレンジレッドの髪の少年は強く床に叩たたきつけられプールサイドの縁ふちまで滑った。

　異骸の巨体が倒れたリュウトに向かって走る。




　後方で慎しんはリングを指にはめ、対たい峙じするリュウトと異い骸がいを見ていた。

　あの〝異骸〟に、自分の光や眩げん惑わくが主体の力が効くかどうかわからない。

　しかし慎は、その動きを見ている内に気づいた。

　人形は跳とび退すさり動きを変えるリュウトに合わせ素す早ばやく体の向きを変えている。ということは外部からの刺し激げきを感覚として受容するなにかを持っているのだ。

　そう考えたとき、リュウトが異い形ぎようにのしかかられ弾はじき飛ばされるのが見えた。

　とっさに慎はリングをはめた右手を突き出し叫んだ。

「──　輝閃〈フルゴル〉　──!!」

　異形の顔前にまばゆい閃せん光こうが炸さく裂れつする。

　刹せつ那な、人形がのけぞり凍りつく。その間かん隙げきをリュウトは逃さない。

　瞬しゆん時じに身を起こしブーツの底で床ゆかを蹴けりつける。浮き上がる四つん這ばいの異骸の体の真下に滑りこみ、強く両手を床について倒立、壮絶ないきおいで天へと向かって蹴り上げた。

　蹴り飛ばされた異骸の体が宙に浮く。

　浮いた体を追ってオレンジレッドの髪が跳ちよう躍やくし───────────

　空中で後転、全力の凄すさまじい蹴りで下方へ向かって叩たたき落とす!!

　視界が揺れるほどの衝しよう撃げき音おん、人形はコンクリートの床を割ってめりこんだ。

　割れた床の間で停止する異骸のそばにリュウトが降り立つ。そこへ慎が駆け寄った。

「だいじょうぶか、リュウト！」

「サンクス、慎。おかげで助かった……ってかオイ、二にの関せきのヤツは!?」

「え!?　そ、そうだ。さっき飛び出してってどこへ」

　問われて慎はあわてて辺あたりを見渡し、苦しげにうめく人々に気がついた。床に倒れうずくまる傷ついた人々を見て、思わず慎は、焦りの声でリュウトにいった。

「早く怪け我が人にんを助けないと。救急車とか、呼んだ方がいい」

「そうだな。もうスタッフか誰だれかが連絡してるかもしれねーけど……」

　つぶやいて、はっとリュウトは後方をふり返った。斜めに倒れ視界をふさぐヤシの木々の彼方かなた、ステージの方角から破は壊かい音おんと人々の悲鳴が聞こえたのだ。

「まさか────千せん花か！」

　リュウトは叫んであとも見ずに駆け出す。

　しまった、と慎は唇を嚙かんだ。おそらくあちらにも同じ〝異骸〟がいるのだ。

　ユイナの顔が脳裏をよぎる。彼女の身を案じる気持ちが胸の奥をさいなむ。

　だが、傷ついた人々を置いていくのもためらわれて足が動かない。

　ふと慎は、近くの破壊されたベンチの近くに落ちているバッグに気づいた。

　開いたバッグの口から、赤いエナメルの携帯電話が飛び出している。慎はとっさに思いついてそれを拾った。救急車を呼ぶために少しの間だけ貸してもらおうと思ったのだ。

　彼は携帯を開き液晶画面にアンテナが表示されているのを確かく認にんして、ボタンを押した。

「……？　え!?」

　慎しんはもう一度、耳から携帯を放して画面を見る。

　アンテナは三本とも確たしかに表示されている。電波の圏内のはずだった。

　もう一度１１９番を押し耳に当てる。しかしその耳に聞こえてきたのは、

　────『圏外』を示す、アナウンスだった。







　真っ先に反応したのはユイナだった。

　ステージに人形どもが出現した瞬しゆん間かん、椅い子すを蹴け倒たおし観かん葉よう植物を乗り越え走り出す。

　走りつつリングを指にはめる。そのあとを千せん花かと乙おと芽めがつづいた。

　ステージ前の破は壊かいされた座席の間、倒れた人々の上にのしかかっていた異い形ぎようの一体がユイナに気づいて身を起こす。ユイナは臆おくせず異形の前に立ちはだかった。

　ユイナの頭上、巨大マストの天てつ辺ぺんからひび割れた声が降る。

「……ツぶセ、〝夢遊機形〈オートマトン〉〟……タダノ血肉ノ塊に帰セ……」

　声が告げられた刹せつ那な、感情も魂もない、不吉なまでに昏くらいガラスの瞳ひとみが動き──────

　瞬間、その姿が忽こつ然ぜんと消えた。

　ユイナたちの足元に影かげが生まれる。消えたのではない、跳ちよう躍やくしたのだとわかった瞬間、

「きゃぁああっ！」「あぁああっ！」

　落下する激はげしい風圧が三人を襲う。

　間近の千花を抱いてユイナはからくも跳とび退すさった。乙芽も横っ飛びに跳んで逃げる。だが乙芽が跳んだ先に観客の少女が気絶して倒れていた。

　巨体の異形が走る。壊こわれた座席の破片を弾はじき飛ばして乙芽へ突進する。

「あ、危ない！」

　倒れた少女を乙芽はとっさに抱いて転がった。

　前方からのすさまじい風圧が紙一重の位置を通りすぎる。異形は床ゆかを蹴って向きを変え、倒れた乙芽に獣けもののごとく飛びかかった。

「いやああっ！」

　青白い腕が乙芽の足を引きずり高々と持ち上げいまにもふり下ろそうとする。

「光輝〈デュランダル〉!!」

　ユイナの叫びと同時に右手に光が生じて伸びる。

　長い髪をなびかせユイナはジャンプ、にぎった剣で人形の腕を薙なぐ。

　空気をふるわす破壊音、異い骸がいの腕が叩たたき割られて乙芽の体が床へと落下する。少女は身軽に宙で回転、地にひざをついて着地した。ユイナは横目でそれを確かく認にんすると、異い骸がいへ向き直る。

　見上げる大きさの人形は、不意にコンクリートの床ゆかに強く足跡をつけて走った。

「ッ!!!?」

　横様に殴りつける手のひらの衝しよう撃げきがくる。

　避けるユイナの長い髪を裂く人形の爪つめ、しかし少女の体は爪の軌道上にはない。

　伸ばされた腕へとユイナは跳ちよう躍やく、それを足がかりにさらに高くジャンプ、人形の顔がそれを追い体ごと見上げる、そこへ─────────

「ハァアッ!!」

　あでやかな美少女の顔の真ん中に突き立てられる〝光輝〈デュランダル〉〟の刃やいば！

　深々と白銀の剣は柄つかまでめりこむ勢いで突き刺さった。

　造られた美少女の顔面が割れる。内部に巡らされた金属の横木、バーにワイヤがのぞく。

　ぐらり、と人形のボディがゆらいだ。ユイナは跳とび退すさりつつ、「光輝〈デュランダル〉！」と名を呼ぶ。突き刺さる剣が人形の顔から消えてユイナの手に戻る。

　白銀の剣をにぎって長い髪をなびかせ水着姿の少女が走る。目指すは巨大帆船だ。

　走りながらユイナは叫んだ。

「千せん花か！　〝風〟で打ち上げて。できる!?」

　後方にいた千花が、その声にはっと気づく。
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　その間にユイナは帆船の甲かん板ぱんに駆け上り素足で床板を強く蹴けりつけた。その瞬しゆん間かん、

「──　翼空〈アーラ〉　──！」

　千せん花かがリングをはめた右手を突き出し〝言葉〟を放った。

　渦巻く空気の翼つばさが生まれた。弾丸のごとく打ち上げられてユイナは一気に見上げる高さのメインマストの帆桁〈ヤード〉まで飛び乗り、そこからさらに跳ちよう躍やく。

　瞬まばたきの間にユイナはマントの人物の眼前に浮かぶ、相手が身を引く間もない──────

「イィヤァアアッ！」

　空中で回転する白銀の光!!

「………………ッ!!!?」

　耳に痛い金属音、くぐもる悲鳴と裂かれたマントの切れ端を残し人物が叩たたき落とされる。

　帆船の下方、プールに高く水しぶきが上がった。

　ユイナは帆桁〈ヤード〉に足をついて蹴り、そして甲板にダン！　と降り立つ。

　が、はっと彼女は前方をふりあおいだ。

　フォアマストの帆桁〈ヤード〉にもう一体の異い形ぎようがしがみついている。

　不意にマストを蹴倒す勢いで異い骸がいがユイナ目がけて跳躍した。

　飛とび退のくユイナのあとに青白い人形が激はげしく甲板に落下する。

　割れた床ゆか板いたを踏みしだき、異形は剣をかまえるユイナに向き直る────そのとき、

　人形の横よこっ面つらを横合いからの激げき烈れつな跳躍の蹴りが吹っ飛ばした!!

　巨体が蹴り落とされプールへ落下する。次の瞬間甲板よりも高く水柱が上がった。

　ユイナがふり返る前にリュウトが降り立ち、うそぶく声こわ音ねでいった。

「なにやってんだ。最後まで気ィ抜くんじゃねえよ」

「……来てるの、気がついてたから。それより慎しんは」

「あっちの〝異骸〟はやっつけたからだいじょうぶだ。心配性だな、アイツのママかよ？」

「うるさい」

　不ふ機き嫌げんな答えにリュウトが肩をすくめた。そこへ「リュウト！」と名を呼びながら、千せん花かとそして乙おと芽めが甲板へ昇ってくる。

「────!!!?」

　いきなり彼らは体をこわばらせて背後に向き直った。

　ステージ後方の倒れたヤシの木の間から、もう一体の人形が現われる。

　口に気絶した人間をくわえて、ゆらりと。

　唇が開く。床へと人の体が落ちて叩きつけられる。

　人形は両手足をついて獣けものの姿勢を取った。いまにも飛びかかろうとするかのように。

　無言でユイナとリュウトが走り出す。動きを見せる前に倒そうと考えたのだ。

　しかしそれより早くなんの予備動作も見せずに異形が跳ぶ。




「──　…………停輪〈パウサーティオ〉　──!!」




　少年の声が響ひびき渡った。

　重い金属音がした。嚙かみ合う歯車が突如停止したかのような、甲かん高だかく手ごたえのある音だ。と同時に人形が硬直姿勢で宙から落下した。衝しよう撃げき音おんで床ゆかがふるえる。

　乙おと芽めが驚きよう愕がくに瞳ひとみを大きく見開き、その声の方角に視し線せんを向けた。

「……え…………周しゆう、ちゃん……!?」

　わななく言葉が少女の唇からこぼれ落ちた。他ほかの三人の驚おどろきの視線が集まる。

　斜めに倒れかかったヤシの木の間に立っていたのは──────周だ。

　不意に帆船の舳へ先さきの方角から声が生じた。

「……なゼ、邪じや魔まスル……？　二にの関せき、周……」

　いつの間に這はい上がったのか、全身から水を滴したたらせマントの人物が舳先に立っている。

　その声に周はリングをはめた右手を下ろし、口を開いた。

「約束だったはずだよ……〝ベアトリーチェ〟。誰だれも、襲おそわないって」

「……ソレは、我わガマスターと、アナタトの、約束、ダ……」

「そんな！」

　悲壮な表情で周が抗こう議ぎの声を上げた。しかし、〝ベアトリーチェ〟と呼ばれた人物はざらつく低い声で、無情に答えた。

「……マスターと話セ……ワタシの感知……スルトコロでハ、ナイ」

　周は唇を嚙かむ。リングをはめたこぶしを固くにぎり、か細い声で、告げた。

「……わかった。〝ラ・メルベイユ〟に……連れてってくれ」

「周ちゃん！」

　乙芽が一歩踏み出し、両手を開いて悲痛な声で叫んだ。

「なんで？　いったいそれ……どういうことなの？　わ……わかん、ない」

　乙芽の表情が、くしゃ、とゆがむ。涙を懸けん命めいにこらえる声で、彼女はいった。

「ボクのせい、なの？　周ちゃんが、家を出たのも、こんな、わけわかんない行動、するのも……全部、全部全部ボクが……いけなかった……の？」

　だが涙混じりの言葉にも周は答えず、目をそらし、体の陰で右手をわずかに、上げた。

「…………──　招来〈グラトゥス〉　──…………！」

　小さな言葉で告げられたその短い言葉は、〝現象〈フェノメノン〉〟を引き起こす〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟だ──────

　いきなり横合いからなにかが飛来し、みなを襲しゆう撃げきする！

「!!」

　ユイナがかわしざまに〝光輝〈デュランダル〉〟を閃ひらめかせ斬きりつけ弾はじく。

　真っ二つに割れて床ゆかに落ちたのは、カフェやレストランのテラスに置かれていた丸テーブルだ。みなの視し線せんが床で跳ねるそれを追う。

「なに？　どうしてこんなのが急に……」

「あとだ、千せん花か！　くるぞ！」

　リュウトが叫んでこぶしで宙を打ち払った。激はげしい音で割れて落ちるテーブル、その刹せつ那な、破片を乗り越えマントの人物が走り抜ける。

　倒れたヤシの陰で待ちかまえていた周しゆうがともに走り出す。

「周ちゃん！」

　乙おと芽めが追うのを阻むようにテーブルがさらに飛来した。空中いっぱいに空気を裂いてそれらが飛ぶ。耳元をゴウ！　とかすめるのを避けユイナが跳んだ。跳んで空中で、

「イヤァアッ!!」

　ダブルブレードの柄つかをにぎり勢いよく薙なぎ払う。

　すさまじい風圧と鋭するどい斬ざん撃げきが飛び交うテーブルを一気に吹き飛ばす。

　と────突如、宙に浮いていた丸テーブルがそろって床に落ちた。

　それを動かしていた〝力〟がかき消えた、というかのように。

　あとには壊こわれたテーブルが散乱する破は壊かいの惨状だけが残った。

「周ちゃん、周ちゃんっ!!」

　乙芽が悲痛な声こわ音ねで叫んで走り出そうとする。はっと千花がその肩をつかんだ。

「待ちなさいよ！　ひとりでやみくもに行ったってしょうがないでしょ！」

「いやだ、いやだ……！　だって、だってやっと会えたのに……！」

　我われを忘れて千花の手をふりきり駆け出す乙芽の前へユイナが立ちはだかった。

「だめ。千花さんのいうとおりだ」

「でも！」

「一いつ緒しよにいく。……百もも世せさんの気持ち、わかるから」

　乙芽の動きが止まる。彼女は涙をいっぱいに、こぼれんばかりに瞳ひとみにためてうつむいた。

「いた……！　よかった、みんな無事だったんだ」

　背後から少年の声がかけられた。その場のみなは後方へ向き直る。

　こちらに歩む少年を見るユイナの表情が、まるで明かりを投げたように輝かがやいた。




　倒れた木こ立だちとひび割れた床を乗り越え、慎しんはステージの方角へ走った。

　斜めに倒れかかるヤシの木を越えた先に仲間の姿が見えた。

「よかった、みんな無事だったんだ……！」

　声に彼らもふり返り、慎の姿を見とめる。と、真っ先に、

「慎しん！」

　水着姿のユイナが駆け寄ってきた。無事なその様よう子すに、慎はさらにほっと肩を下ろす。が、同時にビキニの彼女の肢体にこんなときにもかかわらず思わず胸が高鳴った。

「どうしたの、遅かった」

「あ──ああ、いや、ごめん。まだ無事だったスタッフを手伝って、怪け我がした人たちをスタッフルームに運んでたんだ。すぐこっちに来たかったけど……でも、」

　不安げに自分を見つめるユイナに向けて、安心させるように慎は笑ってみせた。

「ユイナなら、きっとだいじょうぶだって信じてたし」

　その言葉の瞬しゆん間かん、ユイナの不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみが見開かれた。

　意表をつかれた、とでもいうかのように。

〝光輝〈デュランダル〉〟をにぎる右手を下ろし、彼女はうつむいた。

　向き合うふたりのもとへ、リュウトと千せん花か、乙おと芽めが駆け寄ってくる。

　彼らは集まり顔を合わせ、ここまでの経けい緯いを報告した。

「……ってわけで、二にの関せきは〝ベアトリーチェ〟ってマントのヤツと行っちまった。〝ラ・メルベイユ〟っていってたからな。たぶん行き先はそこだ」

「それなら、一箇所しかないよ。ワールド中央のサン・ミシェル島だ」

「でも、わざとだったら？　わざわざあたくしたちに聞かせて誘いこむつもりかも」

　慎とリュウトの会話に千花が口をはさんだ。ユイナが考え深げなまなざしでつぶやく。

「そうだ、まだ苑そのさんたちが外にいる」

「じゃあ、連絡したら先回りしてもらえるかな」

　乙芽の焦りの声に、慎が首をふって答えた。

「だめだ、さっき救急車呼ぼうと思って落ちてた携帯使わせてもらったけど、通じなかった……アンテナ立ってたのに。スタッフルームの電話もショップの公衆電話も全部だめで」

「アンテナ立ってても？　変ね、もう一度確かく認にんを」

　そのとき千花の声に重なって、近くに落ちていたユイナのバッグから携帯の着メロが鳴った。ユイナがふり向き、急いでバッグから携帯を取り出し耳に当てる。

『……苑ですわ。ユイナさん！』

「茉まつ莉りさん!?　つながってる！」

　ユイナの声がはずむ。だがさらに口を開きかけて、不意にその動きが止まった。

「……団長が!?　サン・ミシェル島で爆ばく音おん!?」

　はっと、みなは顔を見合わせた。場の緊きん張ちようが一気に高まる。

「いまさっきここで〝異い骸がい〟の襲しゆう撃げきがあった。全部駆逐したけど、行方ゆくえ不ふ明めい中ちゆうの百もも世せさんの王がいて……うん、わかった。いったんそっちと合流し……茉莉さん？　茉莉さん！」

　携帯をにぎりしめユイナが叫んだ。だが通じないらしく、携帯を耳から離はなし画面を見つめる。横からのぞく慎しんの目の前でアンテナが消え『圏外』の文字が表示された。

　重い沈ちん黙もくが訪れる。ユイナを囲み、みなは押おし黙だまった。

　慎が顔を上げると、決意を声ににじませ、いった。

「とりあえず動こう。ここで立ってるだけじゃダメだ」

「そうだな。オイ、着替えにいくぞ。こんなカッコで戦ってられっかよ」

　リュウトはすりむき赤くなったひじと背中を慎に見せた。

「〝ぬののふく〟にも防御力があるって、すげえ実感するぜ」

「な……なによ、その怪け我が！　ちょっと見せなさいよ！」

　急に千せん花かがリュウトに食ってかかった。いぶかしげにリュウトが彼女へ視し線せんを合わせる。

「ハ？　別に見せるほどのモンでもねえよ。なに怒ってんだよ」

「怒るわよ、勝手に怪我なんかして。どうせ後先考えないで無む謀ぼうに突っ走ったんでしょ！」

「……はぁ？　ますますわけわかんねえっての。オレがどうしようがオレの勝手だろ！」

「ま、まあまあ。着替え室は無事みたいだからさ、即行着替えて出口前で集合しよう」

　あわてて慎がけんか腰のふたりに割って入り声をかける。

　千花もリュウトもフン！　とそっぽを向いて肩をいからせ超早足で歩き出す。

　乙おと芽めが「？」マークを頭に浮かべつつも、急いで千花のあとを追った。

「じゃあ、ユイナ。またあとでな」

　慎はかたわらにじっと立つユイナをふり返る。彼女はこくん、とうなずくが動かない。

　どうしたのかと慎が声をかけようとした、そのときだ。

　不意にユイナが、ぎゅ……っと、慎の片腕を両腕で抱えて胸に抱きしめた。

　まるで、胸にあふれる言葉にならない想おもいを伝えるように。

　慎は刹せつ那な、ぼうぜんとなった。

　次の瞬しゆん間かん、鼓動が跳ね上がる。跳ね上がって躍おどり上がって口から飛び出しそうになる。

　むき出しの腕に少女の胸が触れ、薄うすい一枚の布越しに双丘の感触がわかる。

　体を芯しんから熱あつくする彼女の肌の柔らかさを、自分の素肌で、感じる────

　しかしそれは一瞬、すぐさまユイナは体を離はなしうつむくと、いった。

「……うん、あとで」

　ぶっきらぼうにそういって、彼女はくるりときびすを返し走っていく。

　それを慎は見送る。見送りつつ、自分の耳たぶが熱いのに気づく。いや耳たぶだけではない、顔中が全身が、抱きしめられた腕が、全部────灼やけるように、熱い。

「い、いや……！　その、こんな場合じゃ、その……！」

　必死に慎は頭をふった。だが全身の熱さは治まらない。

　うずまく混乱と激はげしくなる鼓動とに突き動かされ、慎は全速力で走り出した。




　ユイナは千せん花かたちのあとを追い、プールサイドを小走りに歩いていた。

　口くち下べ手たな自分が恥ずかしかった。いつもそうだ。いつも上う手まくいえなくなって、言葉にできなくなって、その代わりにうかつな行動をしてしまう。

「慎しんが無事で良かった」と伝えたかった。だがいえなかった。

　多くの傷ついた人々がいるのに、あまりにそれは自分本位の言葉に思えたから。

「ありがとう」と伝えたかった。だがそれも、できなかった。

〝……きっとだいじょうぶだって信じてたし……〟

　彼はそういってくれたのに、離はなれて不安で信じられずにいた自分が恥ずかしかったから。

　胸に手を当てる。唇をきゅっと引き結び、うん、とかすかにユイナはうなずく。

　だいじょうぶ、彼を信じよう。そう、固くユイナは、決めた。




　慎たちは知らなかった。

　外にいたはずの人々が、『シーコーストエリア』内へ入ろうとしてるのを。

　人々がぶつかり押し合う様でエリア入り口がすさまじい混乱状態になっているのを。

　それを慎たちが知ったのは数分後。身支度を整ととのえ入り口前の通路に集まったときだった。

　時刻は間もなく一時。狂乱と狂きよう騒そうのお祭り騒さわぎ、華美で華か麗れいで夢のごとき盛大なパレード、〝ラズル・ダズル・キャバルケイド〟が始まる、時刻。

　だがいま、ワールド内のメインストリートを進むのは──────




　　　　　　　２




〝ラズル・ダズル・キャバルケイド〟。

　それは、オーシャンズワールドでもっとも目玉とされるパレード・ショーだ。

　パンフレットに載せられたパレードの写真には、どれも目もくらむばかりの絢けん爛らんたる夢のごとき美しさが写し出されている。

　フロートと呼ばれるきらびやかに飾り立てられた山だ車しに乗るのは、映画やアニメのキャラクターたちと、にぎやかな曲を奏でるバンド。原色の衣装の肌もあらわなダンサーの一団、華麗なダンスと芸を見せるストリートパフォーマーたちがともに進行する。

　妖よう精せいにプリンスにプリンセス、キングにクイーンに、夢の世界にだけ住む住民に扮ふんしたダンサーたちが、色とりどりのバルーンと花々と、いっぱいの笑え顔がおをふりまいて、進む。

　宝石箱とおもちゃ箱をひっくり返したかのような、華々しくも幻想的なパレードだ。

　オーシャンズワールド中央を貫くメインストリート、『エンドレスブルー』を、華麗なファンファーレを合図にこのパレードは進行する─────────はず、だった。

　だが始まりの合図は、ファンファーレでは、なかった。

　サン・ミシェル島から不意打ちのごとく起こった、地面をゆるがす轟ごう音おんだった。

　轟音と同時に、どこからともなく長い長いパレードが現われメインストリートを進む。

『エンドレスブルー』沿いで待ち受けていた大勢の客たちは、自分の目を疑った。

　確たしかにそれは、ありうべからざる〝非日常〟の、夢のパレードだった。

　────ただし、悪い夢の。




　き、きけきけけけけきしししぎしししし…………、

　ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい─────っ!!

　異い骸がいのモノどものパレードが、進む。

　十月の青空の下、パーム・ツリーが並び、青と白に統一された美しい建物が軒を連ねる『エンドレスブルー・アベニュー』を。

　陽気な曲の代わりに響ひびくのは、甲かん高だかい異様な笑い声と歯車が嚙かみ合い回る金属の駆動音。

　パレードを構成するのは、すべて〝人形〟。

　ズタズタの血まみれのぼろをひきずる、縫ぬい目もあらわな巨大なクマ。

　口の回りに赤黒い塗料をべったりとなすりつけた、薄うす汚よごれくすんだウサギたち。

　血ち糊のりのついたいかつい斧おのを引きずり歩く姫君のドール。

　ぽっかり開いた腹から、内ない臓ぞうにも似た絡み合う赤と青のコードを垂らしたマネキン。

　黒光りする甲こう殻かくのボディを誇示し、金属の爪つめでのし歩くゼンマイじかけの甲虫ども。

　長い槍やりの先に、ふくれた腹の青白いベビー人形を突き刺し進む兵隊人形。

　槍の穂ほ先さきからだらりと垂れ下がる死体のごときベビー人形は、ときおり思い出したように手足をびく、と引きつらせる。

　パレードの先頭を歩くのは巨象。つぶらな瞳ひとみと愛らしい口を持ちながら、カビてたるんだ青黒い皮ひ膚ふとワイヤでかろうじてつながるちぎれかけの鼻と耳を持つ、ハリボテ。

　その背には、マントを巻きつけた小柄な人ひと影かげが座っている──

　生気もない精彩もない、華やかな色彩も統一感も美もメルヘンも夢も一切かけらもない。

　よどみくすんだグレーと濁にごる青と汚れた白と黒に近い赤がパレードを構成する色だ。

　ひぃいいいいぃいいいいいいいいい─────────っ、

　天をあおぎ、狂える姫君たちが笑う。道化師どもが追随し、歯を嚙み合わせて笑う。

　異骸のモノどものパレードは、ゆっくりと、進む。

　歯車をきしませ、金属の関節を鳴らし、狂乱の笑いを響かせて。

　誰だれもが動けなかった。誰もがぼうぜんと眺める以外、なにもできなかった。

　その哀れな観かん客きやくたちを人形どもが、ぎょろりと目玉と首を百八十度回しねめつける。

　見つめる人間どもと、人形たちの目が、合う。その瞬しゆん間かん、

〝それ〟らは───────────襲おそいかかってきた。







　そのとき、茉まつ莉りたちはサン・ミシェル島をはさんだ反対側のエリアにいた。

　だから気づくのに遅れた。気づいたときにはもうすでに、惨さん劇げきは、始まっていた。

「あ……あれ！」

　ウィルが彼方かなたを指差し叫んだ。岩と建造物の間から、それは見えた。

　人々の悲鳴が聞こえる。悲鳴と怒号と叫び声を上げこちらに群集が逃げてくる。その逃げる群れを追う、奇怪な姿の人形──────〝異い骸がい〟ども。

　正気を失わせる笑いを上げて、異い形ぎようの姿は人々を狩っていた。

　姫君の持つ斧おのがふりかぶられて、草を刈るがごとく人間が薙なぎ倒される。

　ぼろを引きずる巨大なクマが人々を踏みつぶす。

　兵隊が屍しかばねのベビー人形を突き刺した槍やりをふり回し、金属の甲虫が鋭するどい爪つめで襲おそいかかり、マネキンどもが狂喜のおたけびを上げ手当たり次第に哀れな観かん客きやくたちに飛びかかる。

　祭りだった。目をそむけるほどのおぞましい〝謝肉祭〈カニバル〉〟だった────

　そのとき、さらなる異変が起こる。

　それまで頭上は広がる青空だった。だが徐々に徐々に、その青が失われていく。

　陽ひの光が消きえ失うせる。時刻も定かでなくなる。黄昏たそがれの薄うす闇やみが空から降りてくる。

「〝領りよう域いきの間あわい〟……！　そんな、こんな広大な空間を……！」

　茉莉が口元に手を当て、ぼうぜんと首をふった。

〝領域の間〟────それは、〝現世〟と〝異い域いき〟のどちらにも属さない〝領域〈リージョン〉〟だ。これが拡大していけば〝現世〟は飲みこまれ、崩ほう壊かいする────

　慶けい介すけが謹きん厳げんな面おもてで前方を見据え足を踏み出す。

「自分たちが行きます。苑そのさんはメインゲートに行ってください」

　一いつ瞬しゆん、茉莉は慶介をふり仰いだ。あの異形どもの数は無数。果たしてこのふたりだけで立ち向かえるのか。逃げる人々を守り〝異骸〟どもと対たい峙じして、そこに勝算は、あるのか。

　だが、茉莉はうなずいた。決意を秘めた口く調ちようで彼女は告げる。

「わかりました。メインゲート方面で一般の方々を避ひ難なんさせますわ。お気をつけて」

「そちらこそ。…………行くぞ、クリス」

　慶介は背後のクリスをふり返ると、いった。

　彼の忠実な守しゆ護ご士し、銀の髪の美しき剣士は主あるじを見上げ、迷いもなく答えた。

「────ｙａ」

　ただ、一言。その一言が発せられた次の瞬間、

　ローラーブレードで大地を蹴けって、慶介とクリスは無む謀ぼうともいえる戦いへ走り出す。

　遠ざかるふたりの背を茉莉は見送る。白い手袋に包まれた両手を胸の前でにぎり、祈るようなまなざしで。それから彼女はかたわらの金髪の少年へと、いった。

「……参りますわよ、ウィル」

「いつなりと、我わが王」

　短い言葉をかわし、メインゲートへふたりは急いだ。




　立ち並ぶ、童話の家に似た可愛かわいいショップのドアのひとつが開く。

　中から真っ白なワンピースに身を包んだ茉まつ莉りと、金髪の小柄な少年・ウィルが現われる。

　ここはメインゲート前の『リゾートエリア』。城門を模したメインゲートはすぐそこに見える位置だ。茉莉とウィルはドアを出て外の通りへ出る。そこで、

「……!!」

　ただならぬ喧けん騒そうが耳に入った。ふたりは立ち止まり、ゲート方面を見て息を吞のむ。

　普通なら開園と同時に開き閉園まで閉ざされるはずのないメインゲート。

　だがいま両開きの巨大な門は固く閉ざされ、その前に人々が押し寄せ殺到している。

「開かない！　開かない……！」「なんでだ、なんで開かないんだよぉ！」「出して、ここから出してぇ、出してええぇええええっ……!!!!」「誰だれか、誰か───っ!!」

　見上げる高さの重い城門を叩たたき体当たりし惑乱の叫びを上げ彼らは助けを求める。

　茉莉とウィルが驚おどろきと焦りを面おもてに浮かべて、いった。

「外に出られない……!?　そんな、まさか」

「このワールドごと〝領りよう域いきの間あわい〟を発生させるために閉へい鎖さしたのか!?」

　そのときゲート前にひしめく群集の頭上に、背後より巨大な影かげがせまる。

　暗くなる視界に人々はふりあおぎ、そして凍りついた。

　巨大なぬいぐるみのクマの群れが、血ち糊のりで全身を汚したウサギどもが、ゆらりと、立つ。

　ぬいぐるみたちは人々を見て一斉に口を開け、笑いの形を作り──────

　不意に太い腕と太い足をふり上げて、固まる人々を薙なぎ払い蹴け散ちらかし始めた。

　悲鳴を上げ逃げ惑う人々をぬいぐるみどもが追い回す。

　狂気のぬいぐるみたちはまるで幼い子どものごとく無邪気に暴あばれている。

　その無邪気なこっけいさが、よけいに眼前の光景を残酷に陰惨にした。

　ゲート前に集まった客たちは抵抗する術すべもなく、泣き叫びながら蹂じゆう躙りんされる。

　茉莉が厳きびしく眉まゆを寄せると、ウィルに告げた。

「……あたくしがゲートを開けます。この閉ざされた領域から、正しい〝現世〟の座標へと〝扉〈ヤーヌア〉〟をつなげて。ウィル、よろしくて」

　短い一言だった。その一言を聞く幼い少年の顔がこの上なく険しく、真剣になる。

　人々を守り茉莉の〝現象の構こう築ちく〟の隙すきを守る。それが、その一言にこめられた意味だ。

　だが逡しゆん巡じゆんはほんの一いつ瞬しゆん、即座にウィルはきっぱりといった。

「僕は平気だ。茉まつ莉り、あなたの〝命令〈オーダー〉〟を、この僕に」

「わかりましたわ……では、命令────〝歓送〈センド・オフ〉〟」

「了解だ！」

　誇り高い声で答え、少年は走った。走りつつ左手を真横に突き出し彼は叫んだ。

「来い、フィンガル!!」

　光が生まれる。現れた身に余るほどの長大な大剣をかまえ、少年は駆ける。

　倒れた人々にいまにも襲おそいかかろうとしていたウサギを斬ざん撃げきが襲う。

　ウサギの腕が斬きり飛ばされた。宙に舞まう腕が内部の部品をまき散らし飛んでいく。

　ぬいぐるみどもがふり返る。無意味につぶらなそれらの瞳ひとみが一斉にウィルを見下ろす。

　金髪の少年はにぎった剣を突きつけて、生意気で尊大な口く調ちようで堂々と告げた。

「出ていけよ、悪夢。お前らがいるべき〝ネバーランド〟はここじゃない。いま僕が、お前たちが這はい上がってきた墓穴の底に送り返してやるからな！」

　だが彼の勇ましい宣言を聞く青白いぬいぐるみどもに、魂は、ない。

　それらはゆっくりとウィルに向き直る。

　次の瞬しゆん間かん、異い形ぎようどもが少年を吞のみこむ勢いで襲いくる。

　ウィルは動じない。突進するそれらのものどもをにらみつけ、叫んだ。

「〝形態変化〟────〝フィンガル〟!!」

　大剣が光に包まれた、その刹せつ那な！

　異形たちが宙へと高く吹き飛ばされる。少年を囲む群れが一気に崩くずれた。

　ウィルの姿が現われる。その手に持つのは、長い柄つかの鋭するどい穂ほ先さきを持った槍やり。

　背後に巨大なクマがゆらりと立った。眼前にウサギがせまった。

　それを察知しウィルは柄をにぎる。ダン！　と踏みこみ長槍を縦たてに大きく回転させる。

　回る柄つか尻じりに叩たたかれ鋭い穂先に斬り裂かれ前後の異形どもが地に打ち倒された。

　そのとき少年の頭上に、さらに巨大な影かげが差した。は、とウィルが背後に視し線せんを向ける。

　それは────見上げる高さの、巨象。

　ちぎれた耳と腐りかける寸前の醜みにくい皮ひ膚ふを持つ、つぶらな瞳ひとみの象の人形だ。

　そのつぶらな瞳でウィルを見つめ、生気のない不気味な象が横様に太い鼻で殴りつけた。




　茉莉は人ごみをかきわけ、閉ざされた両開きの門の前にたどりついた。

　後方でウィルが戦う音が聞こえる。唇を嚙かみしめ焦りをこらえ、少女は門を見上げた。

　白い手袋を脱ぎ、細く白い指先でゲートに触れる。その小指にきらめくリングが見える。

　目を閉じ、少女は可か憐れんな唇で〝言葉〟をつむいだ。

「門：開放の行程〈ポルタ〉・光：道標の示唆〈ルーメン〉・道：境界〈ウィア〉……」

　混乱の叫びに言葉がかき消される。指先の動きが、焦しよう燥そうからか早くなる。

「……だめ、届かない……この〝領域〟を決定する〝標〟が強大すぎる……あぁっ!!」

　突如背後から強い力で押された。かかる圧力に懸けん命めいに耐え、肩越しに少女はふり返る。

　その瞬しゆん間かん、茉まつ莉りは大きく息を吞のんだ。

「ウィルっ!!」

　逃げ場を求め押し寄せる人々の頭の間から、巨象の鼻で吹き飛ばされる金髪の少年の姿が、さらに倒れる彼の上に太い脚がふり下ろされるのが、見えた──！







　レンガ敷じきの道路にカフェの看板が、テーブルが椅い子すが壊こわれて散らばる。

　その上に吹き飛ばされた人々が倒れ折り重なった。

　悲鳴を上げる間も与えず金属の甲虫どもは人間たちを踏みつぶし行進する。硬く光る爪つめをレンガに食いこませ逃げる獲え物ものを追い求め、それらはまい進していく。

　止められる人間はない。阻止する者もない。我わが物顔で〝異い骸がい〟の群れが行く。

　だがその惨さん劇げきへ突とつ撃げきする風のごとき疾しつ駆くがある─────────！

「天てん啓けい！」

　マリンブルーのつなぎの少女が両手を開いて叫んだ。叫ぶ両手に二対の剣が生じる。

　道路を滑り華か麗れいなスケーティングで少女・クリスは異骸の群れのただ中に突入した。

　激はげしく両手の剣で周囲を斬きり上げる。甲虫どもが跳ね上げられ高々と宙に浮くそこへ、

「────　迅雷撃〈フルゲオ・イクトゥス〉　────！」

　降りそそぐ雷撃の攻撃!!

　焼かれて道路へ落ちる金属の殻の間を滑り抜け、クリスのあとを慶けい介すけが走る。

　ふたりは目の前に現われる〝異骸〟を次々となぎ倒し縦じゆう横おう無む尽じんにエリア内を駆け巡る。

　だが足りない。視界に見えるうごめく人形どもの数は減らない。惨劇も止まらない。

　慶介はクリスの前に回りこみ、前方を見据えて腕を伸ばし彼女を止めた。

　謹きん厳げんな少年のまなざしが、いつになく険しく厳きびしい光を放つ。

「……できる限り強大な規模の〝現象〈フェノメノン〉〟を構こう築ちくする。その時間を稼かせいで欲しい。あの数を相手に、それができるか──────クリス」

　クリスは慶介を見上げた。その瞳ひとみに静かな決意が宿る。

「迷う必要はありません。わたしは信じています。あなたの判断を。あなたの……決して情に惑わされぬ冷徹さを。どうかご命令を、我が王」

　慶介はクリスを見下ろすと、ひたむきな彼女の青い瞳を見つめ、いった。

「では、命令〈オーダー〉……〝舞踊〈ダンシング〉〟！」

「ｙａ！」

　誇り高い声こわ音ねでクリスは応こたえ、滑走を始めた。

　それを見送り慶けい介すけは道路のただ中に立つ。

　こぶしをにぎり、深く深く息を吐く。そして両手を強く激はげしく前方へ突き出した。




　銀の髪の少女は走る。風をまとい稲いな妻ずまのごとき速度で走る。

　行く手に血ち糊のりのペイントをほどこした斧おの持つプリンセスたちが立ちはだかった。

　クリスの青い瞳ひとみが光る。地を蹴けり彼女はさらに加速した。

　向かうクリスに一斉に斧がふり下ろされる。

　だが電光にも似た超速度のジグザグ滑走、ドールの間をクリスが滑り駆け抜け同時に左右に両手の剣を華か麗れいに薙ないで斬きり伏せる！

　駆け抜け走るクリス、そのあとにドールたちがバラバラに崩くずれて落ちた。

「!?　ッあぁあっ!!」

　不意に豪速の衝しよう撃げきが横合いからきた。

　少女はすさまじい力に跳ね上げられて飛ばされ道路へ激げき突とつし滑った。

　彼女を襲おそったのは兵隊たちの長なが槍やりだ。穂ほ先さきに刺さるベビー人形がケタケタとあざ笑う。

　うめき声を上げて崩れる彼女へ一斉に金属の甲虫が群がり跳びかかった。




　慶介は目を見開き、眼前の光景を見据えていた。

　彼の視界の中、クリスが異い形ぎようどもに囲まれ襲しゆう撃げきされるのが見える。

　彼女を助ける者は誰だれもいない。ここで慶介も構こう築ちくを中止はできない。

　刹せつ那な、慶介は奥歯を強く力の限り嚙かみしめる。嚙みしめる歯の間から言葉を押し出す。

「基盤構成─嵐あらしの標章：雷電〈フルメン〉─・性質─堕天使：流星〈ファクス〉……」

　右腕を真横にはらう。

「……形状─放射〈フルエレ〉・対象：凶殻〈アルマ〉……」

　左腕を勢いよく地へ向けすぐさま胸へと曲げる。

「……付加：高貴なる光紫〈コンキリウム〉……」

　強く両手を水平に開く。開く両手の間に輝かがやき弾はじける激しい電光が生まれた。

　しかしそのとき彼の周囲へ、群れる甲虫、斧持つドールと兵隊どもがせまる──
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　痛みが、失いそうになる正気をつなぎ止めてくれた。

　手元すらおぼつかない闇やみの中、黒衣の少女、カナメは剣を手に身を起こす。

　頭からつま先までずぶ濡ぬれのカナメは、全身の痛みを懸けん命めいにこらえ叫んだ。

「呼声。ヴィヴィ、九く条じよう！　無事ですか！」

　こだまがむなしく返る。静けさの戻る闇やみからたゆたう水音が響ひびく。

　衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、九く条じようが「飛び降りろ！」と叫んだ気がした。

　とっさにカナメは甲かん板ぱんを蹴けり水に飛びこんだが、激げき突とつの爆ばく風ふうが水中まで響き、生まれた大きな波に流されてしまったのだ。

　ヴィヴィと九条はどうなったのか、わからない。なにより、ここはどこなのか。

　なだらかに傾斜し水面につづくその場所は、岸辺のようだった。

　先ほど返ったこだまからするとかなり広い空間らしい。足元は悪く、ごつごつした岩肌、踏み出すたびに足の裏に多くの異物が当たる。足先で探るとじゃらりと細かな石くれかなにかをかき分ける音がした。

　周りの闇をカナメは見回す。と、不意に強烈な光が正面から生まれた！

「!?」

　とっさに剣をにぎりカナメは身がまえた。

　光が辺あたりのなにかに反射し、目も開けられないほどにまばゆく輝かがやく。

「……無事とは、きゃしゃな外見のわりにずいぶん頑丈な方です。さすがは〝裁定人〟」

　目を閉じたまま、カナメは声の方角へと、いった。

「確かく認にん。八や塚つか怜れい路じ、ですか」

　薄うすく、カナメは目を開ける。まぶしさに慣なれて徐々に周囲が判別できるようになる。

　輝きの正体がわかった。地面に散らばる異物、反射する光、ここは────

「あとのふたりは残念ながら、貴女あなたほど丈夫ではなかったのですね。〝神撃貴手〈ダッチェス・ガンナー〉〟、〝神技者〈オールマイティ〉〟といえど、生身の人間でしたか……」

　燦さん然ぜんと光り輝く財宝の山のただ中の玉ぎよく座ざの前に、怜路は立っていた。

　地面に積つみ上がり盛り上がる金貨、色とりどりの宝石をはめこんだ黄金の王冠、柄つかを紅こう玉ぎよくと金きん箔ぱくで飾った優ゆう美びな剣はダイヤをつらねた首飾りを巻きつけ、金貨の山に突き刺さっている。

　金貨の間に頭ず骸がい骨こつが埋まる。ご丁てい寧ねいに海賊帽をかぶった骸骨も玉座に座っていた。

　どうやらここは、海賊の宝の隠し場所であるらしい。どれもみな模造品だが。

　しかし、怜路のかたわらに立つある存在の前に、その光はみな鉄クズ以下に色あせる。

　……それは、〝アダリー〟。

　長く裾すそを引く純白のドレスに身を包む美女。あでやかにほほ笑えみ、怜路に寄りそうたおやかな風ふ情ぜいは、どんな宝石、どんな黄金、この場のどんな光よりも美しく輝かしい。

　なぜなら────この造り物の宝の中で、ただひとつの真実の美であったから。

　だがカナメの無表情な面おもてに変化はない。彼女は冷れい徹てつな黒い瞳ひとみを怜路に向けて、告げた。

「断言。あなたの推測は誤りであり希望的観かん測そくです。彼女らの力をわたくしは知っています。それよりも、この場であなたと対たい峙じし得たのは、好都合」

　黒衣の少女は一歩踏み出す。じゃり、と足先の金貨が鳴った。

「宣言。わたくしはこの場で、あなたの処刑を、執行します」

　静かに放たれた死の告示を、怜れい路じは薄くほほ笑えんで受け止めた。

「それがかなうと思うのも、希望的観かん測そくですよ、お嬢じようさん……〝ベアトリーチェ〟！」

　彼のその命令が飛んだのと同時、足元の地面を蹴けってカナメが走った。

　だが走る少女の頭上からマントを広げたなにかが舞まい降りる。

　カナメが跳とび退すさる。眼前に激はげしく降り立ったのは、マントを巻きつけた人物だ。

　フードの奥から光る瞳ひとみをカナメに向けて、〝ベアトリーチェ〟はかすれ声で、いった。

「……サセナい。〝処刑〟サレルのハ……おマエ……」

　カナメが身がまえた。と、背後からの襲しゆう撃げきの気け配はい！

　ふり下ろされる斬ざん撃げきをカナメがからくも避ける。

　向き直る少女の前に、海賊帽子をかぶり船長のジャケットを肩にかけた骸がい骨こつが立つ。宝玉で飾られた麗れい々れいしい剣を骨の手ににぎり、黄ばんだむき出しの歯を鳴らして笑っている。

　周囲でなにかがうごめいた。金貨の山をかき分け、身を乗り出すのは無数の骸骨どもだ。それらも骨をきしませ鳴らしてカナメを取り囲んだ。

「笑止。子どもだましです。わたくしに通じるとでもお考えですか」

　黒衣の少女の言葉に、骸骨が一斉に進む。両手を伸ばし、押しつぶすように。

　カナメがとっさに足元を蹴上げる。
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　蹴け飛とばされた王冠と金貨がぶつかり骸がい骨こつどもの動きが一いつ瞬しゆん止まった。そこへ閃ひらめく斬ざん撃げきの軌跡。崩くずれる骨を飛び越えカナメが囲みを突破する。

　カナメは駆ける。金貨を跳ね上げ宙へ黄金の輝かがやきを飛ばし散らして。

〝アダリー〟を抱く怜れい路じへと。

　跳ちよう躍やくする。高く、見上げる天てん井じようへと高く。

　高き空中から落下する勢いで怜路目がけて黒の閃せん光こうが一気にふり下ろされる────!!

　剣が空を斬きった。

「な!?」

　カナメはらしくない動揺を面おもてに浮かべて眼前を凝ぎよう視しした。

　そこには空の玉ぎよく座ざがあるだけだ。ふたりの姿はカナメの斬撃と同時に消きえ失うせていた。

　いきなり頭をつかまれ背後に引き倒される！

　左手の剣が吹き飛んで転がる。体をひねられうつぶせに押さえつけられ背中に激はげしくなにかがのしかかった。彼女の上にマントが広がる。耐えきれぬ背中の重みに息が詰まる。

　身動きできぬカナメの耳に、どこからともなく怜路の声が響ひびいた。

　冷たい嘲ちよう笑しようを含んだ、背筋をぞっとさせる、声が。

「……かつて貴女あなたは〝異い域いき〟のものどもに魅み了りようされました。そのときの傷とゆがみを、貴女はまだ心に抱えています。決して逃れられない、癒いやされることのない、傷…………」

　少女はわずかに息を吞のんだ。声はまるで少女をいたぶるように、つづく。

「……あの真しん紅くの少女に、引け目を感じていますね……貴女は友人の強さに惹ひかれつつ、それを憎んでいます……己おのが決して到達し得ない強さを、持つゆえに……」

「否定！」

　激しい火のごとき言葉が少女の唇からほとばしり出た。

「否定！　否定！　わたくしはそのような思考をみじんも抱いた覚えはありません。あなたの独善による憶おく測そくをわたくしは心から否定します!!」

「……本当、に……？」

　くくく、と低い笑いとともに、唐突に声が消えた。

　カナメは歯を食いしばった。渾こん身しんの力をふりしぼり、思いきり両手で地面を突き飛ばす。

　背中の重みを跳はね除のけ、落ちた剣へ走り寄ろうと、

「はっ!?」

　剣まであと一歩で動きが止められた。

　少女の細い足首を地面から突き出た骸骨の指が、つかむ。

　見る間に新たな骨の手が次々と金貨の間から現われ少女の体をつかみ抱きしめる。

　体中を骨どもに拘束されたカナメの前方に、マントの人物が歩み寄る。

　人物は、立ち止まった。フードの内に光る双そう眸ぼうがのぞく。

　包帯を細い首元と顔中に巻き、瞳ひとみと鼻先と唇だけのぞかせたその人物は、

「…………来イ、〝ゴーレム・アダム〟。神ニ造ラレた原初ノ人形……」

　少女だ。かろうじて、少女とわかる造作だ。

　カナメがそう気づいたとき、なにかが組み合わさる激はげしい音が轟とどろいた。

　拘束された少女の前に、地面から盛り上がり立ち上がる巨大な造型。

　それは、ゴーレム。偽にせ金がねと宝玉より造られた、醜みにくくゆがんだ骨だけの人形だった。




　悪夢のパレード、狂乱の〝ラズル・ダズル・キャバルケイド〟はまだ、つづく。
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〝ラ・メルベイユ〟城。

『エンベイメントエリア』の中心、サン・ミシェル島に建てられたこの城は、壮そう麗れいなゴシック様式の、いかにも威い厳げんと気品に満ちた城じよう砦さいだ。

　しかしその内部は──────悪夢のホラーハウスだ。




　闇やみの中を周しゆうは進む。彼を先せん導どうするのはマントの人物。

　ふたりの足音が周囲の壁かべに反はん響きようし、こだまになって陰々とうつろに響ひびく。

　歩く少年の面おもてに怯おびえと迷いがのぞく。歩く足元がわずかにふるえている。

　進む先は暗い。深い闇がもやのごとくわだかまっている。

　固い石の床ゆかを歩む周の足元を、ほのかな明かりが追って照らす。

　周は立ち止まり、わななく声を張り上げた。

「八や塚つかさん……！」

　闇やみに声が吸われて消える。周しゆうはつばを飲みこみ渇くのどを湿らせ再度、いった。

「八塚さん、どこですか……!?　二にの関せきです。話が、あります」

「ここですよ────なに用です、二関君」

　すぐ背後で声がした。びく！　と周は反射的に身を引きふり返る。

　アマランス色のソフトスーツを着た、長髪の青年が立っていた。気け配はいなど感じなかった。無から彼は現われ、そこに降り立ったように周には思えた。

　少年の怯おびえがいっそう、あらわになる。しぼり出す声のわななきが増した。

「……外の有様はどういうことですか？　一般の人々は襲おそわないと、約束したはず」

「それならば、こちらも問いましょうか。あなたこそなぜ勝手に彼らに近づきました？」

　青年──八塚怜れい路じは、一歩、周に近寄った。圧おされて周は一歩、下がる。

「君は僕に約したでしょう。君の望みをかなえるのと引ひき換かえに、僕の計画に全面的に協力し指示に従うと。それを違たがえるのであれば……こちらも守る義務は、ないですね」

「そ、そんな……この状況はぼくのせいだと!?」

「そうはいっていません。けれど、すべては君、そして状況次第ですよ……二関君」

　怜路は冷淡に、粘る口く調ちようでそういった。周は体のわきでこぶしをにぎる。

「……いつまで、あの襲しゆう撃げきをつづけるのですか……？」

「────〝デイブレイク〟をあざむき、責務より解放する術すべを知るまでです。僕たちがあれに与くみしたと思わせて油断させなくては……ね。そのためにも羽は立だて君の協力を得なくては」

「そう……です、か……わかりました」

　少年はうつむいた。うつむく面おもてに浮かぶのは迷いと苦悩が混ざり合った色だ。

　そのとき怜路のかたわらに新たなる存在が、ふっと現われた。

〝アダリー〟だ。闇にまるで浮き上がるように、彼女の美び貌ぼうは光を放ち輝かがやいている。

　怜路は〝アダリー〟の肩をそっと抱き寄せる。波打つ金の髪が、怜路の肩から腕へと輝く黄金の滝のごとく流れて落ちる。怜路の酷こく薄はくな面が、刹せつ那な和らいだ。

「……では、二関君。〝デイブレイク〟がどこで見ているか、僕にもわかりません。ゆえにことさら見せつけて差し上げなさい。君が〝あれ〟に与していることを。君の愛いとしい〝彼女〟のために、僕の大事な〝アダリー〟のために……期待していますよ。君の、演技に」

　怜路は笑えみを見せた。愛する存在をかたわらにした、この上なく幸福な男の笑みを。
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　パームツリーのつづく大通りを、五人の少年少女がひた走る。

　慎しんとユイナ、千せん花かとリュウトそして乙おと芽めの五人は、混乱の『シーコーストエリア』の裏口から出て『グレイテストブルー』を走っていた。

　広々としたメインストリートは、ワールド中央のサン・ミシェル島まで延びている。

　走る彼らの真上の青空は、いつしか黄昏たそがれの薄うす闇やみに変わっていた。

「……〝領りよう域いきの間あわい〟だわ……！」

　走りながら千せん花かが厳きびしい声でつぶやいた。彼女の声の険しさに、慎しんは状況の深刻さを察する。ワールド内はどうなっているのか、焦りと不安が胸にのしかかる。

　彼らはサン・ミシェル島手前まできた。

　装飾的な書体で〝ラ・メルベイユ城〟と書かれた黒光りするアーチをくぐると、島の内部に通じる門もん楼ろうへと渡された跳ね橋が見えてくる。そこでみなの動きと足が、止まった。

「ッ!!!?　な……、んだ、アレは!!」

　リュウトが後方をふり返って叫んだ。

　いずこからか現われて、『グレイテストブルー』を進行し始めた、異い形ぎようどもの長い長いパレードが、見える。パレードの進行方向は────慎たちだ。

　慎たちはあとずさりした。あとずさる足が、跳ね橋へと、かかった。

「ッ!!!?　ああぁああっ！」

「あぁっ！」「きゃあっ！」

　突如跳ね橋が引き上げられた。

　そこに乗っていた慎とユイナ、乙おと芽めをすくい上げ門楼の内部へと滑り落とす。

「慎!?」「百もも世せさん！　天あま音ねさん！」

　リュウトと千花の叫びは落下する重い金属の鉄格子に跳ね返される────！







　跳ね上がった跳ね橋に乗せられ三人は城の門楼へと滑り落とされた。

「いてぇっ!!」

　思いきり固い石だたみに叩たたきつけられ慎はうめく。

　と同時に落下の轟ごう音おんが二重、三重に響ひびき渡った。はっと慎たちが身を起こす目の前で、巨大な鉄格子が落ち分厚い扉が落ちて、外部へ通じる出口をふさぐ。

　三人はおそるおそる立ち上がると身を寄せ、周囲をうかがう。

　辺りは薄暗い。だが次第に目が慣なれ、門楼内部の通路が見とおせるようになった瞬しゆん間かん、

「うわ！」

　思わず慎は声を上げてあとずさる。逆さに吊つるされた青白い顔がすぐ前にあったのだ。

　が、それは──────

「に、人形……の首……でも、人間、そっくり……」

　血管が透けて見えるような青い肌、生気のない瞳ひとみ、垂れ下がる長い髪の首は、どう見ても人間の少女そのものだった。

　見渡すと、城の内部へとつづく通路の壁かべ一面に、人形の首が逆さに吊つるされ並んでいる。

　苦く悶もんの形ぎよう相そうや狂気の笑い、そんな表情があればまだ作り物だと納得できただろう。

　だが、どれも恐ろしいまでに無表情だ。

　人間と変わらないほど精巧なのに、ぽっかりと空虚なガラスの瞳ひとみで、人形の首は慎しんたちを見つめている。それがよけいに、背筋を冷えさせる。

「た、確たしか、パンフレットだと〝ラ・メルベイユ〟って……」

「……ホラーハウス……」

　慎のつぶやきにユイナが緊きん張ちようの声で答える。乙おと芽めがユイナの背に身を寄せた。

　三人は慎重に通路を進み始める。戻れないなら進むしかない。

　吊るされた首が慎たちを見る。動きの気け配はいはまったく感じられないのに、確かに歩みに合わせて追う視し線せんが背中に突き刺さる。

　やがて彼らは開けた薄うす暗ぐらい場所に出た。

　がらんどうの空間だ。足元は瓦が礫れきのごとく崩れて不安定。吹き抜けらしい頭上は、見上げても天てん井じようが見えないほど高い。ただ闇やみがのしかかるばかりだ。

「……!!」

　またしても慎は声を上げそうになった。

　崩れた壁や床の瓦礫の間に、数知れぬ何体もの人形が見えたのだ。

　球体の関節もあらわな青白い手を無造作に投げ出して倒れる、上半身だけのもの。

　ふくれた腹が裂け、その中から別の人形の頭部がのぞくもの。

　肩からふたつの首が生はえているもの、壁から突き出た梁はりに吊るされたもの。

　無数に転がる首だけ、手足だけのもの…………。

　どれもみな、異様な造型だった。

　なのに無表情な顔だけは、これ以上ないほどに精せい緻ちに人に似せて造られている。

　そしてさらにぞっとさせることに──────

　人形の視線は、すべて、慎たちに向けられていた。

「周しゆうちゃん！」

　不意に乙芽が叫んだ。慎とユイナが乙芽の叫ぶ方角に急いで向き直る。

　薄手のパーカーを着た少年が、前方の瓦礫の間に立っていた。

「乙芽……」

　周は、かすれた苦しげな声で自分の守しゆ護ご士しの名を呼んだ。

　呼ばれて、少女はこぶしをにぎる。ふるえる声がその唇から滑り出た。

「あ、会いたかったよ、周ちゃん。すごく、会いたかった……」

　一いつ瞬しゆん、怯おびえた顔で少女は言葉を区切る。そして決意を秘めたまなざしで口を開いた。

「教えて。なんで突然いなくなったの。外、大変なんだよ。たくさんの人が怪け我がしてるんだよ。あれは八や塚つかって人のやってることなんだよね……だったら、だったら止めないと！」

「……乙おと芽め……それは、」

　問われて周しゆうは、さらにうつむいた。彼は唇を嚙かみ、それから視し線せんを慎しんに向けた。

「それは……それは羽は立だて君。君の返答次第……なんです」

「────は!?」

　思わず慎は間の抜けた返事をしてしまった。ユイナと乙芽も驚おどろきの目線を慎に合わせる。

「って、なんでおれ？　おれの返答……次第ってどういう意味なんだ」

「さっきシーコーストエリアでぼくは、君にいいました。〝協力してくれ〟と。それをもう一度ここで尋ねます。お願ねがいします。どうか、ぼくと……八塚さんに協力してください」

「なにを!?　慎になにを協力させるの！」

　ユイナが身を乗り出して叫ぶ。それを慎は片手でおさえ、周を見て、いった。

「どうしておれを選えらぶんだ？　もしおれが〝門の王〈レクス〉〟だからだっていうんなら、他ほかにも王はいる。璃り堂どうさんとか〝天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉〟の人とか。君がいったみたいに、おれがなんの義務も負わずに育った〝普通〟の人間だからか？」

「それも、あります。でもなにより、君がイレギュラーな存在だから、です」

「……〝イレギュラー〟？」

　慎の問いに、周はこれ以上ないほどの真しん摯しなまなざしを返すと、いった。

「これは、八塚さんのいったことです。君は〝特別〟なのだと。王と守しゆ護ご士しのシステムの解体に重要なのだと。その詳しい事情は……わかりません。でも、どうかお願いします。ぼくに協力してください。王と守護士を、重い責務から、終わりない戦いから、解放することに」

　彼は頭を下げた。体のわきでこぶしをにぎり、しぼり出す声で苦しげに、いった。

「……どうか、お願い、します……」

「周ちゃん……そう、いう理由……だった、の……？」

　乙芽が、ぎゅ、とにぎったこぶしを胸に当てる。

　初めて彼の行動の意図の一端がわかったのだというかのように。

　慎も、そしてかたわらにいるユイナも、ぼうぜんと彼を見つめた。

　周の真しん摯しな態度にも言葉にも、心からの真実がこもっていた。それはあきらかだ。

　慎は知っている。彼がなぜ、そこまでして自分に協力を頼むのか、その理由を。

〝……ぼくは彼女の告白で、初めて自分の気持ちと向き合ったんです……〟

　──自分が、協力すると告げれば。

　詳しい事情はわからない。だが協力を約束すれば外にいる人々が助かるのかもしれない。

　彼の言葉の誠実さは信じられる。けれど────

　知らず知らず慎の視線がさ迷う。胸の内で告げる言葉も与える答えをも見失う。

「……そんなの、だめ」

　決然とした声が響ひびいた。はっと、慎しんは自分の横に立つ少女に顔を向けた。

「君の言葉に噓うそはないって思う。でも〝八や塚つか〟って人は信じられない。だって卑ひ怯きようだ。なにも知らない人たちを襲おそって、慎の協力と引ひき換かえにするなんて。本当に慎に頼みたいなら君にだけさせないで、自分が出てきて正しい説明をして、それで頼んだらいい。なぜそうしないの！」

　怒りのこもった強い言葉だった。その言葉に、周しゆうは驚おどろきからか目を見開く。

「それに、少なくともあたしには責務は重荷じゃない。解放すべき重荷だなんて、思って欲しくない。だって、慎と一いつ緒しよに戦えるのは、あたしの────誇りだから」

「ユイナ……」

　慎は思わず彼女の名前を呼んだ。そのとき彼の前で、ふっとユイナの表情が、曇くもる。

「でも……君自身がそう願ねがう気持ち、わかる。あたしの父さんと母さんは、〝現世〟を守るなんて責務がなかったら、きっといまでも生きてて……普通に、当たり前に一緒に暮らせてたかもしれない。慎だってあたしが選えらばなかったら、戦いなんてしなくても良かったはず。だからそういう道が本当にあるならいいと、思う……。でも、だからこそ」

　ユイナは毅き然ぜんと顔を上げた。不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみに強い意志をこめ、彼女はいった。

「だからこそ、真意もわからない人についていく必要なんかない。終わりなき戦いを終わらせたいのに、目の前の戦いから逃げて誰だれかの命を盾にするなんて、そんなの絶対間違ってる！」

　少女は周を見据えていい放った。

　周が瞳を大きく見開く。ユイナの真まっ直すぐな言葉に打ち抜かれたように。

「……あの、さ。その」

　慎が穏おだやかな声で、いった。

「おれ、やっぱりすぐには決められないよ。戦うべきか戦いを避けるべきか……だけどユイナのいうとおりだ。もっと他ほかにやり方があるはずだよ。〝境界標〈テルミヌス〉〟や〝天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉〟に協力だって頼めるんじゃないか」

「……羽は立だて君……」

　周は慎の名をつぶやいた。その顔が苦く悶もんにゆがむ。そのとき、

「周ちゃん……それって、周ちゃんがそう考えたのって……ボクが告白したから、だね」

　乙おと芽めのふるえる声が響いた。周はうなだれていた頭を上げた。

「な……ち、ちがう。ちがうよ、乙芽！　そうじゃない、そうじゃないんだ、ぼくは」

「ごめんね。周ちゃんにばっかり、いっぱい悩ませちゃったんだね……」

　乙芽は歩き出した。周に歩み寄りその前で立ち止まると面おもてを上げて、告げた。

「ボク、周ちゃんが好きだよ」

　真っ直ぐな言葉だった。

　慎たちには少女の背中しか見えない。だが彼女は顔をそらすことなく周に向けていた。

「大好き。世界で一番、大好き。ずっと思ってた。周しゆうちゃんがいれば、なんにもいらない。周ちゃんはボクの全部でボクの世界で、たとえ〝現世〟が滅んでもたとえボクが死んでも、そのとき周ちゃんが生きてさえいたなら、ボクの世界は終わったことにならないって。だから……だから、なにがあっても周ちゃんだけは守るんだって。けど、ね」

　乙おと芽めはいったん言葉を区切り、周をのぞきこむように小首をかしげた。

「あのとき、周ちゃんには話、聞こえてたかな。ほら、裁定の終わったときさ」

「……いや、ヴィヴィさんとカナメさんと乙芽が、なにか話してたのは記き憶おくにあるけど」

「裁定の最中に怒られたの。ボクが、自分は死んでもいい、周ちゃんだけ生きてれば世界は終わらないっていったら、〝自分が死んだら誰だれが大事な周ちゃんを守るのよ！〟って……」

　くす、と乙芽のかすかな笑い声がした。

「そのあと裁定が終わってから教えてもらったんだ。〝守りたい相手だけ守るんじゃなくて、守る人のいる場所ごと守れ〟って。他ほかの人たちも、その人たちが暮らす場所も一いつ緒しよに守れば、もしボクが死んでも……必ず残った誰かが、きっと周ちゃんを守ってくれるって」

「乙芽……」

「だから、ボク、わかったんだ。誰かを大好きになるって、その人自身だけじゃなくって、その人といる時間とか、その人と見る景色とか、その人の周りにいる人たちとか……〝世界〟……自分たちが立つ場所とかを……全部含めて好きで、大事になるんだってことを」

　乙芽は顔を上げ声に力と思いをこめ、貫くように周に告げた。

「ボク、強くなるよ。周ちゃんの力になれるように。たくさんの人を、守れるように。だから、戦わなくていい道があるなら、一緒に考えようよ。誰かを犠ぎ牲せいにしたり傷つけたり、そんなことしなくてもその方法はきっと探せるよ。ね、周ちゃん！」

　少女の言葉に、周は声を失っていた。

　にぎるこぶしがふるえている。痛ましいまでにふるえている。遠目でも慎しんには、それが見えた。彼の面おもてに浮かぶ苦悩、迷い、こらえられぬほどの煩はん悶もんも。

「お、乙芽……ぼく、は……ぼくは、ぼくは……」

「……二にの関せき君。いまさら裏切りはかないませんよ」

　突如、周の言葉半ばを残酷に断ち切る声が響ひびいた。

　その場の全員が身を固くし、声の方角を見る。

　見つめる視し線せんの先、周の後方に、ふっとなんの気け配はいもなくあらたな姿が現われた。

　それは────八や塚つか怜れい路じと、天上の美女〝アダリー〟。

　といきなり！

「ッ!!!!」

　ユイナが慎をかばうように前に出る。その眼前に激はげしい衝しよう撃げき音おんで舞まい降りる姿。

　ふわりとマントが一いつ瞬しゆん、広がる。慎とユイナ、周と乙芽の間を分かつように。

「……〝ベアトリーチェ〟！」

　周しゆうがわななく声で、いった。その声にかぶさる、怜れい路じの冷ややかな言葉が聞こえる。

「いまさら迷う必要などありません。わざわざ探さずとも、君が望む道は確かく実じつに存在します……君は僕に告げたではありませんか？　彼女が傷つくのは見たくない。彼女が戦う必要がなくなるならば、自分はなんでもすると……」

　怜路は周へささやくように、いった。

「さあ、そのために彼女に命じなさい。協力を拒むなら〝彼〟は必要ない……排除を」

　彼の言葉の瞬しゆん間かん、大きく鋭するどく息を吞のむ音が聞こえた。

　それは乙おと芽め、そして────周、本人だ。

　怜路の言葉の意味を、慎しんは察した。だめだ、と、慎は身を乗り出して叫ぼうとした。

　だがその前に、周の苦渋に満ちた言葉が、聞こえた。

「……わかった。〝ベアトリーチェ〟」

　周は目め線せんをそむけ、マントの人物に呼びかけた。

「羽は立だて慎を、称号・全幻影領域〈ヘリオドライブ〉を、君の手にゆだねる。そして、乙芽」

　びく！　と乙芽が周に向き直る。その彼女に、これ以上ない残酷な命令がくだされる。

「命令〈オーダー〉……。全幻影領域〈ヘリオドライブ〉の〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟を、おまえの戦具で足止めするんだ。向かってくるなら」

　周は刹せつ那な息を止める。そして食いしばった歯の間から、無理やり言葉を押し出した。

「…………殺して、いい」

　ぐらり、と乙芽が一歩、よろけてあとずさった。混乱の言葉が少女の唇を割って出る。

「そん、な……そんな、そんなこと……！　できない。できないよ周ちゃん！」

「ぼくの〝命令〈オーダー〉〟は、絶対、だよ……乙芽」

　周は顔をそむけ、さらに残酷に告げた。

　乙芽の全身がわななく。彼女は顔を伏せた。肩が、にぎるこぶしが、ふるえつづける。

　それを見て慎は、ユイナは、ともに周に向かって叫んだ。

「だ──だめだ！　そんな〝命令〈オーダー〉〟はだめだ、二にの関せき！」

「止やめて、取り消して！　お願ねがい、そんな命令守しゆ護ご士しにしないで!!」

　だがふたりの叫びをかき消すように、

「どう、しようも……ないんだね。わかった、よ……我わが王〈レクス〉……」

　うつむく乙芽の面おもてから、ふるえる言葉が床ゆかへと落ちた。

　その言葉と同時に〝ベアトリーチェ〟がマントを広げる。

「来イ、〝夢遊機形〈オートマトン〉〟……」

「…………来て、ボクの、ところに……円環蛇〈ウロボロス〉……」

　乙芽と〝ベアトリーチェ〟を光が包む。

　慎しんは、身をこわばらせて目を見開く。

　目の前に立つ〝ベアトリーチェ〟は、異様な姿に変形していた。

　包帯を巻く両腕に光るメタルフレームの盾に似た、身の丈以上の外殻を装着している。

　外殻からは、マニピュレーターとでも呼ぶのか、鋭するどい刃やいば状じようの金属の爪つめを持つ、巨大な腕が何本も生はえている。その様はメタル製の蜘く蛛もにも蟹かににも似ていた。

　怜れい路じの酷こく薄はくな声が、乙おと芽めと〝ベアトリーチェ〟を追いたてるかのごとく、告げる。

「お行きなさい。ためらわず止まらず、己おのが身にくだされた命令に従って……」

　言葉の次の刹せつ那な、〝ベアトリーチェ〟が慎へと走る。

「う、うわぁっ!!」

　慎はとっさに飛とび退すさり転がる。メタルの刃が次々と慎を追い石の床ゆかに激はげしく食いこんだ。

「ッ！　光輝〈デュランダル〉！」

　ユイナが反応、光とともに生まれた剣をにぎって走る。

　その瞬しゆん間かん、鼓膜を叩たたく金属音が響ひびいた。白銀の剣で、ユイナはなにかを受け止めている。

　それは、乙芽が両手に持つ戦具、大きな円えん刃じんだ。

　鋭い円形の刃と白銀の剣とは、食いこむほどに強くぶつかり合っていた。

　乙芽はうつむき素す早ばやく刃を引いた。だが即座にさらなる風がくる。

「くっ！」

　閃ひらめく円刃と白銀の剣がぶつかり火花を散らす。薄うす闇やみに花火のごとく光って消える。

　ユイナが剣をにぎって乙芽へ叫んだ。

「だめ……だめ、百もも世せさん、だめ……！」

　乙芽は聞かない。顔を伏せ、両手に円刃を持ちユイナへなおも向かう。

　慎が一瞬彼女たちに気を取られたとき、

「うわぁああああっ!!」

　横合いから強烈な一いち撃げきに吹き飛ばされた。

　激はげしく石床に叩たたきつけられバウンドして慎は壁かべにぶつかった。

「慎!!」

　ユイナの叫びが打ちかかる乙芽の刃の音にかき消される。

　激げき烈れつな痛みが、慎の意い識しきを遠のかせる。彼は懸けん命めいに首を起こし、前方に視し線せんを合わせた。

〝ベアトリーチェ〟がマニピュレーターを広げ、歩んでくる。

　その向こうに立つ怜れい路じたちの姿が見えた。

〝アダリー〟はこの上ない美に満ちた笑えみを浮かべ怜路に寄りそっている。目の前の光景になんの感慨も抱いていないのは明白だった。

　だが対照的に周しゆうは─────────

　は、と気づいたときには〝ベアトリーチェ〟がすぐそこにいた。

　予測し得ない方向からいく本ものメタルの爪つめが飛ぶ。

「ッ！　ぐぁああっ!!」

　壮絶な斬ざん撃げき、慎しんは襲おそいくる爪に苛さいなまれ宙へと浮き上がりさらに叩たたき落とされた。

　全身を切り刻まれ鮮せん血けつが噴ふき上がる。慎は床へと倒れ伏した。

　うめき声すら上げられず這はいつくばる慎の耳に、ユイナの叫びが届く。

「止やめて！　止めて、ゆるさない！　そこをどいて、百もも世せさ……ああっ！」

「ユイナ！」

　薄うす闇やみに響ひびく少女の悲鳴、慎の前でユイナが激はげしく弾はじき飛ばされ床に倒れた。身につける白いワンピースに、まるで花が咲くように赤い色が散る。

「……も……百世、さ……ん……なん、で……」

　ユイナは白銀の剣を支えにひざをついた。わき腹が切り裂かれ赤い血がにじむ。床についたひざにも、むきだしのふとももにも、いく筋も鋭するどい傷口が見える。

　懸けん命めいに身を起こすユイナの前に、青いデニムのミニスカートが近づいた。

「どけない……どけない、よ」

　うつむく乙おと芽めの顔の下から、はかなく力ない声が、聞こえた。

　と、彼女のスニーカーが床を蹴けりつけ走る！

「く、！」

　踊りかかる乙芽の円えん刃じんをユイナがからくも剣で受け止めた。だが迷いが動きをにぶらせているのか、受け止める剣は弱々しくふるえている。

　乙芽の円刃が光輝〈デュランダル〉を弾いた。さらに追い打つがごとく刃が素す早ばやく閃ひらめく。

「や、あああああっ!!」

　ユイナが再び跳ね飛ばされる。明るい色の長い髪が冷たい石の床に広がった。

　倒れうずくまるユイナに足音が近づく。ゆっくりと、乙芽が顔を上げる。

「……ごめん……ごめん、ね。ごめんねごめんね……天あま音ねさん、ごめんね……」

　その声と、上げたその面おもて。少女は、乙芽は─────────

　泣いていた。少女の声にはあふれる涙が混じっていた。頰ほおには伝う涙があった。

「天音さんは、ボクの気持ち……わかるって、いってくれたのに……だけど、ダメなの。抵抗できないの……周しゆうちゃんの、ボクの〝門の王〈レクス〉〟の命令、だから……」

　ひときわ涙があふれ出た。乙芽は肩をふるわせしゃくり上げる。

　光る鋭い円刃を両手ににぎりしめ、乙芽は、いった。

「こんな戦い、イヤだ。すごくすごくイヤだ！　でも……しなきゃ、いけない！」

「百世、さん……」

　泣きながら、それでも乙芽は両の刃やいばをにぎってユイナに向かってかまえた。ユイナがよろけながら剣を支えに立ち上がる。迷いと苦く悶もんに唇を嚙かみ、可か憐れんな面をゆがませて。

　その瞬しゆん間かんだった。

　這はいつくばる慎しんの体の奥おく底そこから、発火するがごとき激はげしい怒りが生まれた。

「……わ……かった、もう、いい……ユイナ、百もも世せさん……」

　がり、と慎は石の床ゆかに爪つめを立てる。両手をついて、血まみれの体を起こす。

「慎！」

　わななく両足で立ち上がる慎にユイナが悲痛な声で叫ぶ。それへと慎は、いった。

「おれは……だいじょうぶだ。いいか、来るなよユイナ。絶対におれを助けに来る、な」

「な……」

　ふたりの少女の息を吞のむ音が響ひびく。さらに慎は言葉を重ねた。

「彼の命令は足止めだ。ユイナが向かわなければ……百世さんも、動かなくていいだろ」

「でも！」

「いいから。おれはだいじょうぶだ。絶対にやられない。やられるもんか……！」

　ふらつく両足で床を踏みしめ、慎は立ち上がる。頰ほおを伝う血を乱らん暴ぼうに片手でぬぐうと、

「二にの関せき！」

　叫んだ。激しい語気で慎は前方に立つ少年の名を呼んだ。

「なんで、こんな命令するんだ。好きなんだろ、百世さんのこと！　傷つけたくない、彼女が傷つくの見たくないっていったじゃないか。それって体の傷のことだけじゃないだろ！」

　痛みよりも激しい感情が、止めようのない凄すさまじい感情が慎に強い叫びを吐かせた。

「泣かすのはいいのかよ。彼女が望まない行動をさせるのはいいのかよ！　それだって彼女を傷つけることじゃないか。好きだから絶対に守しゆ護ご士しを自分の思いどおりにしちゃだめだっていったじゃないか。なのにこんな命令するのかよ。矛む盾じゆんしてるだろ！　止やめさせろ。命令取り消せよ。こんなことしてそれで望みどおりの道が見つかったって、絶対に後悔する。死ぬまで後悔するぞ。おれは全ぜん身しん全ぜん霊れいかけて断言するからな！」

　その叫びに突如不意打ちのごとく〝ベアトリーチェ〟の壮絶な攻こう撃げきが降る！

「がぁっ!!!!」

　宙に血を巻いて慎が飛ばされた。

　ユイナの叫びは、慎の体が壁かべにぶつかる恐ろしい衝しよう撃げき音おんがかき消した。

　壁に激げき突とつし、慎はずるずると床に滑り落ちる。刹せつ那な、彼の動きが止まる。

「いやだ、いやだ！　慎、いやだ！」

　ユイナが一歩足を踏み出したとき、壁にもたれ壁を支えにしてやっと、慎が立ち上がる。

　彼は弱々しい声で、それでも周しゆうに向かって、いった。

「おれは……以前ユイナに、ひどい命令、したんだ……彼女はゆるして、くれたけど……でも、おれは……あのとき泣いてたユイナの顔、絶対に、絶対に忘れない、忘れられない……だから、だからおれは二度と、ユイナを泣かすような命令、しないって……思ってる」

　顔を上げる。周しゆうをにらみつける。壮絶な気迫を声にこめ慎しんは、いった。

「望む道なら、きっと見つかる。胸をはって選えらべる道が、ちゃんとある！　誰だれかを泣かせて、自分の大事な相手を傷つけて、誇りのかけらもない戦いを命じなくても、絶対に!!」

　その叫びに初めて、周が顔を上げた。上げて慎に視し線せんを、合わせた。

　しかし慎の前に、〝ベアトリーチェ〟は容赦なく歩み寄る。




　周は眼前の光景を、やっと顔を上げて見据えた。

　恐ろしい衝しよう撃げき音おんがまた、響ひびいた。慎が打ち倒される音だ。

　だが彼はまた身を起こす。打ち倒されそれでも立ち上がる慎へと、周は視線を合わせる。

　周の唇がふるえる。彼は背後の怜れい路じに向き直った。

「……こんな必要……あるんですか、八や塚つかさん」

　彼はわななく声に悲ひ哀あいをこめ、懇こん願がんするように訊きいた。

「本当に……こうまでしなければならない必要があるんですか。王と守しゆ護ご士しを責務から解放するために、誰かをここまで傷つけなければならない必要が。自分たち以外の血を流さなければ、その道は選べないんですか！」

　叫ぶ少年の前で、八角形の眼鏡めがねのレンズが不吉に、光る。

「ハハ……安心しなさい。遅かれ早かれ、こうなる経けい緯いでした」

「そ、それは……どういう、意味です……？」

「わかりませんか。それとも故意に無視していましたか？　君の願ねがい……〝現世〟を守る責務からの解放…………そのためには、」

　薄うすい笑えみが酷こく薄はくな笑みになる。口の端が大きく吊つり上がり、怖おぞ気け立だつ狂気の笑みになる。




「守るべき〝現世〟を、〝消去〟すれば、いいのです…………」




　刹せつ那な、周は息も止まるほど、硬直した。

　ゆっくり、少年はかぶりをふる。混乱と驚きよう愕がくの言葉がその唇から、生まれる。

「そ──そんな、そんな、それは……それはぼくをだましたということですかっ!?」

「騙かたりなどではありませんよ。君は方法は問わなかった、望む結果に至るなら経緯などなんら問題にはならないでしょう？」

「ち、ちがう！　ちがう、ぼくは、ぼくはそんなこと……望んでなんかない！」

「本当に？　君は選んだのではないのですか？　〝現世〟を守る責務より、愛いとしい相手との想おもいを貫くことを。〝現世〟などどれほどのものです。君たちが認にん識しきできる〝領域〟は、半径数メートルぐらいが関の山でしょう。そんな狭い領域を守る意味など、どこにあるのです？」

　彼は自分にしなだれかかる美しい〝アダリー〟を抱きしめ、冷酷につづけた。

「人間は他者の中の己おのれを愛する存在なのです。真に利他的な者などいません。そう見える者も〝利他的な自分〟を愛しているだけなのです……君にとって〝彼女〟の中に見み出いだした己は、どんなものですか。それは君の真の、心からの願ねがいではないですか……そう、」

　くく、と怜れい路じは笑った。哀れむように、さげすむように。

「戦いを、避けたい。傷つきたくない……自分が。彼女でなく、自分が。そうでしょう？」

　今度こそ周しゆうは固く凍りついた。心しん臓ぞうの鼓動すら停止したかのように。

　低い笑いが凍る周をなぶる。非情に、無情に、残忍に。

「君の欺ぎ瞞まんは打ち砕かれました。さあ、〝現世〟は終わりですよ。外は僕の作った〝人形〟どもが制しています。〝領りよう域いきの間あわい〟も拡大し、間もなく〝現世〟を吞のみこむでしょう。誰だれも止めることはできません。君も参加したらどうです。狂乱のパレードに……？」

　周はうなだれた。先ほどよりもずっと深く。その上へ冷たい笑いが降る。

　打ち据えなぶり苛さいなみ痛めつける、氷の笑いが。

　少年はこぶしをにぎる。渾こん身しんの力で、その指にはまるひとつのリングごとにぎりしめる。

　一粒の涙が、落ちる。彼の立つほの明るい床ゆかに。

　周はリングのはまった片手をゆっくりと、開いた。開いて、そして──────




　　　　　　　４




　ワールド内はいまだ混乱の状態にあった。

　狂気のパレード、〝ラズル・ダズル・キャバルケイド〟は途と切ぎれることなく進む。

　それでも果か敢かんに異い形ぎようどもに挑む姿がその中には、ある。







　激はげしくふり下ろされた巨象の足が、止まった。

　メインゲート前の人ごみにいた茉まつ莉りは、思わず身を乗り出す。

「……僕を子どもと、侮あなどるなよ……化け物め……」

　白く美しい並びの歯を嚙かみしめて仰あお向むけに倒れたウィルが吐き捨てる。

　こめかみを伝う血で金髪が白い肌に貼はりつく。その様はとても痛々しい。しかし少年は小さな体で渾こん身しんの力をふりしぼり、長なが槍やりの柄つかを両手で持ち巨きよ軀くの足を防いでいる。

「手足もがれても、王を守りきるまで僕は、戦うんだ……！　ッうあああっ!!」

　叫んで彼は思いきり巨象を跳はね除のけ転がり出た。

　回転する反動で彼は起き上がり槍持つ左手を伸ばして叫んだ。

「〝形態変化〟────〝フィンガル〟!!」

　叫びの刹せつ那な、槍やりが大剣へと戻る！




　茉まつ莉りは少年の戦う姿に背を向けた。

　彼の働きに応こたえなくてはならない。なんとしても、己おのれのすべてをかけて。

　少女は堅固に閉ざされたゲートに相あい対たいすると、可か憐れんな眉まゆを寄せてつぶやいた。

「〝現世〟につなげるのは……無理なのですわね……でしたら……」

　目を閉じる少女の脳裏にある考えがふっと、よぎった。

「確たしか、さっきのユイナさんの電話……そう、〝外〟につなげられなくても……」

　少女の左手がゲートに触れる。指を斜めに滑らせ真上に流し手を開いて押しつける。

「……──天てん蓋がい：天界の庇護〈ウェルム〉・手：彼岸への接続〈マヌス〉・扉：逃走の幇助〈オスティウム〉──……」

　言葉をつむぐ。深い集中の中、少女の唇から次々と言葉が、生まれる。

　彼女は最後に勢いよく左手を上方へ跳ね上げ強く言葉を発した。

「────　解域〈リベルトゥス〉　────!!」




　ウィルは大剣をにぎり巨象へと走った。

　咆ほう哮こうを上げ巨きよ軀くが地じ響ひびきを立ててせまる。太い鼻が鞭むちのごとく激はげしくふり下ろされる。

　跳とび退すさりつつ少年は激しく斜めに斬きり上げた。鋭するどい刃やいばに鼻が斬り飛ばされて宙を飛ぶ。

　巨象は激しく急ブレーキをかけるように地に跡を刻んで止まり、向きを変えた。

　金髪の少年に向き直り、アスファルトの地面に蹴ける足跡をつけて突進する。

　風圧をともなう恐ろしい突とつ撃げきが少年にせまる。

　だが、不意にウィルは巨象に背を向けた。斜めに地に剣先を下ろし柄つかをにぎりしめる。

　その背中をつぶすがごとき強い風がくる─────────

　いきなり。

　ウィルは剣をふり上げ全身を回転させて跳ちよう躍やく、その勢いで思う様ふり下ろす!!

　巨象の首筋に食いこむ大剣が重さの乗った壮絶なスピードで一気にふり抜かれた。

　ウィルがふり抜いた剣をにぎって地にひざをつく。

　彼の背後にどう、と象の首が落ち、さらに激しい地響きを立てて巨軀がつづいた。

　立ち上がるウィルはふり返り、生意気な仕し草ぐさで金髪をかき上げ象の首を見下ろした。

「象狩り終了。……フン、壁かべに飾るにはこの首は、少し重すぎるね」

　そのとき、大きな音を立ててゲートが開いた。人々がなだれをうってゲートへ進む。扉の向こうは暗くら闇やみだ。しかし押されて混み合う人々は流れるようにそこへ入っていく。

「急いで。だいじょうぶですわ、向こうは安全ですから……さあ、早く……！」

　茉まつ莉りが逃げる客たちに叫ぶと人波をかき分けて、大剣をにぎって立つ少年へと走った。

「ウィル！」

　茉莉は必死の声で名を呼び少年を抱きしめると、泣きそうな顔で目を閉じた。

「……だいじょうぶだよ、茉莉。あなたの美しい服が、僕の血で汚れてしまう」

「かまわないわ。それはあたくしの誇りの証あかしだもの」

　茉莉は体を離はなし、ワンピースのポケットからハンカチを出してウィルの血をぬぐう。

　少年はゲートの方角を見やると、訊きいた。

「無事、〝現世〟につなげられたの？」

「いいえ、さすがにこんな広大な〝閉へい鎖さ領域〟から〝現世〟へつなげるのは無理だったわ」

「じゃあどこへ？」

「シーコーストエリアよ。外部への接続は無理でも、内部なら可能だと思って。あそこに誘ゆう導どうして、そして外部から人間しか入れないように同時に〝選せん別べつ〟の現象を構こう築ちくしたの」

　そうか、とウィルはうなずき、そして少し照れくさげに茉莉を見上げた。

「茉莉。僕は、あなたを……守れた、かな」

　茉莉は大きく瞳ひとみを見開き、それから優やさしくほほ笑えんだ。

「もちろんよ。あなたの働きに見合う称しよう賛さんの言葉なんて、この世には存在しないわ」

　それを聞く少年の唇に、満足の笑みがよぎった。

「言葉なんていらないよ。あなたが無事なら、それが僕にとってなによりの褒ほう章しようだから」
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　金属の甲虫に跳びかかられ、銀髪の少女が道路に激はげしく叩たたきつけられる。

　メタルの爪つめが横様に、少女、クリスを薙なぎ払う。吹き飛ぶクリスのこめかみが裂かれ赤い血が流れる。むき出しの腕を甲虫の爪が押さえる。素肌に爪が食いこみ血がにじんだ。

「うぁ……！　く……あぅ……!!」

　クリスはあえぐ。だが彼女は青い瞳に激しい気迫をこめのしかかる甲虫をにらみつけ、

「ッァアアっ!!」

　ローラーブレードをはいた足で強烈に蹴け飛とばした。

　跳ね飛ぶ甲虫どもが背後の兵隊にぶつかり巻きこみ倒れる。そこへ跳ちよう躍やくしつつの鋭するどい斬ざん撃げき、斬きり上げ斬り飛ばし彼方かなたへ吹き飛ばして異い骸がいどもを破は壊かいする。

　クリスは駆け出す。ローラーで地面を蹴って後方へ送り全力で走る。

　前方に自分の主あるじが見える。異骸どもに囲まれかける慶けい介すけの姿が。

　少女は滑走しながら身を低くする。加速する、加速する、加速する。

　壮絶な速度を自分の体に乗せて少女は群れのただ中へ突撃!!

　一気に吹き飛ぶ人形どもを跳ちよう躍やくと同時の二対の閃せん光こうが斬きり飛ばし叩たたき落とす。

　彼女は背後に向き直り、両手に持った剣をかまえて凛り々りしい声こわ音ねで告げた。

「わたしは、剣舞士〈クルエルステッパー〉……死を告げるダンスを、舞まう者だ」

　こめかみから伝う血で頰ほおを汚し剣持つ両手も血にまみれさせながら、彼女はいい放った。

「我わが王の領土はわたしがいる限り絶対だ。決して何者も侵すことはできない！」

　告げて彼女はさらにせまりくる異い形ぎようの群れへとただひとり走り出す。




　慶けい介すけは構こう築ちくをつづけていた。

　クリスが敵に吞のみこまれたときも、眼前に敵がせまったときも、彼は迷わなかった。

　信じていた。心から、彼はクリスの力を信じていた。

　彼女なら、自分がその力を心から恃たのむ守しゆ護ご士しなら、決して負けはしないのだと────

　眉み間けんを厳きびしく寄せて深い集中に沈み、緊きん張ちようの力を全身にみなぎらせ彼は言葉をつむぐ。

「強化：嵐〈テンペストゥス〉・強化：火焰〈フラムマ〉・強化：鉄槌〈マレウス〉………」

　強く強く強く、彼はただ一心に望む〝現象〈フェノメノン〉〟をイメージする。

　両手の間の電光はますます光と激はげしさを増す。

　壮絶にはじける光と火花が周囲の薄うす闇やみを払いその身を輝かがやかせる。

　不意に彼はまるで弓を引きしぼるように左手を突き出し右手を曲げた姿勢でふりあおぎ、
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「────　天火百雷〈ファクス・ディウイヌス〉　────」

　叫んで天へと向けて振りしぼった雷光の矢を打ち放つ!!

　豪速で昇る巨大なまばゆい雷光、それははるか上空まで登りつめて消え────




　次の瞬しゆん間かん、天より降りそそぐ轟ごう雷らいの流星雨!!




　耳を聾ろうする轟音とともに、慶けい介すけの視界に入るすべての異い骸がいどもが雷らい撃げきに撃うち抜かれた。

　神の怒り、天よりの罰にも似た凄せい絶ぜつな電光の猛撃に、人形どもがその身を打たれ灼やき尽くされて次々と大地に倒れ動かなくなる──────

　金属とセルロイド、木と革とプラスチック、あらゆる人形の部品が焼かれる異い臭しゆうただよう中、慶介は目を閉じ大きく息を吐く。吐く息とともに全身の緊きん張ちようを解放する。

　こぶしをにぎり大地を踏みしめふらつく姿勢をこらえると、彼は周囲を見回した。

　累々と重なる異形どもの残ざん骸がいの中、求める相手の姿はない。

「クリス！」

　慶介は叫ぶと、らしくない焦りを面おもてににじませローラーブレードで走り出した。

　彼が向かう前方のヤシの木の下、切り裂かれたつなぎを着た少女がひざをついている。

　少女は面を上げてよろけつつも身を起こし、駆け寄る慶介を見上げた。

「だいじょうぶか、クリス！」

「……だいじょうぶ、です。我わが、王……」

　乱れた銀髪は血に汚れ肩にも腕にも血をにじませて、見るからに痛々しい有様だ。

　それでも少女は苦痛を面に出さず、ひたむきなまなざしで慶介を見つめている。

　ただひとつの言葉を、待つように。

　慶介はその青い瞳ひとみを見下ろす。そして深い想おもいをこめた一言を、告げた。

「……ご苦労、クリス」

　その瞬間、忠実な守しゆ護ご士しの面が誇りと喜びに輝かがやいた。

「いいえ、我が王のご命令どおりにしたまでです」

　彼女にとってなによりの褒ほう章しようが、その短いただ一言なのだと、告げるように。
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　どぎつい彩色の、竜をかたどったフロートが口から火花をまき散らして進む。

　フロートの上から道路へ巨大な戦せん斧ぷを抱いたフランケンシュタインが降り立った。

「ッつうか……多すぎ！　どっから湧わいて出てきてんだよ！」

　それらに追われリュウトと千せん花かが必死の面持ちで大通りを走る。

　不意に、走る彼らの頭上を疾しつ走そうするジェットコースター「グレイトサンデー」から、ゆがんだブリキの兵隊と青黒い肌の妖よう精せいが次々飛び降り行く手をふさいだ。

　あわてて立ち止まる彼らを囲み、人形がせまりくる。

　千せん花かは誇り高い面おもてに決意を見せて吐き捨てた。

「おまえと心中なんてごめんだわ。ここでどうにかするわよ！」

「あったりまえだ、それはこっちのいい分だぜ！　誰だれがオマエなんかと一いつ緒しよに死ぬか！」

「上等じゃない！　どうせすぐ無む謀ぼうに突っこんで怪け我がするくせに。賭かけてもいいわよ！」

「んだとぉ、オマエこそなんだそのいい草は。オレがどーなろーと勝手だろ！」

　叫んでリュウトがいきなり跳ちよう躍やく、後ろ回し蹴けり！

　襲おそいかかる寸前の異い骸がいが吹き飛び地面へ叩たたきつけられた。

　そこへ千花が右手を突き出し叫ぶ。

「──　矢流〈サギッタ〉　──！」

　渦巻く突風が彼女の周りに生まれて囲む異い形ぎようを押し返す。その隙すきに千花は意い識しきを集中し、

「ああっ!!」

　人造人間の戦せん斧ぷが風を切って襲う。からくも避けたがよろける少女に次の一いち撃げきがくる。

　激はげしい火花が散って戦斧が弾はじかれた。

　殴りつけるリュウトのナックルバスターだ。彼は怒りもあらわに叫んで跳んだ。

「我わが王に風すら当てんな。オレにつぶされてえか！」

　跳躍しつつ、人造人間のあごを下から激はげしく蹴り飛ばす。倒れる巨体を踏みつけ走ってリュウトは暴ぼう風ふうのごとく異骸の群れのただ中で暴あばれ回った。

　だが数が多すぎる。リュウトの奮ふん闘とうだけでは持ちこたえられない。千花が強大な現象〈フェノメノン〉を構こう築ちくするために集中する暇もない。

　千花は唇を嚙かんだ。嚙んで、ふと彼方かなたの頭上を見上げ────

「リュウト！　来なさい！」

　鋭するどい命令が走った。

　即座にリュウトが眼前の敵から後方へ跳とび退すさり主あるじのそばへ降り立つ。

　不意に千花が彼に抱きついた。「な!?」と戸惑うリュウトにかまわず千花が叫ぶ。

「──　翼空〈アール〉　──！」

　瞬しゆん間かん、ふたりの体が一気に宙へと豪速で打ち上げられる。

　まさにそのとき頭上をコースターが駆け抜ける。千花に抱きつかれたリュウトはとっさに座席の縁ふちにつかまった。眼下に群れ集う人形どもの姿が見る見る内に遠くなる。

「……ってこのままどうするつもりだよ！」

　すさまじい目も開けられぬ風圧の中、リュウトが必死に問いかけた。

　しかし答えはない。千花はリュウトに片腕で抱きついたまま言葉を組み上げている。

「基き盤ばん構成─清浄なる憤ふん怒ぬ：嵐〈テンペストゥス〉─・性質─破壊者：衝撃〈コンクルスス〉─・形状：渦流〈ウェルテクス〉……」

　リュウトは瞬しゆん時じに理解した。

　決死の面おも持もちでコースターにつかまる右手、千せん花かを抱きしめる左腕に力をこめる。

　ふたりをぶら下げてコースターが豪速でレールを駆ける。千花の紅あかいリボンと長い髪が引きちぎられるようになびいた。

　片手を胸に、千花は目を閉じ集中している。周囲にうず巻く風の流れが強くなる。

　それは速度による空気の流れだけではない。彼女が生み出す猛烈に吹き荒れる風だ。

　コースターが加速、かかるＧが大きくなる。ふたり分の重みを支えるリュウトの腕はしびれ、いまにもふり落とされそうだ。だがリュウトは歯を食いしばり必死に耐える。

　宙返りループへ突入する。インバーテッドコースターはレールに座席が下がる形、ループの頂上では頭が地上へ足が空へと逆転する。

　一瞬、視界が天地が反転し即座に壮絶な加速で降下する。

　そのとき千花が叫んだ。

「右手を離はなしてリュウト！　──　天回嵐〈プロセルラ・デイ〉　──！」

　叫びの瞬間、急降下の勢いが彼らを豪速で打ち出し地上に群れる異い骸がいどもへ叩たたきつけた。

　同時に起こる渦巻く巨大な嵐あらし──────

　落下の衝しよう撃げきが合わさり目に見えるすべての異い形ぎようどもが高く天へと吹き飛ばされそして、

　大地に激げき突とつ────!!

　飛び散る部品、粉々になった造型、みじんに破は壊かいされた人形の破片が道路に散乱した。

　そのただ中で、千花とリュウトがぐったりと腰を下ろす。

「……あっりえねえ。オマエ、無む茶ちや、しすぎ……」

「……う、るさいわね……結果がすべてでしょ。いいのよ上う手まくいったんだから」

「人のこと散々無茶すんなつっときながら、自分はいいのかよ！」

「いいわよ！　オマエが無茶して体張るんならあたくしだって命張って当然でしょ！」

　いい返そうとしたリュウトの口が、ぱかん、と開いた。

　にらむ千花とぼうぜんとするリュウトにそのとき、四つの姿が走り寄る。

　メインゲート方向からくるのは茉まつ莉りとウィル、『エンドレスブルー・アベニュー』方面からは慶けい介すけとクリスだ。彼らは集まり千花たちを囲んで助け起こす。

　無惨な人形たちの残ざん骸がいのただ中で、茉莉が慶介に不安げに尋ねた。

「才さい木きさん、九く条じようさまたちは……」

「自分たちも見ていません。パレートが始まる前のあの爆ばく音おん……あれは、やはり」

「まさか、まだトンネルから出てこないの？　あの島の城には羽は立だて君たちもいるのよ！」

　千花が言葉を挟んだ。みなが一斉に息を吞のむ。声にならぬ不安がその面おもてによぎる。

　と、不意にクリスとウィル、リュウトが緊きん張ちように身をこわばらせた。

「な──なんだ、まだ!?」「また、来ます！」「あっちからもくるぞ！」

　リュウトの声に慶けい介すけたちがはっと周囲を見渡す。

　守しゆ護ご士したちは王たちを守るようにその前で身がまえた。

　建物の間から、通りの彼方かなたから、見え隠れする────うごめくモノどもが、現われる。

　六人は背を合わせ、押し寄せ囲みせまりくる異い骸がいどもに対たい峙じする。

　彼らの面おもてに余裕はとうにない。それでも終わりないパレードを、終わりない戦いを、待ち受け立ち向かうように彼らはそれらを見据え、無言で歯を食いしばる。

　だが、そのときだ──────




　　　　　　　５




　あふれる秘宝のまばゆい大広間に、骸がい骨こつどもに拘束された黒衣の少女がいた。

　その黒衣の少女・カナメの前に、〝ゴーレム・アダム〟がゆっくりと身を起こす。

　黄金のゴーレムは赤ん坊に似た造型だった。不ぶ恰かつ好こうに大きな頭に四よつん這ばいの短い手足、しかしすべてがむき出しの黄金の骨。少女を一息でつぶすばかりの巨大な異い形ぎようが起き上がる。

　地面が揺れる。散らばる金貨が跳ね上がって宙に金の光を巻き散らす。

　刹せつ那な、カナメは感情のない瞳ひとみを光らせた。

「ッ!!」

　不意に分厚い靴底で激はげしく蹴けり上げた。

　足首を拘束する骨の手が砕かれる、だがまだ腕を肩を体を抱きしめる骨の縛いましめは固い。

「進言。無む駄だです。執しつ拗ようさはわたくしに怒りをもたらすだけです」

　無表情の面にほんのわずかに怒気をこめ、カナメは勢いよく身をひねった。

　少しだけ拘束がゆらぐ隙すきに、解放された足で動ける範はん囲いを蹴り回す。

　骨が吹き飛び体が自由になるその機き会かいを逃さず、カナメは跳んだ。

　地に転がりつつ目の前の黒剣を拾い〝ゴーレム・アダム〟へ走る。

　眼がん窩かの暗い空洞に赤い光を宿し、それは走るカナメを見据えた。

　黄金の歯の並ぶあごを開きゴーレムは骨をきしませ四つん這いで進む。

　巨体からは考えられぬ速さでせまるそれの眼前でカナメが跳んだ。

　ゴーレムの頭ず蓋がい骨こつを蹴りさらにジャンプ、後方に降り立ち素す早ばやくふり向き、巨体の後ろ右脚を黒剣で激しく横よこ薙なぎした。

　硬い音で弾はじき返された。恐ろしい硬度の骨に柄つかをにぎる手がびりびりとふるえる。

　わずかに傷がついた以外、骨にはなんの損傷も与えられなかった。

「ッ!!」

　ぶわ、とマントが激はげしく広がる音、そしてカナメの背へと蹴けりがくる。

　カナメはとっさに地を蹴り跳とび退すさった。避けるあとに降り立つのは〝ベアトリーチェ〟。

〝ベアトリーチェ〟はカナメを追う。ひるがえるマントの裾すそから包帯を巻いた足が見え、それがいきなり蹴り上げられた！　だがカナメは黒剣で素す早ばやく横様にそれを弾はじく。

「!?」

　金属音が響ひびいた。〝ベアトリーチェ〟の足と剣がぶつかった瞬しゆん間かんに。

　その違和感がカナメにわずかな戸惑いの隙すきをもたらした。

　と、不意に眼前に大きくマントがひるがえる。カナメの視界をさえぎるように。

　黒剣が広がるマントを斬きり下ろす、しかし裂かれる布の向こうの空間には誰だれもいない、

「あああっ!!」

　恐ろしい力が風圧をともないカナメを斜め上方から襲おそう。

　それが〝ゴーレム・アダム〟の腕だと知る間もなくカナメは金貨の山へ打ち倒される。

　飛び散る金の輝かがやきへ黒衣の少女が埋もれる。

　そこへ容赦なくゴーレムが疾しつ走そうする。

　痛みをこらえカナメは剣をにぎって起き上がるが間に合わない。

　眼前に重い風がせまり少女を押しつぶそうとする───────




　轟ごう音おんをともなう火砲の光が横合いからゴーレムに命中した!!




　高い天てん井じように鼓膜を破る勢いの壮絶な発射音が鳴り響いた。

　すさまじい火か線せんが大気を引き裂き倒れかかるゴーレムにさらに何発も食らわされる。

　黄金のゴーレムがたまらずよろけ、地響きを立てて地に落ちる。

　空中に燐りん光こうの輝きと舞まう白い羽根が美しく広がった。

　そこへ〝ベアトリーチェ〟が走りマントをひるがえし一気に宙へ跳ぶ。しかし、

「……形態変化、ウェレラン」

　言葉が生まれた瞬間、火砲は二丁の白銀の大型銃に変化────

　同時にヴィヴィの姿が消えた。〝ベアトリーチェ〟が跳んだ先に相手の姿はない。

　突如下方から無数の銃声が轟とどろく。

　宙に浮く〝ベアトリーチェ〟に激しく無形の銃弾が何発も何発も食らわされる。撃うち抜き撃ち上げ無形の銃弾は〝ベアトリーチェ〟を宙にとどめたままいたぶり引き裂きさらに、

「終わりよ」

　冷たい怒りの声が聞こえて「ウェレラン！」と叫ぶ言葉とともに燐光の翼つばさが開いて、

　壮絶な火線が〝ベアトリーチェ〟を吹き飛ばす────!!

　光の中に消し炭となって灰も残さずマントの人物は消滅した。
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　それを見つめるカナメの前に、真しん紅くのドレスをひるがえしひとりの少女が降り立つ。

「…………ヴィヴィ…………」

　ぼうぜんとカナメはつぶやいた。彼女へと真紅の少女、ヴィヴィが走り寄る。

「カナメ！　だいじょうぶ。立て、」

　伸ばされたヴィヴィの手を、黒手袋に包まれた手が打ち払った。

　は、とヴィヴィが息を吞のむ前で、カナメは顔をそむけて自分で立ち上がった。

「……謝しや意い。助けていただいて、感謝いたします。わたくしは平気です」

　固い声だった。無感情のカナメの口く調ちようを聞きき慣なれない者には、わからぬ程度だったが。

　それを見るヴィヴィの誇り高い瞳ひとみに、刹せつ那な、困惑の色がよぎる。

「な──なによ。いったいなに怒ってるの、カナメ？」

「否定。わたくしは怒りなどみじんも感じていません」

「ウソ。どう見ても変よ、その態度。絶対に怒ってるわよ！」

「否定。重ねて否定。怒ってなどいません。ただ────」

　カナメはうつむいた。左手に持った黒剣の柄つかを、ふるえる細い手が強くにぎりしめる。

「……疑問。わたくしを守らないといって、ひとりで勝手に行動するくせに、なぜわたしを助けたりなどするのですか」

　ヴィヴィは血色の瞳をまばたかせた。戸惑いにうわずる声で彼女は答える。

「って……だ、だって守ってなんかないわよ、助けただけでしょ、いまのは！」

「抗こう議ぎ。詭き弁べんです。欺ぎ瞞まんです。守るも助けるも一いつ緒しよです」

「一緒じゃないわよ！　異なる言葉にはそれぞれちゃんと別の意味があるんだから！　第一自分だってひとりで裁定するからってアタシを拒んだくせに、だからアタシだって」

「全否定。わたくしはただ自分の職しよく務むに徹てつしているだけです！」

　いい合うふたりの背後でそのとき、地じ響ひびきが聞こえた。

　ふり向くふたりの眼前で、倒れたはずの〝ゴーレム・アダム〟が動いた。

　黄金のゴーレムは体から金貨と土くれをふり落として身を起こし、とっさに剣をかまえるカナメ、火砲の砲口を向けるヴィヴィへ顔を向けて、走る。

　だがしかし、そこにひとつの言葉が響いた。

「──　凄弾〈セイダン〉──！」

　ゴーレムの頭ず蓋がいの頰ほお骨ぼねが砕け散った！

　まるで巨大な弾かハンマーがぶつけられたかのような破は壊かいのされ方だ。

　つづけ様にさらなる言葉と指を鳴らす音とが響く。

「──　苛撃〈カゲキ〉・凄撃〈セイゲキ〉・烈弾〈レツダン〉…………！」

　言葉が生まれるたび骨が砕かれ吹き飛んでいく。

　大だい腿たい骨こつが胸骨が下か顎がく骨こつが腰骨がその他ほかの骨が解体されなぶられるようにひとつひとつ破壊され最後にひときわ高らかに手を打ち鳴らす音と言葉が天てん井じように響き渡って、




「──　塵霧〈ジンム〉──！」




　内部から弾はじけるようにゴーレムを構成する骨が破裂し瞬しゆん時じに粉々に砕けて消えた!!

　壁かべに天井に跳ね返る衝しよう撃げき音おんのこだまの中を、長身がゆっくりと歩んでくる。

　ダークスーツの男はヴィヴィに向かってにやりとうさんくさく笑った。

「……最後まで破壊を確かく認にんしないとは、らしくないな。そンなに友だちが心配だった？　っていうか吞のん気きにケンカしてないで、ちょっとは周りに気を配った方がいいね」

「うるさいわね。アタシが拾ってあげなかったら絶対溺おぼれてたくせに」

　ヴィヴィが、むっとした顔で抗議の言葉を吐いて向き直る。

　だがそのとき、周囲を照らす明かりが不意にゆらいで、またたいた。




　　　　　＊＊＊




〝ラ・メルベイユ城〟の内部空間で、慎しんと〝ベアトリーチェ〟が対たい峙じしていた。




　全身血まみれの体で、慎しんは立つのがやっとだった。

　意い識しきが途と絶だえそうになる。だがユイナたちのためにも決して倒れてはいけない。

　そう決意しつつも、目の前が暗くなる。遠くでユイナが自分の名を呼ぶのが、聞こえる。

　──もう、だめ、なのか……？　二にの関せきを止めること、でき、ないの、か……？

　その彼へ翅はねのように翼つばさのように〝ベアトリーチェ〟がマニピュレーターを広げて歩む。

　慎は目をつぶる。もう、避けられない。足が、動かない。

　くるだろう衝しよう撃げきを覚悟して彼は目を、閉じた。

　閉ざされた視界の彼方かなたから、風を切る金属の爪つめの音が響ひびき渡る。

　その刹せつ那なだった。慎の耳にはっきりと、ひとつの言葉が、聞こえた。




「……発動、〝円輪〈ケルビム〉〟……稽停転円〈オルナトゥス・コンプリメレ〉!!」




　その言葉が生まれた瞬しゆん間かん、〝オーシャンズワールド〟の〝機構〈メカニズム〉〟、そのすべてが──────
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　すべてが、停とまった。




　ワールド内を我わが物顔に歩きまわっていた〝人形〟たちが。

　パレードのフロートが。数々のアトラクションが。

　あちこちを彩る種々様々なギミックもかろやかな音楽も照明も、みな。

〝機構〈メカニズム〉〟に依存するほぼすべてがきしむ音を立てて、動かなくなった。

　それに例外はなにひとつ、ない。




〝ラ・メルベイユ〟城の中で床ゆかに腰をつき、血まみれの慎は片手を上げ顔をそむけていた。

　だがいまにも襲おそいかかってくるはずの斬ざん撃げきがこない。おそるおそる、彼は目を開ける。

「うげ!!」

　開く視界のすぐ前に鋭するどい爪つめが見えて思わずびびった声が出た。

「……って、え？　な、なんで……」

〝ベアトリーチェ〟が、停止している。

　マニピュレーターを伸ばしたまま、凍ったように動かない。そっと慎しんが手を伸ばし爪に触れると、ぶらん、と力なくわずかにゆれた。

　そのとき、不意に慎の耳に悲痛な叫びが届いた。

「アダリー！　アダリー、動いてくれ、アダリー!!」

　ふり返る慎の視界の中、怜れい路じが脱力した〝アダリー〟を抱いて叫んでいた。まるで魂のない人形のように、美しい体は怜路の腕に抱かれるがままになっている。

「なにをした、なにをした二にの関せき！　僕の〝アダリー〟に！」

「……〝アダリー〟にだけでは、ありません」

　血相が変わる怜路に背を向け、静かに周しゆうが、いった。

「ぼくの称号〈タイトル〉は〝円輪〈ケルビム〉〟。円〈キルクルス〉に作用する力です」

　うつむき、周は淡々と告げた。冷たい事実を、残酷なる真実を。

「この〝オーシャンズワールド〟にあるすべての機き構こうを動かす〝円／回転〟に対して、ぼくは……〝停止〟の現象〈フェノメノン〉を発動、しました。構築にわずか一週間しかなかったから完全ではないかもしれませんけれど、それでもかなりの抑止力はあるはずです」

「な、な……なんだって、なんだってそんな、そんなっ!!」

「あなたが境界標〈テルミヌス〉のコンピュータに残した仕掛けに、本当に誰だれも気がつかなかったと、思っていますか？　わざと残しておいたのだと……そう、あなたの居場所を知るためにわざと取りのぞかなかったのだとは、思っても、みませんでしたか？」

　少年はゆっくりと怜路に向き直ると、憐れん憫びんの口く調ちようで告げた。

「終わりです。〝オーシャンズワールド〟は。あなたが作り上げた夢の、世界は」

「き、貴様、貴様ぁあああああっ！　二関、貴様、貴様貴様貴様きさ…………」

　憎ぞう悪おの絶叫の最中、不意に怜路と〝アダリー〟の姿がかき消えた。同時にみなの足元の光がふっと消え、すべてが闇やみに包まれる。その闇の中、周の声が響ひびいた。

「……乙おと芽め。さっきの命令は解除だ。羽は立だて君、君の力で明かりはつけられますか」

「へ？　え、あ、ああ、えっと」

　痛みに顔をしかめつつも慎は右手を伸ばし「光明〈ファクス〉」とつぶやいた。

　淡い明かりが生まれて辺あたりを照らす。みなの姿が浮かび上がった。

「周ちゃん……？　いったい、どういう、こと……？」

　おずおずと、不安げに乙芽が尋ねる。

　だが周は地面を見下ろしたまま答えない。肩を落とし深く息を吐くと、つぶやいた。

「……ぼくは、失敗しました」

　ユイナに助け起こされつつ、慎しんは抑えられぬ不ふ審しんと疑惑に彼を凝ぎよう視しした。

「ど、どういう意味なんだ？　失敗って。怜れい路じに協力してたんじゃ……ないのか？」

「先ほどの八や塚つか怜路の姿は、ホログラフィーです。彼は決してぼくの前に姿を見せず、ホログラフィーのみを通じて会話していました。ぼくはここにきた日から、ずっと彼の隠れ場所を探していたんです。でも……結局見つからなかった」

「さっき、境界標〈テルミヌス〉の名前、出してた。もしかして、」

　ユイナが問いかける。それへと周しゆうは反応し頭を上げた。

「……そうです。ぼくは境界標〈テルミヌス〉の要よう請せいで、動いていたんです」

　驚おどろきがその場に走る。慎とユイナ、乙おと芽めは周の顔を凝視した。

「彼は境界標〈テルミヌス〉のコンピュータに、スパイウェアをインストールしていたんです。彼の情報と彼が残した発言にアクセスしそれを探る者がいたら、リポートを自動的に送信するように。ぼくは最初、それを知らなかった。彼からメールがきて迷いながらも境界標〈テルミヌス〉に連絡してそこで……指示が、出たんです」

「じゃ、じゃあ、全部演技だったのか？　なにもかも？」

　慎の問いに一いつ瞬しゆん、周は口を閉ざし瞳ひとみも閉じた。そして、重い塊を吐くように、いった。

「……全部が、演技ってわけじゃ……ないです」

　その言葉の意味をはかりかねて戸惑う慎に、周は静かに言葉をつなげた。

「すみません、こんなにも事態を悪化させてしまって。乙芽までだまして、傷つけて……。でも八塚を信用させ、その居場所を探るために仕方なかった。誰だれにも打ち明けられなかった……なのに結局、ぼくは失敗しました。いまもまだ、彼の居場所は、わからない……」

　誰も言葉がない。弱い明かりに照らされた空洞に満ちる無音の中に、みなは立ち尽くす。

　ぽつり、とそのとき小さな声がした。

「周ちゃんは、いつも、そうなんだね……」

　乙芽の声だ。周が、はっと彼女に視し線せんを合わせた。だが彼女は周から顔をそむけている。

「裁定のときもそうだった。自分ひとりで考えて、ボクをだますみたいにして……」

「乙芽……」

「わかってる、ボクはわかってるよ。ボクは周ちゃんみたいに頭が回るわけじゃないし、周ちゃんがホントのこと打ち明けてくれても、きっとバレバレになったしね！　でも……」

　彼女は周に向き直った。向き直り、切なく哀かなしい瞳をも向けた。

「でも、周ちゃんの言葉……信じられなく、なりそう、だよ」

　そういって、乙芽は周を真まっ直すぐに見つめる。

　深く重い圧おしつぶすがごとき沈ちん黙もくがその場に降りて、すべての音と言葉を、奪った。




　どこかの暗く狭い一室に、かきくどく哀あわれな男の泣き声が響ひびき渡る。

「〝アダリー〟、僕の〝アダリー〟！　起きてくれ、目覚めてくれ、〝アダリー〟!!」

　様々な電源コードがのたうち渦巻く床ゆかで、怜れい路じは美女を抱きしめ叫んでいる。

　彼の必死の呼びかけにもかかわらず、腕の中の美女は微動だにしない。青い硝子ガラス細工の瞳ひとみを見開いて、ただ暗い天てん井じようを見上げている。

　怜路の前方にある操そう作さ盤ばんの前に、誰だれかが座っている。その誰かは包帯を巻いた細い手を操作盤の上で焦ったように忙せわしく動かしながら、かすれた声でつぶやいた。

「……動きません……すべての機き構こうの〝回転〟に制限が……〝ベアトリーチェ〟も、モーターもエンジンも、伝動装置も、電源供給装置、制御系にギアに……みな、みな……」

　腕の動きが、止まった。ため息に似たかすかな言葉が、響ひびく。

「…………みんな、すべて……停止、します……」

　言葉が響いた瞬しゆん間かん、操作盤の光が消えていく。駆動音が消え空くう調ちようのファンが回る音も消え部屋の明かりも消えて暗くら闇やみが訪れる。その闇を怜路の悲鳴が引き裂いた。

「なんとかしろ、ベアトリーチェ！　僕の〝アダリー〟を生き返らせてくれ！」

「……どうすることもできません。〝ベアトリーチェ〟たちも動かないなら、私には……」

「そんな！　もうだめなのか、〝アダリー〟は僕のもとに戻らないのか！」

　怜路の悲痛な声に、冷静なつぶやきが重なった。

「いいえ……まだ、〝デイブレイク〟が……います……」




　重石おもしにも似た沈ちん黙もくに、誰もが黙だまって耐えていた。跳はね除のける勇気もなかった。

　その重苦しい沈黙を、周しゆうのふるえる言葉がそっと、破った。

「……そうだね。ごめん、よ……責められて、当然だ」

　乙おと芽めの拒絶に気力がくじけたように、彼はうつむき苦く悶もんの声をしぼり出した。

「ぼくは結局、なにひとつ成し遂げられなかったんだから。〝境界標〈テルミヌス〉〟からの使命も、乙芽の気持ちを守ることも……〝王〟としての責務も、みんな……失敗、して、」

「……そう、君は……失敗、しましたぁ……」

　不意に────声が、した。

　それは広大な空間の、頭上はるか高みの暗がりから聞こえた。

　慎しんたちは反応を返せなかった。いや反応を返す前に視界の隅をなにかが、動く。

　次の瞬間、

「うわぁああああああああっ!!」

　絶叫が響いた。それが周の声だ、とみなが認にん識しきしたとき彼の姿が消える、

　と同時に恐ろしい衝しよう撃げき音おんで上方から瓦礫の床目がけて彼が落下した。

　乙芽の前方に叩たたきつけられ、周は弾んで転がった。

「……え……ああ、あ……しゅ、周、ちゃん……？　周ちゃん、周ちゃん!!」

　乙おと芽めがわななく声で叫び走り出そうとしたときさらなる鋭するどい風が起こる。

　その鋭い風の一いち撃げきが倒れた周しゆうを跳ね上げ宙で弾はじき飛ばす。

　走りかけた乙芽の真横を周の体が吹き飛びはるか後方の壁かべへと激げき突とつした。

　ずるり、と周は叩たたきつけられた壁から滑り落ち瓦が礫れきの間へと沈み、動かなくなる。

　不意に、動けぬ周のそばになにかの姿が出現した。

　倒れた少年の背中を、灰はい色いろの靴の底が思いきり踏みにじる。

　みな、息を吞のんだ。淡い明かりの下に現われた、黒こく灰はい色しよくの姿は──────それは、




「こん、にちはぁ……よろしくネ……〝デイブレイク〟、でッす……」




　そういって片手をゆらりと上げ、にやりと〝それ〟は、笑った。

　それは────その姿は、これまで遭遇したものとパーツは同じだった。

　美しい面おもてを縁ふち取どる長めの灰色の髪と血ち塗ぬれた赤い唇、首元の黒いチョーカー、青白い素肌に直じかに身につけるレザーベストとレザーのズボンは黒灰色だ。

　慎しんの記き憶おくにある〝それ〟は、いまにも消えそうなはかなげな子どもだった。

　だが……いま目の前に現われた〝それ〟────〝デイブレイク〟。

　新たに現われたその存在は、背の高い十五、六歳ほどの少年だった。

　皮肉げな笑えみやしっかりした体つきは、いままで遭遇したのとまったく存在感が違う。ユーモラスな特徴ある言葉づかいがよりいっそう、残忍さを感じさせる。

〝それ〟は左手に巨大な分厚い円えん盤ばんを持っている。中心部の穴にある持ち手をつかんで。

　────歯車〈ギア〉。

　ギザギザの歯型はみな鋭い刃やいばで、淡い明かりをとらえて鋭えい利りな光を放っている。

　周を跳ね飛ばしたのはこれに間違いない。

　歯車を片手に〝それ〟は周を見下ろすと、にやにやといやらしい笑みを浮かべた。

「……可哀かわいそう、にィ。仲間も身内もあざむいて……自分の欺ぎ瞞まんも暴あばかれ、て。そこまで、しても……君はぁ、失敗、しましたぁ……」

　けくく、とそれは笑った。笑って突如、くわ、と灰色の瞳ひとみと赤い唇を開いて叫んだ。

「可哀そうだねッ!!　とッてもねッ!!　たとえ〝機き構こう〟を止めたって、この〝閉へい鎖さ空間〟がなくなるわけじゃないんだッ、よッ!!　でもねそうだ、ね……たとえば、ねぇ」

　ゆらり、と血の気のない白い指先が突き出される。

「この〝閉鎖空間〟自体を……幻みたいに消さないかぎり……は、ねぇ。でも無理だ、ね。この空間は〝現世〟と同じ領域に属してる。それを消すとか、無理、無理だねッ！」

　わざとらしい、芝居がかっておおげさな言葉づかいと動きだった。ゆえになおのこと異様で不気味で、おぞましかった。意思の疎通などはかれぬ異質の存在なのだと、ただ人間を形だけ模倣したのみでその内に人と等しい〝魂〟などないのだと、改めて思い知るほどに。

「さぁて……それじゃ可哀かわいそうな彼に、その報いを叩たたきこんであ、げ、な、い……とッ！」

〝それ〟は周しゆうを踏みつける足を引く、といきなり壮絶に歯車〈ギア〉をふり回した。

「や、止やめて！　周ちゃああんっ!!」

　少年の体がまたしても弾はじき飛ばされる。乙おと芽めの絶叫を越え宙に赤い血の軌跡を引いて、彼は反対側の壁かべにしたたかに打ちつけられ床ゆかへぐしゃりと、落ちた。

「周ちゃん、周ちゃん！」

　泣きながら少女が駆け寄った。力ない彼の体を抱き上げ取りすがる。

　乙芽の懸けん命めいな呼びかけにも答えがない。彼の名を呼ぶ少女の絶望の嘆きが空洞に響ひびく。

「な、なん……て、こと…………なんて、なんてこと、するの！」

　ユイナが怒りにわななく激はげしい声で白銀の剣をにぎって叫んだ。

　だが返されたのは、おどけた嘲ちよう笑しようの言葉だ。

「怒った？　いいよいいよ、存分にこの僕に君の正当なる怒りをぶつけたまえな。くひひ、そうだそのためにこの〝僕〟は存在するんだからさぁッ！　さあ、きたまえな、遠えん慮りよナシにねッ！　僕を殴りつけな斬きりつけな、倒してもいいよ殺してもいいよ好きにしてッ！　けどね、絶対絶対無理無理無む駄だだけど、ねぇッッ!!」

「……いったな」

　ゆらり、と慎しんは、ふるえる手で床にひざをつき、無理やり立ち上がった。

「確たしかに、いったな。確かに、そういったな。好きにして、いいって……」

　わななく力の入らぬ足で床を踏みつけ、慎は歯を食いしばり、〝それ〟をにらんだ。

「ユイナ、聞いたな。アイツのいった言葉、確かに聞いたな」

「聞いた。慎」

　ユイナが剣をにぎり、慎のかたわらに立つ。

　眼前の敵を、ひるまぬ闘とう志しを不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみにたたえ、にらみつけて。

「命令〈オーダー〉、だ……ユイナ」

　慎は、青白い炎の怒りを秘めた低い声で少女に、告げた。

「ぶん殴れ。打ち倒せ。アイツに自分の言葉を悔やませてやろうぜ！」

「ＯＫ、我わが王〈レクス〉。実行する！」

　白銀の剣をひとふりし、彼女は柄つかをにぎって凛り々りしくかまえ足を踏み出し────

「勇ましい、勇ましい、勇ましい、ねッ……本当に、涙ぐましいほどに感かん、激げき……だね！」

　少女より先に灰はい色いろの少年の足が動く。不意に〝それ〟の姿が消きえ失うせる。

「っ!?」

　超至近距きよ離りで斬ざん撃げきがくる。

　からくも避けてユイナは白銀の剣でそれを受ける。かみ合う歯車と刃やいばとに火花が散った。

　灰はい色いろの少年は即座に手にした歯車を引いて一歩足を下げ────

　また消滅した！

　ユイナが追う前に灰色の姿が彼方かなたに離はなれる。光る歯車を持ちユイナを見据え、一歩、

　今度は唐突に斜め前方に踏み出し消失、ユイナの真横に出現。しかしユイナが白銀の剣を向ける瞬しゆん間かんに消えて、地を蹴けりつける跳ちよう躍やくの音がつづく。一瞬でユイナの上空に出現さらにそこから、

「っ!!　ああぁっ!!」「ユイナ！」

　慎しんの叫ぶ前でユイナが頭上至近距きよ離りからの斬ざん撃げきで弾はじき飛ばされた。

　すでに体たい験けん済ずみの〝それ〟の能力のはずだった。だがユイナは察知できなかったか、致命傷は避けてもかわしきれなかったようだ。

　倒れたユイナへ〝それ〟が視し線せんを向ける。光る不気味な双そう眸ぼうを。

　鋭するどい歯車〈ギア〉をにぎり、ユイナへせまる。

　とっさに慎は血のこびりつく右手を〝それ〟に向かって突き出し叫んだ。

「──暉電光〈フルグラーティオ〉──！」

　痛みをともなうほどの壮絶ないくつもの閃せん光こうが生まれ灰色の少年に食らわされ────

「……っ!?」

　突き出す腕がふるえる。慎の視界に悲鳴を上げて吹き飛ぶ少女の姿が、入る。

「ユ、ユイナあっ!!」

　叫ぶ慎の前に白銀の剣が投げ出されて転がった。

　その軌跡を追うように少女の細い肢体が激はげしく叩たたきつけられる。

〝それ〟は叫ぶ慎と倒れたユイナをにやにやといやらしい笑えみで見比べた。

　慎の放った閃光の現象に〝それ〟はなんら影えい響きようを受けていないのが、その様からわかる。

　ゆら、と青白い指先が慎へと向けられる。からかうように指がくるくると回る。

「……くひ、ひ……親切な僕はぁ、教えて、差し上げるの、です。〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟……君の、作り出す光も影かげも、通じない、よッ！　僕にはねッ!!」

「そ……そん、な……まさか、また視力が？」

　ふるえる慎の声に、きひ、と血ち塗ぬれた唇が笑えんで開いた。

「ううん、ちゃんと、見えます、よ。ただ……君らと違う方式なだけ……さあ、次は君かな……役立たずの〝門の王〈レクス〉〟……死んじゃい、なッ！」

　す、と少年は薄うすら笑いで動けぬ慎へとまた足を踏み出した。

　瞬まばたきの間もない、慎のすぐ前に不気味なチェシャ猫笑いが出現────

　身を引く時間も与えない速度で豪速の歯車が真横からくる。

「させ、ないっ！」

　しかしそのとき鼓膜を破るほどの衝しよう撃げき音おんが慎の耳じ朶だを叩いた。

　は、と慎しんは視し線せんを落とす。自分の体と歯車の刃やいばとの間に白銀の光が挟まっている。

　ユイナが、横合いから突き出す光輝〈デュランダル〉の刃で歯車を受け止めていたのだ。

「させない。させない……！　あたしの〝門の王〈レクス〉〟に触れるな！」

　無残に切り裂かれた白いワンピースの姿態が目に入る。

　血のにじむ裂傷が腕にも足にもつけられて、少女はむごたらしいまでに傷つけられていた。だが彼女は気にした風もない。即座に歯車を跳ね返し慎の前で剣をかまえた。

　くひ、と黒こく灰はい色しよくの少年が薄うす気き味み悪い笑えみを向けて、いった。

「勇、敢……だねぇ、役立たずの王を守ってひとりで戦う、のッ……!?」

「ひとりじゃない。慎を守る戦いは、慎と一いつ緒しよに挑む戦いだ。だったら怖くなんかない！」

「守る……？　いいね、いい大義名分だね、それで戦う口実ができるんだから……ッたく、うざったいんだよねえぇえええええッ!!!!」

〝それ〟は苛いら立だちもあらわに叫んで、ユイナへと走る。

　ユイナも気迫を全身にみなぎらせ、同時に地を蹴けった。




　部屋の彼方かなたの壁かべ際ぎわで、少女は血まみれの少年を抱きしめていた。

　少女の腕の中で全身を切り裂かれ赤く染めた少年が、絶えそうな息でつぶやいた。

「……ごめん、乙おと芽め……ごめん、本当に……ごめん……」

　焦点はうつろだ。いまにも消えそうなはかない声で彼は、いった。

「……本当は境界標〈テルミヌス〉の使命とは別に……ぼく個人の思おも惑わくで、動いてたん、だ。もしかしたら、本当に、王と守しゆ護ご士しを責務から解放できる道があるかもって……心のどこかで、八や塚つかを信じてもいた。ぼくと同じ、守護士を愛して責務を放棄した人、だから……」

「そんな、なんで、なんでそんなこと……！」

　乙芽が涙をあふれさせて問うのに、周しゆうは苦しげな息で、言葉をつむいだ。

「王と守護士としてじゃなく……普通の人間として、君と一緒に、いたかったんだ……」

　乙芽が目を見開いた。涙の滴しずくが落ちて、周の血のついた頰ほおに当たって赤く染まった。

「そ──それって、それってボクが周ちゃんに好きっていったから……だよね……」

「ちがう、ちがう、よ……そうじゃない。そう思って、欲しく……なかった、から……だから、乙芽には、ぼくの行動を秘密に、してた……だってこれは、ぼくが」

　ぜいぜいと荒い息が、周のつむぐ言葉をかすれさせた。

「乙芽の告白がきっかけでも……ぼくが自分で選えらんだ、こと……乙芽に、自分を責めさせたくなかった……そう思ってた。でも、八塚のいったことは……きっと真実なんだ……ぼくは」

　唇の端から血が伝う。周は目を開けていられなくなったか、まぶたを閉じる。

「自分が戦いたく、ないから。自分が、傷つきたくないから、臆おく病びよう者もの……だから……なのに、乙芽をいいわけに、してたのかも、しれない……そんな利己的で、最低で、卑ひ怯きような……欺ぎ瞞まんに満ちた人間、なんだって……乙おと芽めにも、誰だれにも、信じられなくて、当然……」

　閉じた周しゆうのまぶたの端から、一筋、涙がこぼれ落ちた。あえぐかすれた声で、それでも必死に懸けん命めいに、彼は伝えつづける。

「でも……でも乙芽。君を、好きだって気持ちだけは……本当、だよ」

「しゅ、う……ちゃん……」

「乙芽は、信じなくてもいい……だけど、これだけは……これだけはぼくの、真実だって、ぼくは、信じたい……君を……〝好き〟って気持ちは……まぎれもない、真実だって……」

「ごめ、ん。ごめん、ごめんなさい！　ごめんなさい、周ちゃん！」

　少女は周の手をにぎりしめ、その顔の上に面おもてを伏せた。

　泣きながら乙芽は叫んだ。泣きながら彼女は周に告げた。

「ごめん、周ちゃん。なによりも誰よりも、ボクが周ちゃんを信じなきゃいけなかったのに……！　たとえ言葉で噓うそをつかれても、ボクだけは周ちゃんの想おもいまで疑っちゃ、いけなかったのに……ごめん。ボク、馬ば鹿かだ。本当に馬鹿だ！　大好きな周ちゃんを疑うなんて！」

「いいんだ……疑われて、信じられなくて、当然、だったん、だから……さあ、」

　周は瞳ひとみを開けた。涙に濡ぬれる少女を見上げる。

　頰ほおについた血を少女の流す涙で洗い流されながら、彼は優やさしくほほ笑えんで、告げた。

「命令〈オーダー〉……だ。戦え。ぼくらの……仲間を、助けて……頼む、乙芽……」

　乙芽は涙のあふれ伝う面を上げて、周を、その優しい瞳を見た。

　唇を引き結び涙をこらえ、乙芽は彼を見下ろすと────

「……わかった、周ちゃん。ありがとう、ボクに誇りある戦いを命じてくれて」

　静かにそういって、乙芽は周の手をにぎる。そして彼を壁かべにもたれさせ立ち上がった。

　彼女はユイナと戦う〝デイブレイク〟に向き直り、厳きびしく見据える。

　その面にあどけなさは消えた。戦いにいどむひとりの闘とう士しとしての気迫が宿る────




　回転させるように下から巨大な歯車が思いきりふり上げられる。

　ユイナが身を引き剣で弾はじく、だがあまりの勢いに逆に剣が弾かれる。

　宙に浮く白銀の刃やいば、空手になるユイナへせまる黒こく灰はい色しよくの姿。

　ふり回されるギア！　少女は髪をなびかせ横転しひざをついて身を起こし、手を伸ばし剣を呼ぼうとする。そこへ向かって灰はい色いろの少年が足を踏み出す。

　しかし床ゆかに下ろされる瞬しゆん間かん足先はふい、と方向転換し、

「がッ!!!!」

　閃ひらめく斬ざん撃げきが見えて同時にすさまじい痛みが慎しんを襲おそった。

　弾かれて切り裂かれて慎が宙へと浮き上がる。そこを上から叩たたきつける衝しよう撃げき!!

　床目がけて強烈に激突した体がバウンドしさらに落ちる。

　意い識しきがかすむ。壮絶な痛みが視界をくらませる。床ゆかに立てる爪つめの間を自分の血が流れる。

「……が、は……」

　あえぐ声もかすかな、地に落ちた慎しんへと黒こく灰はい色しよくの靴が踏み出る。

「慎！　光輝〈デュランダル〉!!」

　叫ぶユイナが白銀の光とともに黒灰色の姿へ踊りかかった。

　しかし瞬まばたきの間に彼女の眼前から姿は消える。

　消えて空中に出現、鋭するどく光る歯車をかまえてユイナへ────




　閃ひらめく二対の光が空中で灰はい色いろの少年と交差する。




　天てん井じよう高く響ひびく金属音、その一いつ瞬しゆんあとに床をふるわす衝しよう撃げき音おんで〝それ〟が床に落下した。

「……な、にぃ……ッ!?」

　即座に起き上がる黒灰色の姿の前に、ひとりの少女がひざをつき着地する。

　立ち上がる彼女はふり返る。押し殺した、しかし怒りと闘とう志しのにじむ声で、告げる。

「ボクは、百もも世せ乙おと芽め。門の王──称号・円輪〈ケルビム〉の境界守しゆ護ご士し、飛輪士〈ブレイドテイマー〉だ……！　よくも我わが王に害なしたな。よくもボクの仲間を傷つけたな！」

　少女は両手に光る円えん刃じんをにぎり、一歩踏み出し凛り々りしくかまえた。

「おまえだけは絶対にゆるさない。この世の彼ひ岸がんで永遠に後悔させてあげる！」

　高らかな宣言、そして乙芽が地を蹴けり走る。

「馬ば鹿かめぇッ！　後悔は、おまえが…………しろよぉッ！」

　灰色の少年が叫ぶ。叫んで踏み出す。

　一瞬で乙芽の背後に出現、その背にふり上げられる歯車〈ギア〉。

　だが乙芽はすいとかわして同時に両手を広げ円刃とともに素す早ばやく強く回転した。

　回転の勢いが黒灰色の体を鋭するどく激はげしく斬きり裂く。

　裂かれる黒灰色のベスト、噴ふき上がる鮮せん血けつ、だが〝それ〟にひるみはない。

　ギアをにぎって乙芽へ突進、風圧をともない激しくふり下ろした、

　そこへわき腹を薙なぐ白銀の光！　歯車が弾はじかれ同時に〝それ〟を跳ね飛ばす。

「天あま音ねさん！」

　乙芽が心強そうに名を呼ぶそこへ、ユイナが白銀の剣をにぎって駆け寄った。

　ふたりの少女は肩を寄せ戦具をかまえ一瞬目め線せんをかわし────

　前方に立つ敵目指して走り出す。

　乙芽が先に前に出る。円刃をふりかざし薙いで斬り上げ斬りつける。

　デニムのミニスカートから伸びるすんなりした足で躍やく動どう、旋回、そして斬撃！

　黒灰色の少年がその攻撃をすべて歯車で弾いてかわす、かわすが反撃へ移行できない。

　斬きりつつ旋回する乙おと芽めがすいと横に移動、入れ替わりにユイナが前進する。

　両手で光輝〈デュランダル〉を跳ね上げ回しギアを弾はじいてふり上げ一いつ直ちよく線せんに両断！

「──────────ッ!!」

　声にならない声で斬ざん撃げきを防いだ歯車ごと黒こく灰はい色しよくの少年が飛ばされる。

　激はげしく床ゆかに打ち倒される音、しかし痛みを知らない〝異い域いき〟の存在は飽あかず立ち上がる。

　ふたりの少女もあきらめない。疾風はやてのごとき走りで敵に肉にく薄はくする。

　閃ひらめき輝かがやき舞まい飛ぶ円の斬撃、断ち斬り跳ね上げ弾き飛ばす白銀の光。

　乙芽の一撃一撃の威力は弱い。しかし彼女の俊敏な動きは軽やかで飛ぶようだ。

　飛ひ燕えんのごとき身のこなしと飛竜の動きが〝それ〟を翻ほん弄ろうする。

　パワーと多彩な技の攻撃のユイナとの連携は、まるでパフォーマンスのごとき華か麗れいさだ。

　ふたりの攻撃に業ごうを煮やしたように、灰はい色いろの少年が飛とび退すさると叫んだ。

「うざったぁい……うざい、ウザイよねえええッ!!!!」

　ぎひ、と赤い口元をゆがませ灰色の少年は手に持ったギアを突如投げる。

　強く重く空気を切る音が少女ふたりを襲おそう。

　とっさにかわすユイナと乙芽、しかしそのとき超至近距きよ離りに黒灰色の姿が現われ、

「武器は、ひとつじゃ、ありま…………セーン、一望監獄〈パノプティコン〉!!」

　切り裂き打ち据える音が響ひびいた。

「あああっ！」「きゃあああっ!!」

　少女たちが跳ね飛ばされた。床に落ちたふたりを新たな歯車の閃せん光こうが襲う。

　ふり回し跳ね上げ弾き飛ばして少女たちをさらに壁かべへと叩たたきつける。

　悲鳴を上げて床へ崩くずれ落ちるユイナと乙芽へあざ笑う美び貌ぼうの面おもてが向けられた。

　両手に巨大なギアを持ち、〝それ〟がせまる────




　両手で瓦が礫れきを押しのけるようにして、慎しんは懸けん命めいに身を起こした。

　は、と息を吞のむ。ユイナと乙芽が壁にぶつけられ崩れ落ちるのが見えた。

「……っ、ユイナ、百もも世せさん……！」

　少女ふたりはそれでも必死に起き上がる。傷つけられ打ち倒されても戦具をにぎり、彼女らは死力を尽くし眼前の敵に立ち向かっていく。悔しさと自分のふがいなさに、慎は歯は嚙がみする。ふるえるひざをつき、なんとか彼は自力で立とうとした。立ちつつ考えた。

　──自分たちと、ちがう方式の、視力。

　慎は痛みに歯を食いしばって考える。

　そんなものがありうるのだろうか。あの人形たちだって自分の放った光に動きが止まった。つまりそれは〝光〟を認にん識しきしていたという意味だ。

　そうでない視力が……あるのだろうか……？

「……くっそ……!!」

　慎しんの記き憶おくのどこを探してもそれの手がかりとなるような知ち識しきはなかった。

　────ふと、慎の脳裏の片隅になぜか、乙おと芽めの言葉がよぎる。

〝……周しゆうちゃんが、教えてくれたの……〟

〝……周ちゃんは学校の成せい績せきいいけど……〟

　さらに胸元に下がるチェーンの感触に、九く条じようの声もよみがえる。

〝……構こう築ちく者しやである人間に多た岐きにわたる知識や考察も必要でね……〟

　──そうだ。

　自分だけではわからないなら、聞けばいい。

　慎は這はいつつ立ち上がった。瓦が礫れきをかきわけ壁かべ際ぎわにもたれる周のもとへと倒れる寸前の速度で走ると、そのそばで転ぶようにしてひざをつき、必死の声で呼びかけた。

「二にの関せき！　二関、だいじょうぶか。悪い。教えてくれ、おれじゃわからないんだ！」

　繰くり返す懸けん命めいの慎の呼びかけにうっすらと周が目を開けた。

　瞳ひとみには焦点がない。光もない。慎はその瞳を見つめ、息がつまる想おもいがした。

「ごめん、教えてくれ……普通の人間とちがう視力って、なんかあるのか？　おれたちが見えるようなのと別の視力っていうか見え方っていうか……おれ、わかんないんだ。知らないんだ。教えてくれ、二関なら知ってるんじゃないかって思って」

「……人間と……ちがう、しりょ、く……」

　苦しげな、いまにも途と切ぎれそうな弱々しい声で、周はつぶやいた。

「ミツバチ……は、紫し外がい線せん……が、感知できる……人間は、可視光線しか、見え、ない……けど。ああ、でも、〝赤外線映像装置〟も……ある……」

「赤外線、映像、装置？」

「温度に応じて……ぶったい、は、電でん磁じ波は……赤外線……〝光〟を、発して、る……その性質を利用して、赤外線、を……視みる、装置……」

「えっと、それあのよく映画とかマンガとかである〝暗視スコープ〟って、ヤツ？」

　かろうじて周はうなずいた。それに、はっと慎はまた思い出した。

　そうだ、九条はいっていた。〝光〟を可視光線だけでなく電磁波と考えれば、赤外線や紫外線だって〝光〟ととらえてもいいのだと。

　そしてさらにつづいて別な記憶を思い返す。思い返して心に刻む──────

　慎は唇を嚙かみしめる。倒れる周に慎は告げた。

「……ありがとう。待ってろ。絶対、アイツぶっ倒して助けるからな！」

　返事はない。意識をまた失ったのかもしれない。

　慎は立ち上がり、戦うユイナたちに向き直った。

　チェーンからひとつのリングをはずす。鈍い輝かがやきの…………〝異い域いき〟のリングを。

　それを、慎しんは、右手の親指に──────はめた。はめて、言葉をつむいだ。




〝それ〟は、すべてがモノクロームの世界にいた。

　周囲の壁かべも足元の床ゆかも冷たさを現す深い黒。しかし漆しつ黒こくの視界の中、白とグレーの濃のう淡たんで現される四つの存在がある。

　顔の細部まではわからない。しかし衣類のひだから手に持つ戦具まで判別できる。

　長い戦具を持つ長い髪の人物、両手に円えん盤ばん状じようの戦具を持つ人物。

　壁際にもたれる人物。その姿は時間が経たつにつれて白さが薄うすれ周囲の黒と同化していく。

　残るひとつ。床に這はいつくばっていたかと思うと立ち上がり壁際に走りそして、

「!?」黒こく灰はい色しよくの少年は思わず目を大きく見開いた。

　モノクロの視界の中、四つしかなかったはずの白とグレーの濃淡の存在が、増えた。

　かろうじて人体の形をしているそれは、次第に次第に増えていく。

　宙に浮き壁際に立ち、瓦が礫れきに隠れているのか床の隙すき間まにも見える。

　衣服を身につけていないのか、衣類のしわやひだが、その人体からは感知できない。

「────ッ!!」

　増えた人ひと影かげに気をとられ横合いから横よこ薙なぎにくる一いち撃げきを避けそこなった。体の一部を斬きり裂かれる。そこへさらに斜め上から斬ざん撃げき、同時に背後からもくる。

「うげぁあああッ！」

　少年は吹き飛ばされて後方に叩たたきつけられる。その先にゆらぐ明るい白の人影があった。

　ぶつかった瞬しゆん間かん、硬い感触とともに白い人影が吹っ飛んだ。

　その刹せつ那な、黒灰色の少年は気づいた。気づいて口元を大きくゆがめて叫んだ。

「……はっ、ハハハ、はぁ！　考えたか気づいたか！　でも無む駄だだよ、お粗末だよッ！」

　そう──〝それ〟の視力は、物体の放つ〝熱ねつ〟を感知するのだ。モノクロームの視界は温度差の視界、温度が高ければ真っ白に、低くなるにつれて暗くなる────

　黒灰色の少年は大きく笑った。笑って床からいきなり飛び上がるように起き上がった。

　笑いつつ、怪しい人体どもへギアをふり回す。

　風切る斬撃でそれはバラバラに吹き飛んだ。

　あの少年────〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟は、気がついたのだ。こちらが物体の放つ〝赤せき外がい線せん〟を識しき別べつする視覚を持つことを。

　おそらく、あちこちに転がる人形どもが赤外線を発するような現象を構築したのだろう。

　だがもう仕掛けはわかった。苦し紛れの浅知恵などこちらには通用しない。

　馬ば鹿かめ、と低くつぶやき黒灰色の少年は走った。




　壁際で慎は右手を広げ、手のひらを顔に向ける。目を隠すようにして。

　その人差し指と親指にはまるリングが見える。

「基盤構成：領海の境界・波〈アギタレ〉──性質：単一の座・極〈アクシス〉─：性質：超越者の威光・光子〈ルークス〉……」

　ゆっくりと息を吐く。左手を開いて真横に突き出す。

　右手をにぎりしめる。顔の前でこぶしを作る。固く固く固く固く固くにぎる──




　ユイナは気がついていた。

　慎しんがなにかの〝現象〈フェノメノン〉〟を構こう築ちくしているのを。

　ならばその時間を守らねばならない。死力を尽くし全力を尽くして。

　乙おと芽めも気づいた。

　ユイナが時間をかせぐかのように、黒こく灰はい色しよくの少年を挑発し招いているのを。

　彼女に追随し、乙芽も強く斬きりこみながらさらに速度を上げて敵を翻ほん弄ろうにかかる。




「……対象：異骸〈アウルマ〉─効果：幽界の灼炎〈アルドル〉──……」

　長い長い構築。長い長い連なるいくつもの言葉たち。

　探す現象、目指すイメージ、それを求めて慎はひたすら言葉を組み上げる。

　言葉をつぶやきつつ強く右手首を左手でにぎりしめる、にぎって勢いよく左手を放す！

[image: ]

　目を開ける。開けて慎しんはユイナと乙おと芽めへ叫んだ。

「跳ね上げろ、アイツの武器を！」

　叫んで彼は近くの人形を抱くと右手のこぶしを作ったまま走った。




　叫びの瞬しゆん間かん、ユイナと乙芽が疾しつ走そうする。

　黒こく灰はい色しよくの少年に接近、両側から壮絶にお互いの戦具で打ちかかる。

　そのとき不意に黒灰色の少年の眼前に真っ白な人ひと影かげが出現した。

　人形が投げつけられたのだ、と〝それ〟が気づいて歯車で弾はじき飛ばしたとき、両側から斬ざん撃げきがきた。手に持つふたつの歯車が激はげしく上空に弾き飛ばされ〝それ〟の前面が開く。

　そこへ慎が突進する。ぶつかる勢いで思いきり抱きつきしがみつく。

「ッ!?　な、んだッ!!!!」

　黒灰色の少年は大きく目を見開いた。慎が血まみれの顔で歯を食いしばって見上げる。

　見上げて相手の胸に右手のひらを強く押しつけそして激しくひとつの言葉を叫ぶ！




「────────────────────────────────────────────────────────　可干渉波動光〈コンテクトゥス・スペキュラ〉　──!!」




　……………………………………………………………………………………………………、

　声の余よ韻いんが消える。

　だが、なにも、起こらなかった。

　いや、なにも起こらなかったように見えた。

　光一筋もなかった。ゆらぐ影の片へん鱗りんもなかった。ほんのわずかにも見えなかった。

　壮絶な衝しよう撃げき波はもない地をゆるがす震しん動どうもない閃ひらめく輝き光こうもすさまじい爆ばく発はつも目を灼やく激しい光こう線せんもなにもなにひとつ目に見える〝現象〟はまったく、これっぽっちも、現われなかった。

　────ただ、一点をのぞいて。




　慎は、黒灰色の姿を放し、背後によろけて下がった。

　そのあとに、黒灰色の少年が自分の胸を見下ろす。見下ろす胸の真ん中に、黒く焼けただれた穴が、開いている。

　こぶしよりわずかに小さい穴。だが背中まで突き抜ける、深い穴。

　傷口に血はない。穴の周囲は超ちよう高こう熱ねつで焼かれたがごとく焦げて流れる血を止めている。

　それだけだった。その黒い穴だけが、慎の言葉と同時に現われた現象だった。

　人間を模倣しているであろう灰はい色いろの少年の体、その中心部の心しん臓ぞうをうがった穴だけが。




　──増幅器もなく媒体もなくただ〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟のみで、慎しんは不可視の超々高こう熱ねつの〝レーザー光〟を構こう築ちくし、作り出したのだ──




　にやり、と〝デイブレイク〟は大きく口角を吊つり上げて笑うと、つぶやいた。

「…………ようこそ、〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟……我われらの立つ階きざはしへ…………」

　胸に巨大な穴を開けながら、痛みのかけらも感じていないことを、示すように。

　だが────

　突如、大きな金属音が響ひびいた。がらんどうの天てん井じようにこだました。

　巨大なふたつの歯車〈ギア〉が上空から石の床ゆかに落ちた音だ。

　そのあとを追うようにゆっくりと、灰はい色いろの体がくずおれる。

　強くひざをつき一いつ瞬しゆんそこで動きが止まりそして一拍置いて──────

　激はげしく上体が倒れ床に激げき突とつ、床を伝い震しん動どうが広がる瞬間、その体が、

「なっ！」「あ……」「え!?」

　────霧む散さんし、消えた。

　粉々に塵ちりより微細に。黒い黒い灰のごとくに………………。

　あとには、空虚な空間が残った。三人はぽっかりと空いた床を囲んで、刹せつ那な言葉を失い我を忘れたようにしばし立ち尽くす。




　そのとき不意に、爆ばく音おんが轟とどろいた。

〝ラ・メルベイユ〟全体をゆるがす壮絶な轟ごう音おんとともに、空洞の壁かべに巨大な穴が開く。

「慎！」「羽は立だて君！」「羽立さま……」

　その穴の向こうから、千せん花かやリュウト、慶けい介すけにクリス、茉まつ莉りにウィルが現われた。

　真しん紅くの少女、ヴィヴィも、黒衣のミニドレスのカナメも。

　最後に、ポケットに両手を突っこんだ背の高い姿がゆっくりと、歩んでくる。




　　　　　　　２




　広大な瓦が礫れきの空間の真ん中で、慎たちは向き合っていた。

　すべての機き構こうが停止したいま、辺あたりに音はほとんどない。開いた穴から水路の水が流れる音だけが響き、彼らの沈ちん黙もくをより強きよう調ちようする。

　千花が難むずかしい顔で周囲を見回し、つぶやいた。

「〝デイブレイク〟を倒したのに外部へ出られないなんて……どういうこと？」

「ここは〝現世〟の領域と重なった〝閉へい鎖さ領域〟なんだ。たぶん八や塚つかの設定したね」

　ウィルが答えるのに、リュウトが横合いから千花に尋ねた。

「〝閉へい鎖さ領域〟？　九月のときの〝虚域〟とは、どうちがうんだ」

「あれは『ソニエール堂』をモデルに影〈フィギュア〉が構こう築ちくした虚構の領域よ。しかも王と守しゆ護ご士しだけを選えらんで内包していたわ。でも八や塚つかは〝オーシャンズワールド〟の領域自体を利用し外部から閉鎖して、自分の力を発動させる〝場〟を作ったのね。結界みたいなものよ」

「だったら、その〝現象〈フェノメノン〉〟を構築した八塚を捜さないと。手当たり次第にその辺ぶっ壊こわ…………すわけにもいかねーわな、ハイハイ」

　千せん花かににらまれ、リュウトは肩をすくめる。

「否定。破は壊かいはかなり非効率的です。それにまだワールド内には多くの人々がいます」

「……うかつな行動は危険ってことよね」

　カナメの言葉に、ヴィヴィが言葉少なに答えた。

　頭上でかわされる会話をぼんやりと聞きながら、慎しんは床ゆかに座りこんでいた。

　疲労と怪け我がで、もう立っていられなかったのだ。ユイナがそばで、体を支えている。

　後方の壁かべ際ぎわでは、乙おと芽めが意い識しきのない周しゆうの顔をのぞきこんでいた。

　慶けい介すけとクリス、茉まつ莉りが周の様よう子すを調しらべている。慶介が九く条じようをふり返り、いった。

「団長、一刻も早く病院へ運ばなければ。二にの関せき君は出血多量で人事不省の危険な状態です」

　その言葉に、乙芽がふるえる唇を嚙かみ、涙をこらえるように目を閉じた。

「……そう、いえば」

　ふ、と慎が顔を上げてかたわらのユイナを見た。

「アイツ、なんか……いってた、よな。確たしか」

「アイツ……って、〝デイブレイク〟が？」

「そう。この〝閉鎖空間〟自体を消すには、っていってただろ。幻みたいに消さないかぎり……って。だから飛ひ躍やくしすぎ、かもしれない……けど」

　慎はいまだ自分の両手にはまるリングを見つめた。

　三つのリング。鋭するどい光と鈍い輝かがやき。それを見つめ、慎はつぶやいた。

「〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟。光と影かげを操あやつる力……光を生み出し幻げん影えいを生み出せるなら、その……もしかしたら、破壊も、できるんじゃ、ないかって……」

　不意に、それまでずっと黙だまっていた九条が低い声でぽつりと、いった。

「……させたくないンだけどね。それは正直。まあでも────選せん択たくの余地はない、か」

　彼はいつになく重い口く調ちようでそういうと、ポケットに手を入れて慎に歩み寄り見下ろした。

「できるかな、それ。手順的にはたぶン、閉鎖空間として定義された〝オーシャンズワールド〟の範はん囲いのみを〝幻影〟に変換、そののち消去────という流れだと思うけど」

「そ、うですね……それは……」

「一歩間違うと〝現世〟にまで影えい響きようが及ぶよ。俺おれたちが守るべき領域まで……ね」

　ごくり、と慎はのどを鳴らした。

　自分で提案しておきながら、それはとてつもなく途方もない構こう築ちくに思えた。

　壁かべ際ぎわの周しゆうと乙おと芽めへ視し線せんを向ける。

　少女の不安そうな、懇こん願がんするようなまなざしと目が合った。

　ぐ、とこぶしをにぎる。やらねばならない、誰だれでもない自分が。

　だが緊きん張ちようで体がふるえる。体の痛みが強く激はげしくなった気がしてうずくまりたくなる。

　──そのとき、優やさしい手が慎しんの手をにぎった。

　は、と慎はユイナに視線を合わせる。不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみが自分を見つめていた。

「慎」

　にぎる手の力が強くなる。少女は慎を真まっ直すぐ見つめ、告げた。

「だいじょうぶ。慎ならできる。……あたし、信じてる」

　短い言葉だった。だが彼女が心の底からその言葉を信じて告げてくれたのが、わかった。

　慎はうなずいた。誰よりも彼女が信じてくれるなら、きっと、やれる。

　ユイナの肩を支えに、慎は立ち上がる。空間の中央に立つ。

　そこに九く条じようが口を開いた。

「パンフレット持ってる人いるかな。ああクリス、ちょっと貸して。少年、ほら」

　クリスがパンフレットを慎の前で広げる。九条が一いつ緒しよにのぞきこんで、いった。

「敷しき地ちの形を頭に入れてイメージして。ワールドの広さは約百十平方キロメートル。数字を覚えるンじゃない、この数字から想起される広さのイメージが重要なンだ。わかるかな。そしてここは敷地の中央。中心地点にいるっていう認にん識しきも大事だから、忘れないように」

　慎は真剣なまなざしでうなずいた。

　それへ九条は、にやりと笑う。うさんくさくもしかし、見み慣なれた安心する笑え顔がおだ。

「じゃあ、がンばれ。ユイナ、彼のそばにいてやりな」

　告げて九条は離はなれた。みなも少し離れ、遠巻きにする。

　ユイナがそばに立つ。そっと彼女の指先が、慎の左手に触れる。

　慎は思わずその手をにぎり返した。ユイナは彼を見つめ、静かににぎり返す。

　は、と大きく息を吐き、慎は目を閉じた。右手を前方に突き出す。

　人差し指を〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟が締しめつける痛みを感じる。

　熱あつい、灼やけるように熱い。だが親指の〝異い域いき〟のリングは冷たい。痛いまでに冷たい。

「……………………──　基盤構成：不在の統治者・幻影〈ソムニウム〉　──……」

　慎はイメージを生み出す言葉を探した。どれほどの巨大な構築をしなければならないのだろう。かいもく見当がつかなかった。それでも彼は言葉を探し、組み上げる。

「……性質：現象の反転・傾覆〈エウェルテレ〉─対象：衆人〈モリタレス〉─範はん囲い：視程〈アスペクトゥス〉────……」

　──できるのか？　本当に自分に、その現象を構築することができるのだろうか？

　不安が言葉を見失わせる。怯おびえがためらわせる。唇から言葉が、出ない。

　触れるユイナの指を感じる。暖かい、確たしかな感触を。

　孤独の中、構こう築ちくする自分を支えるその指をにぎり、慎しんは必死に懸けん命めいに組み上げつづける。

　だがあと一歩、あとひとつの言葉が見つからない。

〝破は壊かい〟の言葉。変換された〝幻げん影えい〟を打うち壊こわす言葉が──────

　────そのとき、誰だれかがささやくのが、聞こえた。

　耳元かあるいは遠くかわからない。だがその音は確かに慎の意い識しきにとらえられた。

　響ひびくように。染みるように。低く確かく実じつなひとつの、声が。




「…………………………………………〝滅〈ルイナ〉〟……」




　そうだ。それだ。

　それが探していた重要なキーとなる概念だ──────

　その言葉を組み入れそして、激はげしく右手を天へと突きあげ慎は〝言葉〟を口にした。

「────　浮影堙滅〈イマーゴ・フラゴール〉　────」

　言葉が生まれたその刹せつ那な、




　発動する崩ほう壊かいの〝現象〈フェノメノン〉〟─────────────!!




　唐突だった。あたかも夢から覚める瞬しゆん間かんのように、前触れなくいきなりだった。

　周りの映像がぶつりと断ち切られるような感覚がした。

　光が弾はじける。まばゆい陽光が頭上から差す。

　だが同時に、遠くから響ひびき渡る誰かの魂を引き裂くような悲痛な絶叫が、聞こえた。

「……〝アダリー〟、〝アダリー〟、僕の〝アダリー〟!!　ああああああ……!!」




　　　　　　　３




　慎は、目を見開いた。見開いて、さらに大きく目をみはった。

　まるで、〝魔ま法ほう〟が解けたようだった。

　あの華やかできらびやかなメルヘンの国、〝オーシャンズワールド〟は消きえ失うせていた。

　そこはだだっ広い、打ち捨てられた遊園地だった。

　雨ざらしになり錆さびついたジェットコースターのレール。

　薄うす汚よごれた看板、寂さびれて軒先も看板も設備もぼろぼろに朽くちた多くの店。

　壊れたベンチにほこりっぽい道路、落ち葉やゴミの吹ふき溜だまりがそこかしこに見える。

　おそらく改装前の〝オーシャンズワールド〟に戻ったのだろう。

　あまりにもうら寂さびれ、心寒くする光景だった。

　人々はぼうぜんと園のあちこちで途方にくれていた。なぜ自分たちがここにいるのか、定かな記き憶おくを持つものはなかっただろう。

　ただ空だけは、まもなく夕暮れに差しかかる光まぶしい青空だった。




　慎しんは上げた手を下ろし、ふらつく足で踏み出した。

　彼が立っていたのは、アトラクションステージ前の客席の真っただ中だ。

　もっともすべての座席は朽くちて、くすんで汚れていたが。

「……電話が通じましたわ！　もしもし、こちら〝天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉〟の苑そのです。はい、〝オーシャンズワールド〟にすぐ医い療りよう班はんを……」

　茉まつ莉りの声と一いつ緒しよにクリスが携帯で救急車を呼ぶ声もつづいた。

　慎はその声を意い識しきのどこかで聞きながら周囲を見回した。

　板がところどころ破れ穴の開いたステージに、ひとりの男がぼうぜんと座りこんでいる。その前には、白いドレスをまとう人の形をしたものが倒れていた。

　男のかたわらに大きな古い安楽椅い子すがある。椅子には誰だれかが腰かけていたが、背もたれがこちらに向けてあるために、ひじかけに置かれた包帯を巻いた腕だけしか見えない。

　座りこんだ男が、ゆっくりとふり返った。

　乱れた長い髪と八角形のフレームの眼鏡めがね、薄うす汚よごれくたびれたアマランス色のスーツ────それは、八や塚つか怜れい路じだ。彼は慎たちを見ると、わななく足でよろよろと立ち上がった。

「……き、貴様たち……貴様たちか、貴様たちなのか！　僕のすべてを打ち砕いたのは……はは、は、そうか。これが〝現世〟を守るという意味なのか……」

　哀れな叫びだった。〝ラ・メルベイユ〟で慎たちが見たホログラフィーの映像のような、冷酷な威圧感はかけらもない。

　彼は弱々しく人差し指を慎たちに突きつけ、憎ぞう悪おを面おもてにたぎらせて、告げた。

「さぞ気持ちがいいだろう……〝守る〟ために〝敵〟を打ち倒す心地ここちは……だが人間の思考と世界の差異を認めるなら、覚えておくといい……なにかを〝守る〟ために戦うことは、なにかを〝破は壊かい〟するのと同じだということを！　はは、はははははは！」

　そしてふるえる右手を突き出し、彼は親指にはまるリングをみなに見せつけた。

「僕には王の力の証あかし、〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟がある。なんどでも僕はこの力をもって、〝デイブレイク〟に与くみして貴様たちに対抗してやる！　ひひ、ひはははは！」

　そう叫んで彼はいきなり背をひるがえし、ステージを飛び降り逃げ出した。

　とっさにカナメ、ヴィヴィが反応し走り出そうとしたとき、

「やめて……殺さないで……彼を、お願ねがい……！」

　安楽椅い子すから消えそうな、必死の声が聞こえた。

　一いつ瞬しゆん、少女ふたりの動きが止まる。その隙すきに怜れい路じはうら寂さびれた遊園地を走り抜けていく。

「いいよ。行かせてやればいい」

　だるげな九く条じようの声がそういった。その語尾が消えたときには、走る怜路の背中はとうに寒々しい光景のどこかへ消え去っていた。

　ポケットに手を入れ、九条は舞ぶ台たい袖そでの階段からステージへ上がる。

　安楽椅子の背後に立ち、彼は静かに話しかけた。

「……久しぶりだね。ベアトリーチェ」

「……九条……ええ……」

　椅子に座る誰だれかが答えた。のどに損傷でもあるのだろうか。声はくぐもり聞こえにくい。

「魔ま法ほうは解けたよ。家にお帰り、〝灰かぶり姫〟」

「……帰る場所など……とうに、ありません……捨ててきましたもの……」

「境界標〈テルミヌス〉の病院は、まだ君を受け入れる用意がある。哀れな王子様は、君を置いて去ったよ。君は彼のために安らぎの場所を捨ててきたのにね……」

　九条は、ベアトリーチェと呼びかけた相手に穏おだやかな声こわ音ねで問いかけた。

「教えてくれないかな。あのリングは〝デイブレイク〟から与えられたものだ。そうだろう？　彼が受け取ったのか君が受け取ったのかわからないが────なぜ八や塚つかを選えらンだんだ、ベアトリーチェ。ずっと君は世捨て人だったのに」

「……愛していたからです……ああ、いいえ。彼自身をというよりも、彼の作品を……」

　染み入る切ない言葉だった。哀あい惜せきに満ちた口く調ちようだった。

「心から、愛していました。彼の作品を……ずっと彼とメールで連絡をとっていました。ある日私に、渡米した彼から作品集と映像を納めたＤＶＤが送られてきたのです……」

　彼女のその声からは、焦がれるような懐なつかしむような響ひびきが感じられた。

「それは醜みにくく残酷で、思わず目をそむけるほどおぞましいものでした……あれを理解し賛さん美びする者は少なかった。私でさえ、ときに正視を、ためらったほどですもの。けれど、ほとばしる情じよう熱ねつと、受け止めきれぬほどの叫びに、満ちあふれていました……それは、世を捨てていた私に、新たな〝世界〟を見せてくれたのです……」

　深い深い吐と息いきが一瞬、言葉を途と切ぎれさせる。

「あの醜しゆう悪あくさも、残酷さも、決して〝世界〟のすべてでも、真実でもない。けれど確たしかにこの〝世界〟の一面であると……思いました。私たちが目をそらし、ないものと考えている〝領域〟を、彼は目をそらさず見据え、提示してくれたのだと……」

　痛ましげな響きで、九条がいった。

「彼が愛していたのは、あの魂のないまやかしの〝人形〟だったのに？」

「ええ……あの〝アダリー〟は、私の理想でもありました……あのようになりたかったのです、私は。天上の美をほこる彼のムーサに……あれは、彼だけがつむぎ上げた〝影〈フィギュア〉〟ではありません。私の願ねがいも、確たしかにそこに具現されていたのです……」

　慎しんは倒れた〝アダリー〟に目をやった。

　白いドレスをまとい金髪のカツラをつけた人形は、生気の失うせたいま、単なるマネキンにしか見えなかった。魅み了りようの魔ま法ほうは解け、天上の美は消え失せていた。

　それを見ながら、慎は八や塚つか怜れい路じとベアトリーチェに関するレポートを思い出した。

　自分の生み出す作品を拒絶され、逃げるように日本へ戻ってきた彼。

　怪け我がを負い、ひっそりと療りよう養ようの日々を送っていたという彼女。

　そこにどんな心のつながりがあったのか。どんな想おもいがあって互いが結び付けられたのか。慎にはわからなかった。ただ黙だまって体の痛みをこらえ、ふたりの会話に耳を傾けつづけた。

　皮肉げに九く条じようが肩をすくめ、つぶやいた。

「〝オーシャンズワールド〟は俗っぽいものだったけど、それも彼の罠わなだったのかな」

「そうです……彼は自分を拒否された絶望のあまりに、なにかを見失っていたようにも……思います。才能があればそれでも、自分を見失わずにいられたかも、しれません……」

「才能があろうがなかろうが、関係ないよ」

　重く染み入る声で、九条は話しつづけた。

「神ならぬ身で神の領域に近づこうとするのが、芸術だ。神域は決して達し得ないがゆえに神域であり、天上の高みでありうる。芸術家は、俗人には見えぬ神域と俗なる世界をつなぐ巫み女こであり憑人よりましだ。……彼は自分を拒否する〝俗界〟を否定した。己おのれの創造物が顕けん現げんされるべき〝世界〟の消滅を望んだ。その瞬しゆん間かん、すでに彼の芸術は終わっていたと俺おれは思うがね」

　沈ちん黙もくが降りる。吹きさらしの客席に風が吹いた。胸の痛むような音を立てて。

「……天才ならやすやすと届くだろう高みも、彼には歯ぎしりの内にしか見み出いだせなかった……苦く悶もんにのた打ち回っていたはずです……決して表現し得ない存在を、表現するために」

　吹きすさぶ風に、ベアトリーチェの言葉が乗る。

「……孤独にふるえ、嫉しつ妬とに歯は嚙がみし、己の非力さ無能さに絶望し……表現することの無力を常に思い知り打ちのめされつつも、それでも決してたどりつけない領域にたどりつこうと、それでもこの〝神域〟ならぬ俗なる〝世界〟に自みずからも知らぬ神なる〝形〟を降ろし具現しようと、絶えず飽あかずあがいていた……彼の作品から、私は、そう感じました……」

　彼女はまだ二十二歳のはずだった。

　だがその声からは、老成した魂だけが持つ悲ひ哀あいと慈じ愛あい、浄念と諦てい念ねんとが感じられた。

　世を離はなれいつ訪れるかわからない死と隣となり合い、静かな世界に生きてきた彼女は、すでに身の内から老いてしまっていたのかもしれない。

「……多くの人々にとってジャンクでも、私には彼の作品は、芸術だったのです……」

　その声は、その場の誰だれもの心に、響ひびいた。決して共感はできないだろう。だが彼女の言葉に満ちる限りない〝悲ひ哀あい〟は、誰だれかの心に触れるだけの確たしかな力があった。

　静かに九く条じようは、ベアトリーチェへと、いった。

「君が信じそう思うなら、それだけで彼の作品は確かに──神おわす領域の芸術だったよ」

　優やさしい声だった。こんな優しい声が出せたのかと、意外な気がするほどに。

　その言葉からは、彼女に対する深い慈いつくしみと敬愛の想おもいとが、かいま見えた。

「……あなたの優しさにも、感かん謝しやを……」

　そういうと、ベアトリーチェは包帯を巻いた手を弱々しく持ち上げ差し出した。

　包帯を巻いてなお細い枯れ木のごとき指に、ひとつのリングが光る。

　九条がリングと、そして椅い子すの向こうの誰かの顔を見比べて、つぶやいた。

「いいのかい。君はこのリングをはめているから、命を保てているンだろうに」

「……かまいません……どうせ、余生でしたもの。少しでも永らえて、あの人の望みをかなえる夢を見て、もう……満足です…………」

「わかった。でも境界標〈テルミヌス〉の病院へ君を収容する。生きていれば新たな夢も見られるだろう。きっとね」

　九条が指し出された手に歩み寄る。体の陰で見えなかったが、彼は確かに片手をポケットから出してそのリングを彼自みずから抜き取った。

　再びポケットに手を入れると、彼はステージに背を向け降りてくる。

　そのとき慎しんの耳に、人々のざわめきと遠くから近づく救急車のサイレン、そして耳元を通りすぎる深まる秋の風の音が聞こえた。

　眼前の吹きさらしの客席に、冷たい響ひびきで風が吹く。

　気づくと、慎はユイナの手をにぎりしめていた。にぎり合う手の温かさだけが、慎にやっと安あん堵どをもたらした。

　その瞬しゆん間かん、怪け我がの痛みに慎の意い識しきが遠のいていく。がくり、と地面にひざが落ちる。

　ユイナの呼ぶ声、自分を抱きしめる彼女の腕、朽くちた遊園地に吹き渡る寒々しい風の音がどこかに遠く消えていく──────
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　十月もすでに一週間がすぎた。

　次第に短くなる日、首筋から入りこむ風の冷たさ、色づく木々の葉に秋が過ぎていくのがわかる。冬はまだもう少し先だ。けれど凍いてつく気け配はいは間もなく感じられるだろう。

　桜おう菱とう中ちゆうでは衣更えをすませ、ブレザーの制服へと変わっていた。

　平へい穏おんな日々、平穏な日常、例年どおりいつもどおりの生活がそこにはある。

　だが、いまだに学校でも街でも〝オーシャンズワールド〟で起こった不ふ可か思し議ぎな事件──七月のときと同じ、多くの人々が記き憶おくを失い傷ついた事件──の話は語られつづけていた。

　真相はやはり、判明していない。だが誰だれもがその事件を記憶に刻んだ。桜菱市でこの短い期間に立て続けに起こった、不思議な不穏なできごとを────




　マンションのベランダに面した窓から、傾く陽ひ射ざしがリビングルームに差しこむ。

　引っ越ししたばかりなのか、新しん築ちくの綺き麗れいな部屋にはダンボール箱がいくつも積つまれていた。差しこむ陽射しがその箱と部屋の壁かべを茜あかねの色に染めていく。

　と、いきなりリビングのドアが大きく開き、紅あかい二つのリボンの少女が入ってきた。

　少女はラフな部屋着のワンピースの上にほこりよけのエプロンをつけている。

「少しは手伝いなさいよ！　自分の部屋ばっかり片付けてないで。今日きようは羽は立だて君のお見み舞まいにいくっていってたじゃない。早くしないと面会時間終わるわよ」

「……って、なんだよ、こっちはオマエの担当だろー？」

　少女、千せん花かは、面めん倒どうくさそうな顔をしたオレンジレッドの髪の少年、リュウトの腕をぐいぐいと引いて積まれた箱に歩み寄ると、怒った顔でふり返った。

「なにいってるの、リビングとダイニングは共有空間。一いつ緒しよに片付けるのは当然でしょ」

「どーせオレが適当に片付けたら怒るくせに。わかってんだよ」

「前提がちがーう！　適当に片付けなければいいじゃない！」

「オマエこそ前提がちがーう！　オレに適当でない片付けなんて、無理。絶対」

「無理の一言で片づけるなっ！　ああもう、これからが不安だわ心配だわ。璃り堂どうの家では母おも屋やと離はなれで生活が別だったからよかったけど……いったいどうなるのかしら……」

　千花はきっとまなじりを上げ、リュウトの胸に指をつきつけるときっぱりいい放った。

「いいこと、共同生活するからには、あたくしはおまえの面倒は見ないから。自分の身の回りは自分でちゃんとしてよね。洗せん濯たくだって食事だって掃除だって」

「お、それラッキー！　好きなモノ食って好き放題していいっつーわけだな」

　喜色満面になるリュウトと打って変わって千せん花かは蒼そう白はくになった。

「や、やっぱり駄だ目め！　おまえに好き放題させたらすっごい恐ろしいことになりそう」

「ッええぇえええ!?　んだよそれ、じゃあおまえがやってくれんの？」

「な……それは……」

　ぐ、と千花は悔しそうに唇を嚙かむと、あわてて背を向けた。

「そうね、結局あたくしが仕切った方があたくしも楽……ってやっぱりあたくし、あいつの面めん倒どう見みないといけないの？　どーやってもあたくしはそういう運命なの？　主人なのに！」

「なにブツブツいってんだよ。そう堅苦しく考えなくても適当にやれるだろ。まあ、これからよろしくな。当面、つーか責務が終わるまで、一いつ緒しよに暮らすんだろうし」

　びく、と千花は目め線せんを向けた。その瞳ひとみになぜか迷うような、不安のような色がよぎる。

「そうね。責務が終わるまで……ふたりっきりで暮らすってこと、よね」

「そう……だろ？　なんかおかしかったか、オレのいったこと」

　千花は答えない。不意にぐいと面おもてを上げると、厳きびしい声こわ音ねでいった。

「そうよ、おまえにいっておかなきゃいけないことがあったのよ。いいこと！」

「は？　なんだよいきなり。なにを」

「一緒に暮らしても、必要以上に馴なれ馴なれしくしないで。あたくしとおまえは王と守しゆ護ご士し、ともに〝異い域いき〟より来る敵と戦う相手よ。それ以外のどんな関係でもないから！」

「……な、なに……いきなりなんだよそれ。当たり前の話じゃねーか」

　うろたえるリュウトを見上げ、千花は跳はね除のけるようにいい放った。

「あたくしは────あたくしは、おまえなんか絶対に〝好き〟にならないんだから！」

　リュウトは絶句した。あまりに思いがけない言葉だった。

　声を失うリュウトの前で千花はわずかに目線を落とし、ぽつりと、つぶやいた。

「……あたくしは、おまえを失いたくないのよ。誰だれかを想おもうあまりに、力を間違った方向に使って、そして破滅するなんて……」

　オレンジレッドの少年は目をみはる。だが千花がすぐにあわてて言葉をつなげた。

「って、変な誤解しないでよね。おまえがいなくなったら王としての責務が果たせなくなるでしょ。ただそれだけなんだから。わかってるわよね、そんなことは！」

「わ──わかってるに決まってるだろ。そんなことぐら」

「だから！」

　リュウトの言葉半ばを千花は断ち切った。

　刺し貫くように少年を見つめて、少女は、告げた。




「だからおまえも、あたくしを〝好き〟になんか、ならないでよ。……絶対に」




　懇こん願がんするまなざしだった。傲ごう慢まんな彼女が、絶対に人に頭を下げて希こいねがうことなどしない彼女が、必死の願ねがいを訴えていた。

　リュウトは口をつぐんだ。見上げる少女の美しい瞳ひとみを見下ろした。

　──なぜか胸の奥おく底そこが、かすかに痛んだ。

　その痛みからリュウトは目をそらした。考えたくなかった。

　痛みを感じる必要がどこにある？　ともに戦う意志を、彼女はいま自分に告げた。それだけでいい。その意志があれば、自分は彼女のそばにいる理由も意味もある────

　ふっと、リュウトは唇の端に笑えみを浮かべた。浮かべて、明るい声を張り上げた。

「あったりまえだろ。テメェみたいな傲慢女、冗じよう談だんじゃねーよ」

「あっそう、それならいいのよ。そうよね、飼い主と犬との間に主従関係以外の感情が発生するわけないもの。それにあたくしが傲慢なのは当然でしょ、だって」

　ふふん、と千せん花かは胸をそらし、誇らしげにいい放った。

「世界で一番完かん璧ぺきで偉いのは、このあたくしだもの。傲慢で当たり前だわ！」

「うっわ、それ本気だったら単なる馬ば鹿かかすげえジョーク……っつうかこれじゃ効かないんだな。よし、いい直す。いいかオレだって願い下げだ！　テメェみてーな宇宙で一番ｐ」

　つづく母音をいう前に、〝ぐーパンチ〟でリュウトは段ボール箱の山にぶっ飛ばされた。







[image: epilogue for each]




　十月の傾く陽ひに、消しよう毒どく臭しゆうのただよう病室は照らされていた。

　ベッドの周りはカーテンに閉ざされ、陽ひ射ざしの端も届かない。

　ひそやかなくぐもる話し声が、そのカーテンの向こうから聞こえる。




「……お見み舞まい、ありがとうございました。わざわざあなたがきてくださるなんて……」

　それは穏おだやかな少年の声、二にの関せき周しゆうのものだ。

「いや、君のおかげで怜れい路じの行動を阻止できたし、〝デイブレイク〟の足がかりだった領域を壊こわせたからね。俺おれごときの足労じゃ見合わないよ」

　答えるゆるい声は九く条じようのものだ。周しゆうがそれに弱々しく答える。

「でも、被害は甚じん大だいでした。多くの人々に〝異域〟の存在を感知させてしまったかもしれません……それに、結局ぼくは彼の居場所を見つけられませんでしたから……」

「卑ひ下げすることはないさ。君の力が解決に大きく役立ったンだ。なによりこの任務は、君でなくては果たせなかったと俺は思うね」

「と、いうと……」

「璃り堂どうの当主もその守しゆ護ご士しも、〝身内〟に対して腹はら芸げいができるタイプじゃない。少年もユイナも、さらに真っ正直で誠実すぎだからさ」

「……買われているのか見透かされているのか、見下されているのか……わからないですね……〝身内〟をだませる人間だと、知られているなんて」

「個人的な感情よりも大たい勢せいを見とおせる能力があるということさ。君のような人材は得がたいンだよ。それに、良心の呵か責しやくは任務を命じたこっちが負うことだ。よくやってくれたね」

「ありがとうございます……でも、僕は単なる臆おく病びよう者ものですから。もし今後」

　ためらうような長い間が空いて、周しゆうがいった。

「乙おと芽めが戦わず、傷つかなくてもいい方法があるなら、全力でそちらを選えらぶつもりです」

　刹せつ那な、沈ちん黙もくが訪れる。かすかに笑えみを含んだ声が、答えた。

「いいンじゃないかな。それが君の信念であれば。貫かん徹てつできることを祈るよ。ただ──そうだな、君はちょっとばかり俺おれに似てるところがある。悪いね、これはホメ言葉じゃない」

　言葉のあとに椅い子すを引く音、立ち上がる音がつづいた。カーテンに影かげが映る。

「じゃ、お大事に……」

　カーテンを肩で押し開け、中からダークスーツの九条が歩み出た。

　彼はカーテンの向こうを一いつ瞬しゆんふり返り、それから開いた病室のドアから出ていった。




「お待たせ～周ちゃん、お水替えてきたよ！」

　病室の扉が開いて乙芽が花か瓶びんを手に飛びこんでくる。

　ベッドの上でぼんやりとしていた包帯だらけの周が、顔をそちらへ向けた。

　乙芽は明るい色の花が山盛りの花瓶をベッドのそばのテーブルに置こうとして、

「ん？　お客さん、きてたの？　だれかな」

　そこにあったみごとな形のメロンが入った桐きり箱ばこに気がついた。

「うわあ、桐箱メロンなんて初めて見たよー！　食べていい食べていい!?」

「うう、それ、ぼくがもらったのに……いいけど、明日あしたぐらいが食べごろみたいだよ」

「やった！　ナイフ～ナイフ～まな板まな板～！」

「明日！　明日だってぼくいったよ乙芽！」

　大きな声を出した拍子に周は「い、いた、い……」とうめく。

「だいじょうぶ、周ちゃん？　もう、メロンはいいから大人おとなしく寝てなきゃ」

「……だ、だれのせいだと思ってるんだよ、乙芽……」

「へへ、乙芽が誠心誠意こめて看病するからさ、がんばって早くよくなろう、ね！」

「うう、全然よくなる気がしないのは、気のせいかなあ……」

　メロンを持ち上げながめる乙芽に周は嘆息した。と、ふと乙芽がふり返る。

「ね、周しゆうちゃん。退院してお家うち帰ったらさ、一いつ緒しよに遊園地行こうよ」

「え……？　いいけど、どうして……」

「うん。〝オーシャンズワールド〟……あんな怖いとこだったけど、でも楽しいとこも、あったから。羽は立だてさんと一緒に遊んでさ、そのとき、ずっと思ってたんだ」

　大きなメロンを抱きしめ、少女はほほ笑えんで言葉をつづけた。

「周ちゃんと一緒だったらなって。周ちゃんと一緒に、楽しく遊びたいなって……ここに、周ちゃんが……いて、くれたらなって。だから」

「乙おと芽め……」

　少女はメロンをテーブルに置くと、ベッドに横たわる周に身をかがめ、ささやいた。

「もう、黙だまってどこにも行っちゃ、やだよ。周ちゃん。お願ねがい……ね」

　かすかにうるむ瞳ひとみが周を見つめる。

　それを見上げる周の胸にふっと、しみるように熱あつく温かい想おもいがこみ上げる。

　──最初から、ずっと好きだったのだ。

　つぶらな瞳に涙をいっぱいためた彼女に、思わず手を差し伸べたあのときから。

　彼女が泣かなければいい。彼女が傷つかなければいい。

　そのために自分は、探しつづけるだろう。

　臆おく病びよう者ものの卑ひ怯きよう者ものといわれても、たとえ彼女に噓うそをついても、戦いつづけなくてもいい道を。

　自分の口にする言葉でなく心を信じるといってくれた彼女と、平へい穏おんに暮らせる道を──

「……うん。約束、するよ」

　周はいった。その口にする約束が噓で、ただの空虚な言葉だったとしても、周はいった。

　心から願っているのは、真実だったから。

　彼女のそばにいたい、一緒に幸せに、なりたいと────

　乙芽がわずかに、顔を傾ける。

　そっと、可か憐れんな唇が周の唇に触れる。

　かすかな感触。柔らかな優やさしい、まるでおだやかな風のひと触れのような。

　乙芽はすぐに離はなれた。そして照れくさげに、ほほ笑んだ。

　周も見上げて笑みを浮かべる。永遠にこの時が止まればいいと、心から願いながら。




　そしてその願いはほんの一秒で破れた。




「はぁい、こんにちは。まだ、生きてるかしら？」

　突如扉がバタン！　と開いて真しん紅くの髪が見えた。

　驚おどろいて視し線せんを合わせる周と乙芽の前に、不吉にほほ笑むヴィヴィが歩んでくる。

「お見み舞まいにきてあげたのよ、わざわざ。この間はゆっくりお話できなかったから、動けないいまならとぉってもイイ機き会かいねって思って──────ウェレラン!!」

　言葉と同時に少女の両手にホワイトメタルの大型銃が生まれたかと思うといきなり、

「うわああああああああっ!!」「きゃあああああああっ!!」

　近接する銃口がぴたりと周しゆうと乙おと芽めに向けられてさらに絶対零度の声が聞こえた。

「決めてたのよね、今度会ったらぶっ殺す。あれ、ぶん殴るだったかしら、まあどっちでもいいわとにかく遺ゆい言ごんは聞いてあげる三秒以内に発言せよ、３、２、」

「ま、まま待って待って待ってなんでなんであの殺すとか殴るとかあの！」

「そぉーお、忘れたとはいい度胸ね決めたわ殺さないわ殺してって哀あい願がんするまでウェレランで拷ごう問もん決定だわさあ大人おとなしくしてねイイ子だから！」

　悲鳴を上げる周と乙芽とにっこり冷酷にほほ笑えむヴィヴィの耳に冷静な声が聞こえた。

「慰い謝しや。お加減いかがですか」

　黒のワンピースを着た少女が音もなく入室し、ベッドのそばに歩み寄る。

　その手にはケーキのお皿。手作りらしくラップで綺き麗れいに包みリボンで飾られている。

　彼女は銃をつきつけられたふたりの横を平然と通りすぎ、テーブルにケーキを置いた。

「あ、ああ、あのあのカナメさん！　あのヴィヴィさんあのいったいどうし、」

　周のふるえる声に、黒衣の少女が淡々と答えた。

「解説。去年の裁定の際、あなた方ふたりは我わが家のケーキを持って逃亡されました。ヴィヴィはそれをずっと怒っています」

「あっ、そっかーそういえばそんなこと、あったよね！　でもあのあと電話で謝あやまっ……あ、あのときはカナメさんに謝ったんだっけ」

「そうよアタシは直接聞いてないわよ聞いてもゆるさないけどその場で射殺決定よ電話ケーブル通じてでもね！　カナメの絶品ケーキはめったに食べられないンだから！」

「否定。ヴィヴィ、あのあとわたくしは三回も作って差し上げましたがお忘れですか」

「そーいうこといってないわよあれはアタシの誕たん生じよう日びのケーキだったのよわかる!?」

「ふぅん、ヴィヴィさんって心しん底そこイヤシイんだねー。乙芽も負けるよ」

「人ン家ちの冷れい蔵ぞう庫こあさって逃げるお子様にいわれたくないわよっ!!」

　さらに怒りに燃もえるヴィヴィの声のあと、病室に悲鳴と乱らん闘とうのような音が響ひびく。そして、

「……忠告。お見み舞まいのケーキがつぶれますので、ほどほどに」

　という冷静な言葉も、つづいた。




　午後の陽ひが喧けん騒そうをよそに落ちていく。

　燃もえる夕焼けが、病院の屋上を鮮あざやかに赤く染め上げた。
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　だだっ広い病院の屋上に立って、慎しんとユイナは夕ゆう陽ひをながめていた。

　燃もえる太陽はビルの彼方かなたに隠れ、黄昏たそがれの闇やみが空から地上から静かにふたりにせまる。

「……なんとなく、洗せん濯たく物ものなんかが干してあると思ってたなあ、病院の屋上って」

　両手足に包帯を巻いた慎は鉄てつ柵さくにもたれ、なにもない屋上をながめてつぶやいた。

「きっと、全部クリーニングに出してるんだって思う」

　同じく鉄柵に軽くもたれ、学校帰りで冬服制服姿のユイナが答える。

　なんでもない、他た愛あいもない会話だった。それでも慎は、こんな普通の会話を彼女とかわせるのが少し嬉うれしい。やっとそんな時間、そんな関係に戻れたのだと感じる。

「退院、いつ」

　ユイナに問われ、慎は夕空をながめつつ答えた。

「ん、えーっと明後日あさつて。思ったより短くてすんだよ」

「よかった。前みたいに一ヶ月も入院でなくて」

「だよな、あと半月で文化祭だし。そういやウチのクラスの演だし物ものって決まった？」

「…………秘密。にしといてくれって浅あさ黄ぎくんたちにいわれた」

「は!?　ちょっとなんだよその意味深な答え！」

　あわてる慎を見てユイナが笑う。夕風に、少女の明るい笑い声が乗った。

　ふと、会話が途と絶だえる。ふたりは並んで屋上の床ゆかに伸びる長い影かげを見つめた。

「……慎」

　不意にユイナが面おもてを上げた。なに、と慎が返すと、少女は迷うように少し目め線せんをそらす。

「あたしたちって……間違ってる、のかな」

「え？」

　慎は目を瞬まばたかせた。戸惑う慎の前でユイナはうつむき、言葉をつづけた。

「あのままだったら、〝現世〟は破は壊かいされてた。八や塚つかのやったことはひどいことだって、思う。でも────〝守る〟ことは、〝破壊〟することに、なったり……する、のかな」

「ユイナ……」

「あたしは、慎を守りたい。慎が生きる〝領域〟を守りたい。だけど、守るために戦うことは……誰だれかを大事に想おもう気持ちまで、壊こわして……しまったりする、のかな」

　ユイナは深くうなだれた。長い明るい色の髪が肩から滑り落ち、彼女の横顔を隠した。

　それを見つめる慎の脳裏に、〝オーシャンズワールド〟でのできごとがよぎる。

　いまだ生々しい、記き憶おくにも経けい験けんにも思い出にも変換できないでいる体験が。

　周しゆうの話を思い出す。

　戦いが前提でない道を探す彼の想おもいを。

　リュウトの言葉も思い出す。

　戦いを前提とした関係をつづけることを迷わない、彼の強い意志を。

　ベアトリーチェの語る声もよみがえる。

　間違いと知りつつもただ〝愛〟ゆえに、〝彼〟を選えらんだ女性の心を。

　慎しんにはわからない。確たしかな答えも決意も、また見失っている自分に気づく。

　ユイナと一いつ緒しよに戦うと決意した。けれど戦いを決意した先になにがあるのか、自分はまったく考えてもいなかったのだ。

　彼女の問いに答えられる言葉はなかった。だが慎は懸けん命めいに、想いを巡らせる────

「…………昔、さ」

　不意に、慎の唇から言葉が落ちた。

「小学生ぐらいのとき。古い〝オーシャンズワールド〟に行ったことがあるんだ。父さんや母さん、姉ねえちゃんたちと一緒にさ。あんなに広くも派は手ででもない、乗り物も少ないし設備はしょぼかったし。いま思い出すとすっげえ地味だった気がするんだけど……」

　ユイナが不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみを瞬まばたかせ慎を見つめた。彼の唐突な話に驚おどろいているのだろう。慎もなぜこんな話をするのか、自分でもわからなかった。

　だがユイナは話をさえぎらず、うながすようにそっと問いかけてきた。

「楽しかった？」

「楽しかったかな。あんま覚えてないなあ。でも、迷まい子ごになったのは覚えてる」

　ふ、と慎は遠い目になった。

　父や母、姉を見失い、子どもには広すぎる園内を泣きながら走った幼い日を。

「はぐれて、すげー心細くなってみっともなく泣いて。もう家に帰れないかと思った。その辺歩いてる着ぐるみまで怖くなった。さらわれるんじゃないかって……」

　日暮れて暗くなるそのとき、駆け寄る姉たちの姿を見つけた。

　母にしがみつき、父に頭をなでられる自分を、姉が笑いながら涙をふいてくれた。

　そうだ、と慎は思い出す。そのとき────

「……そのとき、周りがすごく明るくて綺き麗れいなのに気がついたんだ」

〝ほら、見てごらん。とっても綺麗よ……〟

　母の声に、まだ涙のあとの残る顔を上げて、慎は辺あたりを見回した。

　輝くイルミネーションに〝オーシャンズワールド〟は包まれていた。

　色いろ鮮あざやかな宝石にも似た灯あかりに包まれ、メリーゴーラウンドの馬車が回る。

　夜空に伸びる輝くレールの上を、まばゆいライトをまたたかせコースターが走っていく。

　次々に色が変わる光に飾られた大きな観かん覧らん車しやが、背景にそびえる。

　あふれる色とりどりの光の洪水が、目の前に広がっていた。

　おとぎの国のネバーランドが、永遠に終わらないファンタジーランドが、子どもが夢見る夢の世界が────幼い慎しんの前に確たしかにそのとき、存在していた。

「いま思うと、そんな綺き麗れいだったかわかんないけどな。たぶん、母さんたちに会えた安心感もあったのかも。だけどそのとき、おれは本当にそこが夢の国だって、思ったんだ」

　空気が冷える。十月の空を夕ゆう闇やみが覆おおう。慎はその虚こ空くうを見上げ、言葉を、口にした。

「遊園地はさ、夢見たい人がいく場所なんじゃないかな。楽しんで、笑って、面おも白しろかった！　って、いいたい人が。どんな見方にも別の見方があって、だから誰だれにも通用する答えなんてないと思う。けど、おれは」

　彼はユイナに視し線せんを移した。自分の答えを待ち受けて、真しん摯しに見上げる瞳ひとみを見下ろした。

「遊園地は、楽しい方がいい。たとえ一時でも、楽しいわくわくする夢を見られる場所であって欲しい。そんな場所がある〝現世〟がいいよ。……おれは、そう思ってる」

　そういって、はっと慎は我われに返った。

　ユイナが、言葉を失ったように無言で見上げているのに気がついたのだ。

「う！　わ、悪い。なんか全然見当ちがいなこといったような気がするおれ！」

「……ぷ、」

　ユイナが噴ふき出した。くすくすと明るい笑えみでおかしそうに笑って、そして、

「いいな。あたしも見てみたいな。そんな綺麗な景色……慎が見たような、光の遊園地」

　ふっと目線をそらし空を見上げ、彼女は小さくそうつぶやいた。

　その声には、あこがれがあった。手に入らないものへの切ないまでの憧どう憬けいがあった。

　──なにを思っているのだろう。

　両親のことか。過去のことか。いまだ語られない慎の知らない記き憶おくか。それとも──

　慎にはわからなかった。わからなかったが、彼女の想おもいだけは、わかった。

　胸元からリングを取り出す。そして人差し指にはめ、屋上の真ん中へと歩む。

　ユイナが不ふ思し議ぎそうに見守る前で慎は片手を宙へと突き出した。

「……基盤構成：聖祭・光〈ルーメン〉──効果：想像の都市・眩惑〈エルロール〉──対象：ユイナ、自己〈イプセ〉……」

　対象を自分とユイナに限定し、慎は記憶をたどりつつ言葉を組み上げた。

　自分が見た光景を。あの日の感かん激げきを。光あふれる夢の世界を。

「──　幻想夢譚〈ルミニス・シムラクルム〉　──」

　言葉をつぶやき、彼は右手を夕空へと放つように上げる──────

　その瞬しゆん間かん、

「……わ、あ……！」

　ユイナが感嘆の声を上げた。

　病院の屋上に、慎しんとユイナにしか見えない幻のイルミネーションが現われる。

　きらびやかにまばゆい光が夕ゆう闇やみの空に乱らん舞ぶする。

　流れる光、またたく燐りん光こう、星々のきらめき、あふれる色彩のダンス────赤、緑、紅くれない、碧みどり、青、蒼あお、黄、紫、金に銀────無数の宝石が夕空に生まれ、華やかに鮮あざやかに煌こう々こうと燦さん然ぜんと、尾を引き回り走り踊り狂う。

　ユイナは足を踏み出した。両手を広げ、光の渦の中へと踏みこんだ。

「すごい……すごい、綺き麗れい、綺麗……！」

　少女は両手を伸ばした。伸ばす手のひらに舞まい踊る光を受け止めた。

　乱らん舞ぶする光の中をユイナは回る。

　喜びに可か憐れんな面おもてを輝かがやかせ、スカートの裾すそと長い髪を広げ、少女はくるくると軽やかに楽しげに回りつづける。回る少女の周囲に光が弾はじける。弾ける光にさらに光が重なる。

　ユイナは慎をふり返り、光に照り映える瞳ひとみを向けた。

「慎……とても、綺麗……嬉うれしい！」

　彼女は笑った。心から嬉しそうな、周りに踊る光と同じぐらい、輝かしい笑えみだった。

　あまりの手放しな賛さん美びに慎は照れくさくなって、その照れをごまかすようにいった。

「で──でも本物のイルミネーションはさ、きっと、もっともっと綺麗だよ」

「そんなことない。ううん、もしかしたらそうかもしれない。でも、あたし」

[image: ]

　光の乱らん舞ぶに明るい色の髪が輝かがやく。屋上を渡る風に髪は流れてなびく。

　不ふ思し議ぎな色の瞳ひとみで慎しんを見つめ、少女は、告げた。




「君が見せてくれる光景、君と一いつ緒しよに見る景色……あたし、それが一番、好き」




　その瞬しゆん間かんだった。その言葉を聞いた瞬間、慎の胸に熱あつい想おもいがこみ上げた。

　──守りたい。

　彼女が、笑いたいときに心からほほ笑えむことができるように。

　すべての哀かなしみ、すべての痛み、すべての恐怖、すべての災さい厄やく、すべての邪よこしまな……敵。

　そんな、この世にあふれる悲ひ劇げきすべてから守るなんてきっと、できはしない。

　ただせめて、せめてささやかな力が、欲しい。

　すべてを凌りよう駕がする強大な力でなくていい。ほんの単純な、ほんのささやかな力が。

　彼女の笑みを守る。ただそれだけの────力が。

　それは戦うための力か。戦わない道を探す意志か。そのいずれでもないのか。

　自分にはまだ、はっきりと見つけられない。

　世界を貫く真実はない。自分の気持ちにすら迷うのに、正しい答えなど見つからない。

　けれど──────

　慎は思った。心の底から思った。強く強く渇くほどに強く願ねがった。

　その強い願いと想いとが言葉となって、慎の口から生まれて形になった。

「……うん。おれも、ユイナが笑ってくれるのが一番、嬉うれしいよ」

　ふたりは無言で見つめ合った。言葉もなく、ただ静かに。

　そっと、どちらからともなく彼らは寄り添った。

　体の陰で互いの指が触れる。自然に指が絡み合う。そのままぎゅっと、にぎりしめる。

　ユイナが慎の肩にもたれた。彼女の温かく心地ここちよい重みが、慎の胸を満たす。

　夜空に無数の光が昇っていく。ふたりだけに見えていた幻のイルミネーションは、高く天へと昇りつめると、やがて吸いこまれるように、消えた。

　見上げる少年と少女の上に、静かに闇やみが降りてくる。




　星々のまたたきが夜空に生まれる。地上の明かりに追いやられ、かすかに消えそうに。

　それでも確たしかなきらめきを放ちながら────
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　夜よ闇やみが広い病室を侵食する。




　ここは慎しんの入院する病院とは別の場所、表向きは死を間近にした末期患者への終末期医い療りよう〈ターミナルケア〉を目的としたホスピスだ。

　森に囲まれた広大な敷しき地ちに、病棟はひとつしかない。この最上階にあるのも、病院にとって特に重要な人物を看かん護ごする特別室ひとつだけだ。

　この闇に侵された特別室の二重構造のドアが、わずかに開く。

　開いた隙すき間まからひとつの人ひと影かげが、扉にすがるようにして体を押しこんだ。

　薄うすいカーテンからかすかに差す外の照明に、人影の輪りん郭かくが照らされる。

　八や塚つか怜れい路じだ。弱い明かりの中でも、彼の憔しよう悴すいした様よう子すはあきらかだった。

　汗で額ひたいに貼はりつく乱れた髪を直しもせず、彼は窓際のベッドに歩み寄る。わずかにふくらんだベッドには、誰だれかが身じろぎもせず横たわっていた。

「……ベアトリーチェ……！」

　怜路のふるえる言葉が、暗い病室に響ひびき渡った。

「なぜ奴やつらにリングを渡した……僕を捨てたのか、僕を捨ててひとり安らかに残り少ない生を終えるつもりか？　ゆるさない……もう一度だ。もう一度僕とともにくるんだ！」

　だが返事はない。怜路の憤いきどおりの声がさらに高くなった。

「答えろ！　もう一度僕を選えらべ。でなければこの手にある力を使ってでも──────！」

　叫んで怜路はベッドへ詰め寄った。と、いきなり勢いよく毛布が跳はね除のけられて怜路の顔面に毛布がかぶさる。

「な、うわぁっ！」

　視界を失いよろけつつ必死に毛布を引ひき剝はがそうとする彼の体が蹴け倒たおされた。

　激はげしく床に倒れた怜路の胸とのどに靴底が乗った。

　そのまま体重がかけられ、怜路は身動きも呼吸もままならなくなる。

　声が降る。見下ろす相手の顔は暗く陰になっている。だがその声だけで名前がわかった。

「……なにも、学ばなかったのかな。手痛い経けい験けんから」

「く、九く条じよう！　なぜ貴様が……!!」

「彼女はここにはいないよ。境界標〈テルミヌス〉の流したニセ情報にまたもひっかかるなンて、そこまで頭が回らないほど血が昇ってたわけか？」

　怜路を見下ろす陰の中から、笑う白い歯だけが、のぞく。

「可哀かわいそうに。オマエも、最初から最後まで〝餌えさ〟だったンだよ。俺おれたちと境界標〈テルミヌス〉の────そして、〝デイブレイク〟の。ある人物に与えるための……ね」

　怜れい路じが刹せつ那な息を吞のむ。逃れようとする動きがしばし凍結する。

　ひび割れた笑いが、見上げる彼の唇からもれた。

「……はは、は……そうか……やっぱり真実はお前の手にあったんだ……馬ば鹿かだなあ、もう遅いよ……どれだけの人間があの場所での事件に疑いを持った？　この〝領域〟の裏側にある〝真実〟に目を向けたと思う？　僕を用済みと定義すればいい、だが僕は正しく与えられた役割りを果たした！　欺ぎ瞞まんへの疑いをばらまくのにね！」

「……いずれはたどる道だったさ。けど、少しは期待してたンだぜ、あそこでな。オマエがどンな〝悪夢〟を、俺おれが見たこともないおぞましい恐怖を見せてくれるかってさ……だが」

　影かげは身をかがめ、優やさしく怜路にささやいた。

「失望したよ。ぶっちゃけていうと────オマエのショーは、とても、退屈だったね」

　闇やみに、五つのリングの輝かがやきが生まれる。残酷な光が怜路の目を射いる。

　体の陰で指を鳴らす音、それと同時に言葉が、生じた。




「─────────────────　裏夢〈リム〉　──」




　す……っと、九く条じようは怜路の体の上から静かに降りた。

　怜路は硬直している。まぶたを剝むかれたがごとく目を大きく見開き身じろぎもしない。

　だが突如、彼の唇を激はげしい叫びが割った。

「……ひ……あ、あ、うわあ、うあ、うわあああああああああああっ！！！！　いやだ、いやだ、いやだぁああああ！　助けて助けてええ、〝アダリー〟、〝アダリー〟!!」

　叫んで怜路は床ゆかを転がり回った。自分にしか視みえない〝悪夢〟に彼は身を折り頭を抱えのた打ち回り壁かべに激げき突とつし涙とよだれを垂れ流して、腹の底から絶叫した。

　天てん井じように壁に跳ね返る聞くに堪たえない叫びに、しかし見下ろす人物の声は平坦だ。

「彼女の願ねがいだ。殺しはしないよ。でも────オマエを助ける彼女はいない。ここは完全防音の部屋だ。好きなだけ、狂い叫ぶといい」

　絶叫が不意に止やむ。怜路は失神し、ごく一時の安らぎに落ちたらしい。

　彼を見つめてつぶやく声が、わずかに和らいだ。

「……哀れだな、怜路。オマエの〝永遠の恋人ベアトリーチエ〟は、すぐそばに、いたのに」

　そういって九条は背を向け扉へと歩き出し、暗い廊下へ出る。

　背後で再び絶叫が上がったが、扉が閉まる瞬しゆん間かんそれは、消えた。

　振り返らず、彼は長い足を踏み出し──────

「なにをしたの。八や塚つかに」

　後頭部になにかが押し当てられた。踏み出した姿勢で九く条じようは立ち止まる。

「……いつから、ここに？」

「見張ってたのよ。八や塚つかの話の真偽を確たしかめたかったから。でも、もう遅いみたいね……〝真実〟を語る口を封じたつもり？　なにを考えているの？　ううン、それよりも」

　背後の人物は答えを待たずさらに詰問する。ぐい、と押しつけるなにかの力が強くなる。

「なにをさせるつもり？　ユイナと…………あの、〝彼〟に！」

　九条は、天てん井じようをあおいだ。あおぐ彼の面おもてから穏おだやかな答えが返った。

「させようなンて思ってないよ。見守ってるだけさ……選えらぶのをね」

「アナタはいつもそうね。自分ひとりで、絶対に誰だれにも本心を明かさないで」

　ダークスーツの男の背後で、誰かが唇を嚙かみしめる。

「アナタを選ぶべきじゃなかった。あのときアタシは子どもだった。なンにも知らない子どもだった……カナメを助けるために、アタシの願ねがいを聞いて王になってくれたのが罠わなだったなンて……思いも、よらなかった……」

　悔やむ言葉に、九条が肩越しにちらりとふり返る。

「選んだからといって、すべての責任をかぶる必要はないンだぜ、ヴィヴィ」

　その言葉の瞬しゆん間かんだった。

　いきなり銃が九条を横殴りにした。激はげしく床ゆかに倒れる彼の胸をブーツで思いきり踏みつけて、真しん紅くの少女がホワイトメタルの銃口を向けた。

「アタシにその力がないっていいたいのね。アナタを殺す勇気も、すべてを守ろうとする力も！　なにより……アナタの〝真実〟を、分かち合う力も……」

　銃口は正せい確かくに九条の額ひたいに合わせられている。だがトリガーにかかる指はふるえるばかりで動かない。それを見上げる九条は、穏やかにいった。

「……いいよ、ヴィヴィ。俺おれを殺しても。それも〝類型〟を壊こわすひとつの手段だ……」

　見下ろす血色の瞳ひとみが、動揺したように開かれる。

　銃持つ右手がさらにわななく。銃口がぶれて九条からそれる。そのとき、

「…………〝神技者〈オールマイティ〉〟──もしくは〝永劫回帰〈ブロークンレコード〉〟──己おのれの命すら手の中の玩がん具ぐなのか」

　昏くらい廊下の彼方かなたから男の声がした。

　ヴィヴィが、そして床に倒れた九条が声の方角を見つめる。

　闇やみに足音を響ひびかせ、誰かが歩んでくる。重く、着実で確かな歩みの響きだ。

　とっさにヴィヴィは九条から歩む誰かへ銃口を向けた。全身に緊きん張ちようをみなぎらせ、真紅の少女は闇から近づく足音をにらみつける。

　九条が身を起こし立ち上がる。近づく誰かを迎えるように。

　足音が止まった。九条とヴィヴィの視界にひとりの青年の姿が現われる。

　ゆるくだるげな声が、その青年を呼んだ。

「やあ、〝暁歌〈オーバード〉〟。今回はずいぶンと…………早かったンだな」

　それは、黒いロングコートを着た長身の、灰かい白はく色しよくの髪の青年だ。

　漆しつ黒こくのサングラスで目元を隠し、表情が見えない。彼は無言で九く条じように顔を向け、そしてヴィヴィへとわずかに面おもてを動かす。見ているのか、見ていないのか、定かではない。

　ヴィヴィは銃口を青年にぴたりと合わせたまま、九条をふり返った。

「だれなの!?　〝暁歌〈オーバード〉〟？　それは、いったいなんのこと!?」

　九条の口元に、かすかな薄うすい笑えみが浮かんだ。

　侮ぶ蔑べつか、悲ひ哀あいか、諦てい念ねんか寂せき寥りようか、その笑みが表す意味は誰だれにも、わからない。

「……〝是正者〟、そして〝黎明〈デイブレイク〉〟を告げる者だよ」

　九条の言葉に、青年はサングラスをゆっくりと、はずした。

　金きん色いろの瞳ひとみがのぞく。厚みのある唇が開き、静せい謐ひつな声が響ひびいた。

「日付を告げる。────十一月一日。それが、終点ターミナルだ」







　黒々と闇やみに塗りつぶされた森の木こ立だちの間に、炯けい々けいと光るいくつもの瞳がある。

　幹に寄りかかり枝に腰かけ、茂る枝葉の間に隠れ、それらは病棟を見つめていた。

「……〝滅〈ルイナ〉〟の門が」「門が」「門が開く」「感かん謝しやする」「感謝するよ」

「感謝するよ…………〝全幻影領域〈ヘリオドライブ〉〟」

　次々に歌うがごとく重なる、不吉な地を這はう低い声。それは少年と少女の声だ。

「我われらは正義と善の敵」

「打ち倒すべき絶対の悪」

「ひとの理解を超えた恐怖」

「そうなるべく定められたもの」

「つまり我らも」

「我らもみなすべてが」

　ゆらり、とそれらは一斉に闇から現われた。

「……〝境界の王〈レクス・フィニス〉〟にくれる餌えさ……」

　声をそろえて高らかに、黒こく灰はい色しよくの衣装に身を包む灰はい色いろの髪と壮絶な美び貌ぼうの同じ顔をした少年と少女たちが、歌う。

「〝守りたい〟……その強い願ねがい、それこそが崩ほう壊かい発動の〝徴しるし〟……だよ……」




　夜より暗く深い闇に白い歯を見せ、〝デイブレイク〟たちが──────笑った。










　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　最近ハマっているのは栄養ドリンクです。わびしいな！




　三巻執筆中、友人の誘いで缶詰先のホテルを抜け出しお茶をしにいきました。寒さ厳きびしい中、カフェのテラスでふるえつつ、あれこれとりとめのない話をした中、ふと友人が、

「自分より上う手まい人はいくらでもいる」

　とつぶやいた言葉が忘れられません。

　友人は、名を挙げれば誰だれでも知っているような有名なゲームのデザイナーなのですが、それほどの人でもそんな風に思うのだなと。いや、それほどの人だからこそ、高い理想を持つために、よけいにそう思うのでしょうか。

　代だい替たい物ぶつのないものなどない、というのはある一面における真理ではありますが、それを踏まえてなおかつ、かけがえのないものは確たしかにある────と、信じたいなあ。




　ちょっと宣伝。「電でん撃げきｈｐ　ｖｏｌ39、ｖｏｌ42」にて、番ばん外がい編へんの短編が掲載されています。周しゆうと乙おと芽めの裁定のお話はｖｏｌ39に。ｖｏｌ42では「Ｐｕｍｐ　Ｕｐ　Ｎｏｗ！」という特集のひとつに取り上げていただいてます。またこちらもよろしく！




　さて、以下は謝しや辞じとなります。

　担当の湯ゆ浅あさ様。毎度のことながら非常に非常に（エンドレス）お世話になってます。

　イラストの芳よし住ずみ様。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございます。仕事する上でなにが一番嬉うれしいかといえば、芳住様のイラストを堪たん能のうできることだったり。

　電撃の作家様方。今回も励ましやアドバイスをありがとうございました！

　出版に携わる、メディアワークスの関係者の皆様にもこれ以上ない感謝を。

　友人の皆様と、身内と大事な家族。感謝の言葉もありません。

　そして、この本を読んでくださった方々へ。今回もありがとうございました。楽しんでいただけたなら、それが私にとってこの上ない喜びです。




　次巻が最終巻。ついにラストなのだと思うと、寂しい反面やはり感無量。

　最後まで全力で突っ走ります。どうか、よろしくお願ねがいしますね。やるぞー！





二〇〇六年五月　　マサト真希
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、現在は小説のお仕事中。家族を愛し美味しい物を愛し快適さを愛して、ときに黄昏れつつも、おおむねのほほんと生きてます。
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イラスト／芳よし住ずみ和かず之ゆき

１９７７年岡山県生まれ、埼玉県在住。某ゲームメーカー勤務を経てフリーのイラストレーター兼グラフィッカーに。趣味は散歩して風景写真を撮ること、コーヒーを淹れることなど。
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